
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















「ねぇ、佐さ藤とう」

「なによ渡わた辺なべ。改まって」

「わたしたち、いっしょに暮らさない？」

「……は？」

　なぜ、こんなやりとりをすることになったのか。

　その原因は、数週間前に遡さかのぼる──。
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　　　　　　　　　　　　♦




　渡わた辺なべ千ち佳かは、モニターからそっと視線を外した。

　隣となりの彼女を見上げる。

「佐さ藤とう」

「うん……」

　そばに寄より添そう佐さ藤とう由ゆ美み子この名を呼ぶ。

　彼女は強こわ張ばった表情でモニターを見つめていた。

　今は、『ティアラ☆スターズライブ　〝ミラク〟ＶＳ〝アルタイル〟』の真っ最中。

　千ち佳かたちはアンコールの準備のため、一いつ旦たん控ひかえ室しつに戻もどってきていた。

　千ち佳かの隣となりに立つのは、歌うた種たねやすみという芸名で声優活動をし、『夕ゆう陽ひとやすみのコーコーセーラジオ！』では千ち佳かとともにパーソナリティを務める、相方の少女。

　普ふ段だんはギャル全開な容姿だが、今は声優の姿だ。

　真っ赤なステージ衣い装しようがとても似合っている。

　その隣となりで、千ち佳かも青色のステージ衣い装しように身を包んでいた。

　先ほどまで、ふたりは控ひかえ室しつで激しい言い争いをしていた。

　論争の内容は、『どちらのユニットがより盛り上がっていたか』というもの。

『ティアラ☆スターズ』のライブは作品に則のつとって、対決ライブという形式を取っている。

　ふたつのユニットがぶつかり、どちらがより盛り上げられるかを競きそうのだ。

　その両ユニットのリーダーが、歌うた種たねやすみと夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひだった。

　もちろん、対決ライブはあくまで形式的なもの。実際に勝敗を決めるわけではない。

　しかし、お互たがいに「負けたくない！」という思いが強すぎて、今回のライブでも張り合っていた。

　けれどそんな言い争いは、目の前の強きよう烈れつな映像に吹ふき飛とばされてしまう。

『みんな────ッ！　ありがと────ッ！　楽しかったよ──────ッ！』

　モニターの中で手を振ふっているのは、桜さくら並なみ木き乙おと女めだ。

　トップクラスの人気を誇ほこる、今をときめくアイドル声優である。

　乙おと女めが今回のライブに参加することは、告知されていなかった。

　多た忙ぼうである彼女はライブ終しゆう盤ばん、アンコール前からの参加が精いっぱいだったからだ。

　けれど、観客からすれば完全なサプライズ。

　大人気声優が予告なしで登とう壇だんすれば、盛り上がるのは当然だ。

　だけど、それにしたって。

「すごい盛り上がりね……」

　思わず千ち佳かは、苦々しく呟つぶやく。

　モニターの中はおそろしいほどの歓かん声せいと拍はく手しゆ、興奮に包まれていた。

〝ミラク〟や〝アルタイル〟とは比べ物にならないほど。

　それに、どうしようもない不安を覚える。

　別に千ち佳かは、「自分たちがこんなに頑がん張ばったのに、全部持っていくなんて！」と憤いきどおっているわけではない。

　乙おと女めの強大さに怯ひるんでいるだけだ。

　先ほど、九月に行われる『ティアラ☆スターズライブ　〝オリオン〟ＶＳ〝アルフェッカ〟』の詳しよう細さいが発表された。

〝オリオン〟のメンバーは、歌うた種たねやすみ、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ、双ふた葉ばミント、御お花はな飾かざ莉り、羽は衣ごろも纏まといの五人。

〝アルフェッカ〟は、高たか橋はし結ゆ衣い、柚ゆ日び咲さきめくる、夜よ祭まつり花はな火び。

　そして、桜さくら並なみ木き乙おと女め。

　形式上とはいえ、これは対決ライブだ。

　千ち佳かたちは、あの桜さくら並なみ木き乙おと女めに挑いどまなければならない。

　あれほど盛り上げた乙おと女めを筆頭に、才能の塊かたまりである結ゆ衣いや、トークで人気を集めるめくると花はな火びもいるユニットに。

　不安にならないはずがない。

「渡わた辺なべ」

　モニターを見つめていると、由ゆ美み子こが肩かたをぽん、と叩たたいてきた。

「乙おと女め姉さんも気になるけど、まずは自分らのステージを頑がん張ばらないと。そろそろ時間だよ」

　由ゆ美み子こは笑いながら扉とびらを指差すが、その笑え顔がおは明らかにぎこちない。

　いつもの彼女なら、無む邪じや気きに「姉さんすげー」と喜んでいるところなのに。

　強がっちゃって、まあ。

　その胸中を察しながらも、千ち佳かは「そうね」とだけ答えた。







　アンコールを歌い終え、最後の挨あい拶さつもこなし、千ち佳かたちはステージ裏に引っ込んだ。

　これで、ライブは完全に終しゆう了りようだ。

「くあー、つっかれた～！　解放感すごー！　いやあ、楽しかったー！」

　大きな拍はく手しゆに見送られたあと、真っ先に口を開いたのは花はな火びだ。

　ダラダラ汗あせをかきながらも、気の抜ぬけた声で笑っている。

　冷れい房ぼうが効いていても、今は七月。

　照明に照らされながら、歌って踊おどってをしていたので全員汗あせだくだ。

　ほかの人も「はい、お疲つかれ」「楽しかったですねー！　最高でした！」「お、お疲つかれ様さまでした……、ふ、ふふん、まぁヨユウシャクシャクですよわたしは……」「ミントちゃん、バテすぎ～」「盛り上がってたね～、わたしも最初から参加したかったなー」「お疲つかれ様さまでした……」と口々にほっとした声を上げている。

　千ち佳かも同じ気持ちだ。何事もなく終わってよかった。

　しかし、ライブの解放感はそれほど大きくはない。

　先ほど乙おと女めのステージを観みたせいで、既すでに意識は次のライブに向かっていた。

　それはおそらく、由ゆ美み子こも同じ。

　千ち佳かの隣となりで、黙だまって髪かみを揺ゆらしている。その目は次を見み据すえていた。

　由ゆ美み子このことは大だい嫌きらいだが、こういうところは素す直なおに頼たよりになると感じる。

「……？　なによ」

「別に」

　思わず、由ゆ美み子この横顔をじっと見つめていた。

　それを見み咎とがめられたが、もちろん千ち佳かは理由を話さない。

「お疲つかれ様さま！　みんなよかったわー！　最高！　今日はゆっくり休んでくださいね！」

　控ひかえ室しつに向かう最中、元気よく声を掛かけてくる女性がいた。

　パリッとしたスーツを着込み、関係者を証明するステッカーを胸に付けている。

『ティアラ☆スターズ』のプロデューサー、榊さかきだ。

　彼女はニコニコしながらキャストに労ねぎらいの声を掛かけていたが、千ち佳かたちを見つけるとちょいちょいと手招きをした。

「あ、歌うた種たねさんと夕ゆう暮ぐれさん。お疲つかれのところ悪いんだけど、ほんのすこーしだけお時間もらっていいですか」

　……ふたりだけ？

　ほかのメンバーが控ひかえ室しつに入っていく中、千ち佳かたちは顔を見合わせる。

「ええと、なんでしょう」

　由ゆ美み子こが口を開くと、榊さかきは苦く笑しようしながら「ごめんなさい、すぐ済むから」と再び詫わびた。

　腰こしに手を当てて、しみじみと言う。

「いやあ、本当にいいライブだったわ。最高の結果になったと思います。ふたりにリーダーをやってもらって大正解でした。ふたりの頑がん張ばりのおかげです、ありがとう」

「あ、あー……、ありがとうございます」

　まっすぐに賞賛の言葉を掛かけられ、由ゆ美み子こは照れくさそうに頰ほおを搔かいた。

　その姿は、歳とし相応な女の子、といった感じで可か愛わいらしいけれど。

　榊さかきが健けん闘とうを称たたえるためだけに、千ち佳かたちを呼び止めたとは思えない。

「それで、大成功を収めたおふたりに相談があるんですけどね？」

　きた、と千ち佳かは思う。

　予想に違たがわず、榊さかきは何か持ちかけるつもりだ。

　彼女は軽かろやかに言葉を並べていく。

「次のライブ、〝アルフェッカ〟のリーダーは桜さくら並なみ木きさんにお願いしようと思うの」

　特に驚おどろくことでもない。ある意味、当然と言えば当然だ。

　演じるキャラクター的にも実力的にも、乙おと女めがやるのが一番収まりがいい。

　きっと、めくるたちは何の異論もないはずだ。

　しかし、千ち佳かたち〝オリオン〟はそうはいかない。

　こちらはいったい、だれがリーダーになるのか──。

　それを、榊さかきは口にした。

「〝オリオン〟のリーダーは……、歌うた種たねさんと夕ゆう暮ぐれさん、どちらかにお任せしたいの。ふたりで相談して、どちらがリーダーになるかを決めてもらえないかしら」

「わたしたちが決めるんですか？」

　思わぬ言葉に、千ち佳かは驚おどろきの声を上げる。

　千ち佳か自身、リーダーをするならふたりのどちらかだろう、と予想はしていた。

　最年長の羽は衣ごろも纏まといは一年目、一番芸歴の長いミントは小学生。

　それならば、今回リーダーを経験した千ち佳かか由ゆ美み子こが務めるのが妥だ当とうだ。

　しかし、相談して決めろ、と言われるとは。

　思わず、千ち佳かは由ゆ美み子こを見る。同じように彼女もこちらを見ていた。

　由ゆ美み子こは小動物を思わせる目でじっと見てくる。

　そんな目でこっちを見ないでほしい。

　気まずい空気がふたりの間に流れる中、榊さかきは歌うように続けた。

「ふたりで決めた、より良いリーダーが〝オリオン〟を引っ張る。そうすれば、きっと次のライブも大成功だわ。だからふたりには、どちらがリーダーに相応ふさわしいか、話し合ってほしいの。だって次は……」

　榊さかきはそこまで言いい掛かけて、口をつぐんだ。

　意地悪な人だ。

　彼女もよくよく理解している。

　次は、桜さくら並なみ木き乙おと女めが率いるユニットとぶつかり合う。

　生半可な覚かく悟ごでは、こちらが完全に喰くわれてしまう。

「と、いうわけで。次のユニット練習までに決めておいてくれますか？」

　榊さかきはパッと表情を明るくさせて、とぼけるように言う。

〝オリオン〟と〝アルフェッカ〟に差がありすぎることは、口にしないつもりらしい。

　今回のライブで千ち佳かと由ゆ美み子こをリーダーに据すえたように、何か思おも惑わくがあるだろうに。

　榊さかきはそれだけ伝えにきたらしく、ご機き嫌げんで立ち去っていった。

「………………」

　その場に取り残され、千ち佳かは由ゆ美み子こを見上げる。

　ステージの熱がまだ残っているのか、由ゆ美み子この頰ほおには汗あせが伝っていた。

　綺き麗れいな髪かみが汗あせで顔に張り付き、泥どろ臭くさく、それでいて輝かがやく彼女。

　そんな由ゆ美み子こと黙だまって見つめ合う。

　どちらがリーダーに相応ふさわしいか、話し合う。

　……と、言われても。

　何を言えばいいかわからず、お互たがいに見つめ合ったまま黙だまり込こんでいると──。

「夕ゆう陽ひせんぱーい！　やすやすせんぱーい！」

「ぐえっ」

　突とつ然ぜん、後ろから衝しよう撃げきを与あたえられ、呻うめき声ごえとともに千ち佳かはぐらつく。

　勢いよく抱だき着ついてきたのは、千ち佳かと同じ衣い装しようの小こ柄がらな少女。

　健康的な小麦色の肌はだをしながら、ちらちら見えるお腹なかは白い。ショートボブなこともあって活発的な印象を与あたえた。あどけない顔立ちは、にっこり笑え顔がおに染まっている。

　千ち佳かと同じブルークラウン所属の声優、高たか橋はし結ゆ衣い。

　彼女は強きよう烈れつなタックルをかましてきたくせに、何事もなかったように口を開く。

「ふたりとも、早く着き替がえないと！　撤てつ収しゆう時間迫せまってますよ？」

「時間を教えてくれたのはありがとう……、でも何度も言っているように抱だき着つくのはやめて頂ちよう戴だい……。ただでさえ暑苦しいのに……」

　げんなりしながら言っても、結ゆ衣いはむしろ嬉うれしそうにしていた。

　結ゆ衣いの乱入によって、一いつ旦たんリーダーの話は持ち帰りになる。

　撤てつ収しゆう時間が迫せまっているのは確かなので、三人で足早に控ひかえ室しつに向かった。

「……ま。とにかくお疲つかれ、ユウちゃん」

　微び妙みような空気で別れるのが嫌いやだったのか、由ゆ美み子こがこちらの頭をくしゃっとしてきた。

　それが鬱うつ陶とうしくて振ふり払はらうと、彼女はくすぐったそうに笑う。

　なんでこんなときばかり、良いい顔になるんだか。







「はーい、ブルークラウンはこっちの車ですよー」

　ブルークラウンのマネージャー、成なる瀬せ珠しゆ里りが手を振ふっている。

　駐ちゆう車しや場じようのワゴン車の前で、にこやかに呼びかけていた。

　スーツに着られている感が強く、いつまで経たっても新入社員のような雰ふん囲い気きを持つ彼女。

　しかし、これでもブルークラウンきっての敏びん腕わんマネージャーだ。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひだけでなく、今は柚ゆ日び咲さきめくる、夜よ祭まつり花はな火びのマネージャーも担当している。

　成なる瀬せの隣となりには、結ゆ衣いのマネージャーも立っていた。

　ブルークラウンの声優は、成なる瀬せの運転でこれから送そう迎げいしてもらえる。

　成なる瀬せに呼びこまれ、千ち佳かたちはワゴン車の中に入っていった。

「ふい～、さすがに疲つかれたね～」

　言葉とは裏腹に楽しそうな声で、花はな火びは最後列に着席する。隣となりにはめくるが座った。

　二列目には結ゆ衣いと千ち佳かが座り、運転席には成なる瀬せ。助手席に結ゆ衣いのマネージャーだ。

　車がゆっくりと発進し、窓の外を夜の街が流れ始めた。

　ライブの熱は、まだ身体からだの内に残っている。

　しかし、こうして着き替がえて、あとは送ってもらうだけ……、となると自然とスイッチも切れていくもの。

　ぼうっと景色を眺ながめていると、終わったんだな、と実感して身体からだが重くなっていく。

　つかれた。

「夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい！　ステージの上の夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい、すっごく格好良かったです！」

　隣となりの結ゆ衣いが、キラキラした目を向けてきた。

　疲つかれ知らずというか、彼女だけはまだまだ元気そうだ。

　ぐいぐいとこちらに迫せまってきて、あれがよかった、これがよかった、と嬉うれしそうに報告してくる。

　その姿は可か愛わいらしい後こう輩はいと言えなくもないが、距きよ離りが近い。そしてうるさい。

　自然と聞き流す姿勢を作ってしまう。

　というか、歌やパフォーマンスを褒ほめられるだけならまだしも、どこどこの振ふり付つけが可か愛わいかった、今日のメイクのここが好き、といったところまで話が及およぶのは恥はずかしい。

　彼女はよく見ているから、余計。

　どこぞの相方も人の顔が好きなようで、よくまじまじと見てくる。あれも結構照れくさい。

　なので結ゆ衣いの話もスルーしていたのだが、気になることを言われた。

「あと衣い装しよう！　夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい、衣い装しようもすごくよかったです！　似合ってました！　高たか橋はし、前から思ってたんですが、夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいって腋わきを出す衣い装しようが多いですよね！」

　立て板に水、とばかりに話していた結ゆ衣いだが、なぜかそこで言葉を区切る。

　なんだ。人の腋わきに言げん及きゆうしておいて。

　ちらりと結ゆ衣いを見ると、彼女は顔をぽっと赤くして、頰ほおに手を当てていた。

「なんというか……、夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいの腋わきって……、えっちですよね……」

「き、気持ち悪っ……！」

「な、なんでですかぁ！」

　結ゆ衣いが泣きそうな顔で訴うつたえてくるが、気持ち悪いものは気持ち悪い。

　自分でも失言したと思ったのか、結ゆ衣いは慌あわてて別のことについて話し始める。

　それを再び聞き流しながら、物思いに耽ふけった。

　今回のライブはきっと成功だ。

　しかし、ライブの成功を喜ぶよりも次のライブの不安が先立った。

　何せ、リーダーの件もある。

「……ねぇ、高たか橋はしさん。わたしは、リーダーをちゃんとやれていたかしら」

　結ゆ衣いの褒ほめ殺ごろしを止めることも兼かねて、ぽつりと呟つぶやく。

　結ゆ衣いは、きょとんとした顔でこちらを見ていた。

　その表情がすぐに明るいものに変わる。

「それはもう！　すっごく立派にリーダーをやってくれてましたよ！　高たか橋はし、改めて夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいを尊敬しました！」

　訊きいておいてなんだが、結ゆ衣いならこう答えるに決まっていた。

　さらに、どこがどうよかったかを具体的に説明し始める。

「まずですね！　高たか橋はしが素す晴ばらしいと感じたのは、やっぱり最初の挨あい拶さつですよね！」

「いや、説明しなくていい……」

「あ！　それよりも先に、レッスンの話からすべきですね！　遡さかのぼること数ヶ月前、高たか橋はしは」

「遡さかのぼらないで……、なに、長尺の回想編始まる……？　わかった、ありがとう、高たか橋はしさん。もういいから」

「夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいがリーダーをすると聞いたとき、高たか橋はしの身体からだには電流が走りました──」

「走らないで。聞いて」

　ぜんぜん聞いてくれないんだけど、この子。

　いくら待ったをかけても止まってくれない。身体からだをくっつけながら結ゆ衣いは熱く語る。

　全力でブレーキを掛かけても、彼女の語りはむしろ熱が上がっていった。

　近いのよ。

　そして声がでかいのよ。

　いくら相手が小こ柄がらな女の子といえど、ゼロ距きよ離りに近い状態で元気に声を上げられたら、どう言いい繕つくろっても『邪じや魔ま』だ。

　この子、人のことをぬいぐるみか何かと勘かん違ちがいしてない？

　ここまでくると、いくら尊敬していても普ふ通つうに無礼では？

　しかし、言葉を尽つくしてくれる後こう輩はいを無下にはできない。

　それくらいの良心は千ち佳かにもある。

　物理的に止めるしかないと判断し、彼女の頭をやさしくぽんぽんと叩たたいた。

「ありがとう、高たか橋はしさん。伝わったから」

　思おも惑わくどおり、結ゆ衣いの口が止まる。

　しかし、結ゆ衣いの瞳ひとみがとんでもない輝かがやきを見せた。

　ぱあっと顔を明るくさせて、辛しん抱ぼう堪たまりません！　といった感じで手を広げる。

「夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい──！　大好きですっ！」

「ぐえっ」

　助走距きよ離りがなくてもパワフルな抱だき着つきに、喉のどから呻うめき声ごえが出る。

　抱だき着つくだけならまだしも……、いや抱だき着つかれるのも嫌いやなのだが……、なぜこの子は毎回ダメージを与あたえてくるのだろう……。

　結ゆ衣いに抱だき締しめられながらぐったりする姿は、本当にぬいぐるみか何かのようだった。

「なになに、夕ゆう暮ぐれちゃん。何かおかしな心配してる？」

　後ろの座席からにゅっと顔を出してきたのは、花はな火びだ。

　夜よ祭まつり花はな火び。

　めくるや乙おと女めと同期の声優で、今回、千ち佳かと同じユニットのメンバーだ。

　背が高くてスタイルがよく、それでいて気さくに明るく笑う女性。

　彼女はサイドで括くくった髪かみを揺ゆらしながら、ニッと笑え顔がおを見せた。

「夕ゆう暮ぐれちゃんは立派にリーダーやってたよ。ユニットもちゃんとまとまってたでしょ？」

「それは……、そうですが……」

　花はな火びの言うとおり、〝アルタイル〟は大きな失敗もなく、まとまっていたかもしれない。

　しかしそれは、花はな火びがムードメーカーになってくれたおかげではないか。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひを妄もう信しんしてついてきてくれる、結ゆ衣いの存在もある。

　千ち佳かの功績とはとても思えなかった。

　それに。

「ま、羽は衣ごろもさんはちょっと難しい人だったけど。でも、トラブルがあったわけじゃないし」

　花はな火びがそう付け足す。

　花はな火びの言うとおり、彼女──、羽は衣ごろも纏まといはユニットに馴な染じんでいたとは言いい難がたい。

　自分たちを避さける彼女と、最後まで通じ合うことはなかった。

『羽は衣ごろもさん。もしかして、アイドル声優の仕事が嫌いやなんですか』

『はい。やりたくありません』

　千ち佳かは纏まといと、そんなやりとりを交かわしていたのに。

　千ち佳かなりにいろいろと手を尽つくしてきたつもりだが、最終的にはこう感じる。

　自分は、リーダーには向いていない。

〝オリオン〟のリーダーは、由ゆ美み子こに任せたほうがいいのではないか……。

「……柚ゆ日び咲さきさん。そちらのユニットはどうだったんでしょうか。トラブルもあった、と聞きましたけど」

　思うところがあって、後ろの席のめくるに問いかける。

　彼女は小さな身体からだをシートにうずめていた。

　小こ柄がらな体格に反した大きな胸、愛らしい顔立ち。庇ひ護ご欲よくを誘さそう姿をしている彼女は、千ち佳かたちと同じくブルークラウン所属の声優、柚ゆ日び咲さきめくる。

　普ふ段だんは刺とげ々とげしい態度の彼女だが、顔つきが普ふ段だんよりやわらかい。

　ライブの疲つかれが出て、眠ねむいのかもしれない。

　くあ、とあくびを嚙かみ殺ころしている。

「……そうね。確かに万ばん事じ上う手まくいったとは言えない。トラブルもあったわ。でも、うちは癖くせの強いメンバーが揃そろっていたから。歌うた種たねはよくまとめたほうじゃないの」

　口調も話す内容も、普ふ段だんよりやさしい。

　ここに由ゆ美み子こがいたら、それこそ結ゆ衣いのようにまとわりつきそうだ。

〝ミラク〟はミントや飾かざ莉りのことで、いろいろとトラブルがあったらしい。

　千ち佳かはお祭りや修学旅行で、その話を由ゆ美み子こから聞いた。

　爽さわやかなラムネの味が口の中に蘇よみがえり、川のせせらぎを思い出す。

「まぁ歌うた種たねは、天性の人たらしでもあるから。危なっかしい奴やつだけど、リーダーには向いてたんじゃないの」

　めくるが小声でそんなことを呟つぶやく。隣となりで花はな火びが、さらに小さな声で「だれかさんも、たらしこまれたしねえ」と笑うのが聞こえた。

　人たらし。
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　千ち佳かもそれに異論はない。

　佐さ藤とう由ゆ美み子こを慕したう人は多い。千ち佳かの周りの人間は、みんな由ゆ美み子こに惹ひかれている。

　それこそが、リーダーの素質と言えるような気がする。

「リーダー……」

　自分が持っていないものを、由ゆ美み子こは数多く持っている。人間関係に関するものは、特に。

　由ゆ美み子ことは、週明けの学校ですぐに顔を合わせる。

　一いつ旦たん、彼女とちゃんと話し合うべきだ。







　週明け。月曜日。

　ライブの疲つかれは残っているが、学校には行かなければならない。

　ステージ上とは違ちがい、メイクをすることも髪かみをまとめることもなく、きっちりと制服を着て千ち佳かは登校した。

　騒さわがしい教室に入って辺りを見回したが、由ゆ美み子こはまだ来ていないようだ。

　自分の席に向かうと、途と中ちゆうで「あ、渡わた辺なべちゃーん」と声を掛かけられた。

　こんなふうに千ち佳かに話はなし掛かけてくる相手は、ひとりしかいない。

「渡わた辺なべちゃん、土日はライブの仕事だったんでしょ？　どうだった？」

　机にだらーんと身体からだを預け、こちらを見上げるのはクラスメイトの川かわ岸ぎし若わか菜なだ。

　由ゆ美み子こと仲良しで、同じくギャルの彼女。

　派手なメイクとゆるっとした毛先が特とく徴ちよう的てきで、どこかおっとりした雰ふん囲い気きを持つ。

　彼女は何かと、千ち佳かに話はなし掛かけてくる子だった。

「ライブは……、どうだったのかしらね」

　上う手まくいったとは思うが、乙おと女めにすべて持っていかれた感もある。

　そのせいで、由ゆ美み子ことの勝負も曖あい昧まいなまま終わってしまった。

　手放しで成功した！　とは言いづらい状じよう況きようだ。

　ぼんやりとした返事にも関わらず、なぜか若わか菜なはやわらかく笑う。

「そうなんだ。なんか、渡わた辺なべちゃんは渡わた辺なべちゃんだなあって感じの答えだな～」

「………………」

　そんなことを嬉うれしそうに言われても、反応に困る。

　彼女は由ゆ美み子こととても仲がいいが、声優・歌うた種たねやすみをそこまで追いかけてはいないらしい。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひのこともだ。

　あくまでクラスメイトとして接してくる若わか菜なは、千ち佳かにとっても居い心ごこ地ちがよかった。

　たとえば、同じくクラスメイトの木き村むらは何か言いたげな視線を送ってくる。

　そんな目で見られても……、という感じだ。

「おはよ、若わか菜な。渡わた辺なべ」

　若わか菜なとぽつりぽつり会話していると、由ゆ美み子こが教室に入ってきた。

　ステージ上とは違ちがう、ギャル姿の由ゆ美み子こだ。

　ゆるやかに巻かれた髪かみ、着き崩くずした制服、短いスカートから見える白い脚あし。首元にはハートのネックレスが光っている。半はん袖そでのブラウスにキャラメル色のベストを重ね、それを豊かな膨らみがふっくらと押し上げていた。派手なネイルもキラキラしている。

　メイクもばっちりで、いかにもギャルといった風ふう貌ぼうだ。

　千ち佳かはこういった人種が嫌きらいだし、由ゆ美み子このことだって例外ではない。

　だが今となっては、声優の姿よりもギャルのほうがしっくりくる。

　落ち着く。

「今ねえ、由ゆ美み子こたちのライブの話をしてたんだよ」

「えぇ？　何か変なこと言ってない？」

　若わか菜ながニマニマとして言うので、由ゆ美み子こがしかめっ面つらになる。

　千ち佳かがその場からそっと離はなれようとすると、由ゆ美み子こが声を掛かけてきた。

「あぁ、渡わた辺なべ。昼休み、時間いい？　次のライブのことで話をしたいんだけど」

「……別に構わないけれど」

　リーダーの件だろう。その話をするのは構わない。

　ただ、そばにいる若わか菜なを見やる。

　普ふ段だん、由ゆ美み子こと昼休みを過ごしているのは彼女だ。

　若わか菜なは頰ほお杖づえを突ついて、ゆるやかに微ほほ笑えんだ。

「じゃあわたし、ほかの子と食べよっかな」

「別に若わか菜ながいっしょでもいいよ？」

「いやいや。仕事の話をするんでしょ？　ふたりで話したほうがいいっしょ」

　悪いね、いやいや、と言葉を交かわすふたり。

　どうやら、今日の昼休みは久しぶりに由ゆ美み子こと過ごすことになりそうだ。

　騒さわがしくないといいけれど。







　真面目に授業を聞いているうちに、あっという間に昼休みになる。

　コンビニで買っておいたパンを鞄かばんから取り出していると、由ゆ美み子こがふらりとやってきた。

「ん」

　由ゆ美み子こが廊ろう下かを指差すので、千ち佳かはこくんと頷うなずく。

　昼休みになったばかりで、廊ろう下かはひどく騒さわがしかった。

　生徒の話し声が重なる中、千ち佳かたちは静かに歩いていく。

「渡わた辺なべ、まだあそこで食べてんの？」

　由ゆ美み子こが前を向いたまま尋たずねてくる。

　あそこというのは、二年生のときに昼食をいっしょにとった中庭のことだろう。

　普ふ段だんはそこで食べている。

　しかし。

「今は外だと暑いでしょう。空き教室で食べているわ」

「あぁ、あっちか。七月だと外で食べるのはキツイかぁ」

　由ゆ美み子こは小さく頷うなずく。

　思えば、その空き教室にも由ゆ美み子こは乱入してきたことがあった。

　彼女はちょくちょく、千ち佳かのテリトリーに足を突つっ込こんでくる。

　空き教室に入って定位置の席に着くと、由ゆ美み子こも隣となりの席に腰こしを下ろした。

　彼女が弁当箱を取り出したので、千ち佳かもサンドイッチの袋ふくろを開ける。

　もそもそと口にしていると、なぜか由ゆ美み子こにじっと見られた。

「なに」

「いや……。お姉ちゃん、お昼それだけ？」

　それだけ、と言うのは千ち佳かの手の中にあるサンドイッチだ。

　ごくごく普ふ通つうのミックスサンドで、量だって特別多くはない。お腹なかいっぱい！　になるわけではないが、とりあえず満足する量だ。

　何より、楽でいい。

　えぇ、と返事をすると、由ゆ美み子こが渋しぶい顔をした。

　千ち佳かと自分のお弁当を交こう互ごに見たあと、サンドイッチを指差してくる。

「渡わた辺なべ、卵サンド開いて」

「…………？」

　言われたとおり、卵サンドのパンとパンを分ける。

　そこにからあげがポン、と置かれた。

「渡わた辺なべ、もうちょっと食べたほうがいいって。そんな食生活してるから細いんだよ」

　お節せつ介かいだと自覚しているのか、目も合わせずに彼女は言う。

　由ゆ美み子こにこういった一面があるのは知っているが、こちらとしても反応に困る。

　一応、「ありがと……」と伝えると、「おう……」とそっぽを向いてしまった。

　照れながらも、行動せずにはいられない。そこは彼女らしいが、むず痒がゆい空気は残る。

　まったく、意地っ張りなのはどっちなんだか。

　せっかくもらったのだから、からあげ卵サンドになったソレを先に頰ほお張ばった。

「……！」

　……うんまぁ。

　かぶりついた瞬しゆん間かん、冷えてもジューシーなからあげの味が一気に広がった。衣ころもはサクッ、中はやわらかな食感に、頰ほおが緩ゆるみそうだ。衣ころもで旨うま味みを閉じ込めているのか、嚙かめば嚙かむほど幸福感が増していく。卵との相あい性しようが抜ばつ群ぐんによく、濃のう厚こうで味わい深い一品になった。

　おいしい。おいしい、おいしい……。

　これコンビニで売ってほしい……。

　夢中になって食べていると、由ゆ美み子こがふっと笑った。

　目をわずかに細める、穏おだやかでやわらかな笑えみ。

　彼女はたまに、そんな顔をする。

　そんなふうにやさしく笑われると、千ち佳かはいつも落ち着かなくなる。

　ふたりでしばらく昼食を食べ進め、半分くらい食べ終えたところだった。

　おもむろに由ゆ美み子こが口を開く。

「リーダーのことなんだけどさ」

　本題だ。

　からあげのあともちょくちょくおかずを分けてくれたので、由ゆ美み子こはご飯の割わり振ふりに困っている。白米だけを口にしつつ、弁当箱に視線を落としたまま続けた。

「榊さかきさんにはどっちがリーダーをやるか、話し合って決めろって言われたじゃん？」

　頷うなずく。

　どちらがリーダーに相応ふさわしいのか、千ち佳かも考えていた。

　その答えはもう出ている。由ゆ美み子こも同じ気持ちだと思った。

　なんだかんだ言いつつも、付き合いも長いし、濃こい。

　互たがいの向き不向きもわかっているはずだ。

　それだけに、次に由ゆ美み子こから出てきた言葉はとても意外なものだった。

「渡わた辺なべ。あんたが、リーダーをやってくれない？」

「………………」

　由ゆ美み子こはこちらをまっすぐに見つめ、そう口にした。

　真意が読めず、千ち佳かは由ゆ美み子この目を見つめる。彼女もそうしていた。

　生徒たちの騒さわがしい声が、遠くから聞こえた。

「なぜ、わたしが？」

　無言で見つめ合ったあと、当然の疑問をぶつける。

　普ふ段だんあれだけ煽あおっているだけに、千ち佳かがどれだけ人間関係の構築が不得意か、わかっているはずなのに。自身のコミュ力の高さも自覚しているだろうに。

　由ゆ美み子こはそこで視線を外し、ぽりぽりと頭を搔かいた。

「あたしなりにいろいろ考えたんだよ。最初は、あたしがリーダーやったほうがいいのかなって思った。あんたは口下手だし、根暗だし、人の気持ちもわかんないし、口悪いし……」

「ちょっと。罵ば倒とうが多いのだけれど。バカにしてる？」

「バカにはしてる」

「あなたね……」

　思わず呆あきれてしまうが、これは照てれ隠かくしだったようだ。

　彼女は視線を外したまま、ぼそりと言う。

「渡わた辺なべは嫌きらいだけど、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひのことは尊敬してるんだよ」

　由ゆ美み子こは決して目を合わせず、熱い息を吐はいた。

　……恥はずかしくなるなら、言わなきゃいいのに。

　彼女の耳が赤く染まる様を見ていると、こちらまで顔が赤くなってくる。

　勢いで面と向かって言われるより、ある意味恥はずかしい。

　千ち佳かはため息をこぼしながら、疑問を口にした。

「だからって、わたしがリーダーに相応ふさわしいとは思えないのだけれど」

　由ゆ美み子こが尊敬しているからと言っても、それはリーダーの向き不向きには関係がない。

　そこで由ゆ美み子こは視線を戻もどす。

　今度は目を合わせながら、静かに口を開いた。

「〝アルフェッカ〟のリーダーは、乙おと女め姉さんだって言ってたじゃん？　姉さんはリーダーにぴったりだ、って思うんだよ」

「まぁ……、それはそうね」

　そこに異論はない。

　桜さくら並なみ木き乙おと女め演じる、エレノア・パーカーは作中で〝究極のアイドル〟と称しようされている。

　それに加え、乙おと女め自身の人気や実力を考えると、彼女以上にリーダーに相応ふさわしい人物はいない。

　由ゆ美み子こはプチトマトを口に放り込みながら、「でもさ」と話を続けた。

「たとえば、花はな火びさんなら上う手まく場の空気を取り持つだろうし、めくるちゃんなら常に周りに気を配れる。ふたりとも、リーダーを任されても問題なくこなすと思う。それでも、リーダーに一番相応ふさわしいのは乙おと女め姉さんなんだよ」

「…………」

　由ゆ美み子この言わんとしていることがわかった。

「あの人、カリスマ性があるものね」

　出会った頃ころは、そんなふうには思わなかった。

　やわらかい雰ふん囲い気きの可か愛わいらしいお姉さんといった感じで、アイドル声優の鑑かがみのような人。

　しかし、今や風格や貫かん禄ろくのようなものを身に付けている。

　彼女がリーダーになれば、きっとユニットにいい効果をもたらす。

「あたしはね、渡わた辺なべ」

　乙おと女めの眩まぶしい笑え顔がおを思い出していると、由ゆ美み子こが真しん剣けんな声こわ色いろで口にした。

　お弁当箱に目を落としたまま、ゆっくりと告げる。

「いくら相手が乙おと女め姉さんだからって、諦あきらめたくない。負けて元々、なんて考えたくない。全力でぶつかって、それで、それで勝ちたい。もしあたしひとりだったら、心のどっかで諦あきらめちゃうかもだけど……。でも、あたしの隣となりには、あんたがいる」

　その言葉には、様々な強い想おもいが込こめられていた。

　由ゆ美み子こがどれだけ乙おと女めを尊敬しているか、千ち佳かは知っている。

　それでも乙おと女めに負けたくない。勝ちたい、と言ってくれる。

　そこには、千ち佳かへの信しん頼らいがあった。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが隣となりにいるから。

　その信しん頼らいを、彼女はさらに口にした。

「〝オリオン〟のメンバーなら……、いや、ライブの参加者全員を見ても。乙おと女め姉さんと張り合えるのは、柚ゆ日び咲さきめくるでも夜よ祭まつり花はな火びでもなく、ましてや歌うた種たねやすみでもなく、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひだと思うんだ」

「…………」

「演技力や歌唱力の高さ、仕事に対する姿勢。覚かく悟ご。カリスマ性って、そういうところから出るんだと思う。そういう意味では、あんたほどリーダーに相応ふさわしい人はいない。渡わた辺なべが前に立って、背中を見せてくれれば絶対に上う手まくいく。あんたには、それだけの力がある」

　そこで、由ゆ美み子こは顔を上げた。

　今度は照れることなく、しっかりとこちらの目を見み据すえ、力強い口調で続ける。

「あたしがリーダーをやったほうが、人間関係はスムーズにいくと思う。でも、勝つつもりなら。乙おと女め姉さんたちに本気で挑いどむなら。リーダー、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの存在が必要なんだよ」

「…………」

　千ち佳かは返事ができない。

　表情を変えることなく、彼女の言葉を黙だまって聞いていた。

　由ゆ美み子この想おもいは、わかった。

　リーダーを任せたい理由も理解できた。信しん頼らいも感じた。

　ゆっくりと由ゆ美み子この言葉を飲み込んでいき、何より思ったことがひとつ。

　──この人、わたしのこと好きすぎじゃない？

　面と向かって、尊敬していることをここまで真しん剣けんに伝えることある？

　しかも、普ふ段だん嫌きらいだなんだと言っている相手に対して。

　同級生で、同じ声優で、ラジオの相方相手に。

　ひしひしと尊敬の念を感じるというか、こちらを見る瞳ひとみには憧あこがれや情熱といったものがしっかりと映っている。

　そんな目で見ないでほしい……。

　本気であることを伝えるためか、茶化すこともごまかすこともない、まっすぐな、本当にまっすぐな想おもいに当てられる。

　ぶつけられるほうの身にもなってほしい。

　基本的に、感情表現がストレートなのよね、この子……。

「……あなたがわたしのことをどれだけ尊敬しているかは、伝わったわ」

　ぼそりと言葉を返すと、凜り々りしかった由ゆ美み子この顔が見る見るうちに赤く染まる。

　焦あせった様子で、裏返った声を上げた。

「は、はぁ？　別に、尊敬とか、今、関係ない、でしょ。そんな話してなくない？」

　してるでしょうに。

　なんでこのタイミングで照れるんだ。

　あれだけ熱ねつ烈れつな告白をしておいて。

　呆あきれていると、由ゆ美み子こはわざとらしい咳せき払ばらいをした。

「と、とにかく。人間関係に関しては、あたしがフォローする。あんたの裏方に回ることを約束する。だから、渡わた辺なべには前に立ってほしいの」

　苦手なことは受け持つから、リーダーとして前に出てほしいと彼女は言う。

　千ち佳かの裏方に回るなんて、業ごう腹はらだろうに。

　どれだけ言葉を尽つくしても、由ゆ美み子この、歌うた種たねやすみの根底にある熱は変わらない。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひには、負けたくない。

　その想おもいは、そばにいる千ち佳かが一番感じている。

　千ち佳かだって、歌うた種たねやすみにだけは負けたくない。

　だからこそ、前回のライブでもリーダー同士で張り合っていたのだ。

　その想おもいを殺してでも、千ち佳かにリーダーをやってほしいと由ゆ美み子こは言う。

　すべては、桜さくら並なみ木き乙おと女めたちに勝つために。

「……あなたのそういうところ、本当に嫌きらい」

　悪態をつくものの、声に力がないのは自分でもわかっている。

　それは明らかな「ＯＫ」のサインだった。

　由ゆ美み子こにあそこまで言わせて、どうして断れようか。

　だって。

　相方を尊敬しているのは、何も由ゆ美み子こだけじゃないのだから。

　ただ、それを素す直なおに口にするのは嫌いやだ。仕方なく請うけ負おった態度を貫つらぬく。

　由ゆ美み子こはほっとした表情になると、まるで賄わい賂ろのように卵焼きを差し出してきた。

　おかずはほとんど残ってないくせに。

　それでも、ぱくん、と食いついてやった。
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『ティアラ☆スターズ』はゲームアプリ版が既すでに配信されており、それが現状のメインコンテンツだ。それに加え、テレビアニメの制作も進んでいる。

　ゲームアプリ版はアイドルたちがメンバーをシャッフルし、様々なユニットが作られている。それぞれのユニットで、それぞれのストーリーが描えがかれていくわけだ。

　そして、テレビアニメ版は〝オリオン〟に焦しよう点てんが当てられた物語。

　自然と、アフレコに参加する面めん子つも〝オリオン〟のメンバーが多くなる。

　今日の収録も、〝オリオン〟のメンバーは全員参加だった。

「おはようございます」

　スタジオ入りし、千ち佳かはスタッフたちに挨あい拶さつをしていく。

　挨あい拶さつを終えてブースの扉とびらを開き、その光景に千ち佳かはちょっとだけ身構えた。

　そこに並んでいたふたりに、思うところがあったからだ。

「へえー！　じゃあ纏まといさんは、妹さんと二人暮らしなんですか？」

「はい……、まぁ、そうですね……。妹が東京の高校に通うので、上京してきまして。ふたりで暮らすことになりました」

「そうなんだ！　へぇー……。高校生なら、お姉さんといっしょに暮らすほうが安心ですよねぇ。妹さんも、親おや御ごさんも」

「それは……、そうですね……。親からも妹からも、泣きつかれたというか……。よっぽど心配だったみたいです。妹が上京したのも、わたしの存在が大きかったみたいで……」

　ブース内にある長なが椅い子すで、由ゆ美み子こと纏まといが並んで話し込んでいた。

　羽は衣ごろも纏まとい。

　飾かざ莉りと同じ一年目で、習なら志し野のプロダクション所属の新人声優だ。

　今日は白のノースリーブのトップスを着て、下はベージュのロングスカート。

　シンプルな格好だが彼女の雰ふん囲い気きに合っており、薄うすいメイクも上品だ。透とう明めい感かんがある。

　長身なうえにスタイルがよく、モデルでも通用しそうな容姿が羨うらやましい。

　千ち佳かは背が低いから、つい羨せん望ぼうの目を向けてしまう。

　しかし同時に、どことなく存在感が希き薄はくで、そのまま消えていきそうな空気を持つ彼女。

　隣となりにギャルギャルしい由ゆ美み子こが座っているから、余計そう感じる。

「あ、じゃあ纏まといさんが家のことやってるんですか。ご飯とかも？」

「あぁ、まぁ……、大体は……？」

「纏まといさんって会社勤めしてたんですもんね。そりゃ自立してるかぁ。ていうか、纏まといさん。敬語いいですよ？　あたしのが年下なんですから」

　由ゆ美み子こが明るく話はなし掛かけても、纏まといは居い心ごこ地ちが悪わるそうだった。

　しかし、敬語の話になると、「いえ。そこは。芸歴がありますから」とぴしゃりと断る。

　正直、あまり相あい性しようがいいようには見えなかった。

　そもそも、纏まといと相あい性しようがいい人物が存在するのかわからないが。

「おはようございます」

　千ち佳かが声を掛かけると、ふたりとも挨あい拶さつを返してきた。

　それに乗じるように纏まといが立ち上がる。

「すみません、お手洗いに行ってきます……」

　台本をその場に置いて、纏まといはそそくさとブースから出て行った。

　明らかに逃にげる口実だ。

　そんな纏まといを見送ってから、千ち佳かは由ゆ美み子この隣となりに腰こしを下ろす。

「羽は衣ごろもさん、難しい人よね」

　できるだけそう思わないようにしていたが、由ゆ美み子こにもあの態度ではお手上げだ。

　千ち佳かには、彼女の壁かべはとても壊こわせなかった。

「わたしも〝アルタイル〟のとき、羽は衣ごろもさんと話そうとしたけれど……、まるで上う手まくいかなかったわ。佐さ藤とうの真ま似ね事ごとも何度かしてみたけれど」

　千ち佳かは千ち佳かなりに、リーダーとしての責務を果たそうとしたのだ。

　全員に対してぎこちなく、心を開かない纏まといと何度か接せつ触しよくもした。

　しかし、どれも上う手まくいかないうちにライブのほうが先に終わる始末だ。

　どうも纏まといは、自分たちを避さけているようだ。

　こちらが距きよ離りを詰つめようとしても、あっちに逃にげられてはどうしようもない。

　千ち佳かが人との交流を苦手なことを差し引いても、上う手まくいかなかったのは必然に感じた。

　そこで由ゆ美み子こは、意外そうに目を見開く。

「え。もしかして、あたしのことをちょくちょく見てたのって、そういうこと？」

　思い当たる節があったらしく、そんなことを尋たずねられる。

　率そつ直ちよくに訊きかれると恥はずかしいが……、由ゆ美み子こを参考にしたのは事実だ。

　たとえば、修学旅行で彼女が友達に囲まれている姿。

〝ミラク〟の親しん睦ぼく会かいで、お祭りに行ったことなど。

　煽あおりはするものの、千ち佳かだって由ゆ美み子このコミュニケーション能力の高さを認めている。

　とはいえ、纏まといがあの調子なので、千ち佳かは心が折れてしまったが。

　それだけに、由ゆ美み子こが纏まといへ果か敢かんにアタックしているのはありがたい。

「早さつ速そく、裏方をやってくれていることには感謝するわ。フォローは任せるわね」

　ため息まじりでそう告げると、由ゆ美み子こはきょとんとした顔になった。

　そのまま口を開く。

「いや別に。さっきのはそういうのじゃないけど。単に纏まといさんがいたから、話したいと思って話してただけ」

　さも当然のように言う由ゆ美み子こ。

　フォローでもなんでもなく、単に好きでやっていただけらしい。

　思わず、舌打ちが出る。

　根っから人が好きなのだ、この子は。

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい」

「なんでや」

「大体、羽は衣ごろもさんだってあなたに引いていたけれど？　グイグイ押すだけ押してトイレに押し込むのが佐さ藤とうのやり方？　それなら力士は全員交流上手ってことになるわね。はー、どすこいどすこい」

「こいつ……。あんたはそうやって、すぐに諦あきらめるから何も進まないんでしょうが。熱いものを触さわったときと同じで、すーぐ手を引っ込める。反射よ反射。本能で怯おびえてどうすんの？」

　そんなことをやいやいと言い合う。

　しばらく口論を続けても纏まといは帰ってこなかったので、避さけられているのは間ま違ちがいない。

　それでも由ゆ美み子こは気にした様子もなく、彼女について話し始めた。

「纏まといさん、だいぶ早い時間から来てるみたいなんだよね。気合入ってる」

　言いつつ、席に置かれたままの台本に目を向けた。

「……だいぶ読み込まれているわね」

　付ふ箋せんがいくつも挟はさまっており、中もいろいろと書き込まれていることが予想できた。

　綺き麗れいに使おうとする努力は見て取れるが、台本はくたびれてしまっている。

　よっぽど読み込まなければ、こうはならない。

「デビュー作だし、メインのキャラだから意気込むのはわかるんだけど。それを差し引いても、並々ならぬ気合を感じるなって」

　由ゆ美み子こはぽつりとこぼす。

　千ち佳かはそれに頷うなずきながらも、別の考えがよぎっていた。

　羽は衣ごろも纏まといは真面目な人間ではあるが、それだけではない。

　どういった人間か読み切れず、千ち佳かは纏まといとは最後までぎこちないままだった。

　果たして、今回は上う手まくいくのだろうか。







　アフレコ前に、纏まといについて話していたから。

　千ち佳かは自然と、纏まといの演技に目がいっていた。

　今、三本のマイクの前に立っているのは、右から纏まとい、由ゆ美み子こ、飾かざ莉りの三人。

　今日収録しているのは羽は衣ごろも纏まとい演じる、芹せり川かわ苺いちごにスポットが当たる回だ。

「そ、そんなあ！　無理ですよぅ、こんな短期間でダンスを覚えるなんてぇ！　わたしには絶対無理ですぅ！」

　芹せり川かわ苺いちごは自分に自信がなく引っ込み思じ案あんだが、それでもアイドルを目指すキャラクターだ。

　それを危なげなく、纏まといは表現している。

　表情は活いき活いきとし、普ふ段だんの儚はかなげな雰ふん囲い気きは消きえ失うせていた。

　演じることが楽しくて楽しくて仕方がない。そんな心の声が聞こえてきそうだ。

「とはいえ、やるしかないでしょう？　苺いちごちゃんも、わがままばかり言わないの」

　同じく一年目の飾かざ莉りは、纏まといほど余よ裕ゆうはない。

　演技だけでいっぱいいっぱいといった感じだが、あれが普ふ通つうだ。

　千ち佳かだって最初は上う手まくいかなかったし、由ゆ美み子こだってそうだろう。大体の新人が四苦八苦しながら必死で喰くらいつこうとして、失敗しての繰くり返かえしだ。

　けれど。

　千ち佳かは纏まといをじっと見ているうちに、そこに気付いた。

　纏まといは台本を見ていない。手に持っているだけだ。

　めくってはいるものの、視線をそちらに向けることはない。

　セリフを完全に記き憶おくして、台本を持たずにアフレコに挑いどむ声優は、いる。

　そのほうが演技に集中できる、というのはわからないでもないが……。

　千ち佳かも演技については真面目だと思うが、それでも完全暗記はしたことがない。

　彼女の並々ならぬ熱量はしかし、仕事すべてに注がれているわけではない。

　そのことを千ち佳かはよく知っていた。

「それでは、一いつ旦たん休きゆう憩けい入りまーす」

　しばらく収録が進んだあと。

　調整室から声が掛かかり、千ち佳かは肩かたの力を抜ぬいた。

　ブース内の緊きん張ちよう感かんが薄うすまっていき、一気に部屋が換かん気きされたような感覚を覚える。

　ブースの扉とびらが開かれ、何人かが外に出て行った。それをぼうっと眺ながめていると、隣となりに座る由ゆ美み子こが小さく笑えみをこぼす。

　なぜか嬉うれしそうに台本をパラパラめくっていた。

「なに。そんな嬉うれしそうな顔をして」

　声を掛かけると、由ゆ美み子こは驚おどろいた顔をした。

　どうやら、無意識だったらしい。

　恥はずかしそうに、赤くなった頰ほおをぽりぽり搔かいている。

「いやー……。〝ティアラ〟ってゲームの収録多いじゃん。この前も録とったばっかなんだけどさ。あたしはやっぱり、みんなで録とれるアフレコのほうがいいなーって思って」

「あぁ……」

　納なつ得とくする。千ち佳かも先日、ゲームアプリ版のボイス収録をしたばかりだ。

　ゲームの収録は、基本的にひとりで行う。

　テレビアニメは三十分の作品が多いが、ゲームは内容によって時間が大きく変わる。

　膨ぼう大だいな時間を使って、大量のセリフをひとりで淡たん々たんと収録することも珍めずらしくない。

　それは確かに、歌うた種たねやすみには不向きだろう。

　彼女が得意とする環かん境きようは、もっと別だ。

　しかし。

「こんなときまで、『みんなといっしょ』がいいの？　あなたたちみたいな人種は、本当にひとりで過ごすのが嫌きらいよね。火を怖こわがる動物じゃあるまいし、孤こ独どくを恐おそれすぎじゃないの」

　千ち佳かとしては、『ひとりで集中して収録する』ゲーム収録はむしろ好ましいので、ついそんな憎にくまれ口ぐちを叩たたいてしまう。

　途と端たん、由ゆ美み子こがカチンときた表情になった。

「そりゃあんたはひとりで収録するほうが性しように合あってるだろうね。授業もひとりで受けられたらよかったのにねえ、こーんな小さな箱とかに入ってさ」

「近い将来、それが主流になるかもしれないわよ？　時代は動いているから。今はあなたたちの声が大きいだけで、次の世代は適応できずに滅ほろぶかも。恐きよう竜りゆうか何かみたいにね」

「こいつ……」

　そんな話をしているうちに休きゆう憩けい時間も終わってしまった。

　残りの収録も、問題なく進んでいく。

「お疲つかれ様さまでした～」

　収録分をすべて録とり終わり、キャストが挨あい拶さつとともにブースから出て行く。

　千ち佳かたちもブースを出るが、そのまま解散とはいかなかった。

　千ち佳かが由ゆ美み子こを見上げると、彼女は小さく頷うなずく。

「すみませーん。〝オリオン〟のメンバーは、ちょっといいですか？」

　由ゆ美み子こが声を掛かけると、該がい当とうする三人が足を止めた。

「なんですか、歌うた種たねさん。何かレンラクジコウがありますか？」

　最初に声を上げたのは、双ふた葉ばミント。大だい吉きち芸げい能のう所属。

　夏らしくＴシャツに短パン姿で、膝ひざ小こ僧ぞうには絆ばん創そう膏こうが貼はってある。

　芸歴八年を超こえる千ち佳かたちの先せん輩ぱいながらも、まだ小学五年生という女の子。

　腕うでも脚あしも細く、背も低い。その華きや奢しやな身体からだには不安さえ覚える。

「ミントちゃん、連れん絡らく事じ項こうって言いたいだけじゃない～？　今日学校で覚えたの？」

　からかうような口調でミントの頰ほおを指でつつき、鬱うつ陶とうしそうに振ふり払はらわれているのは御お花はな飾かざ莉り。ティーカップ所属の一年目。

　ウェーブボブのやわらかな髪かみと同じく、ほわっとした雰ふん囲い気きの女性だ。

　しかし、なかなか癖くせのある新人らしい。

「………………」

　ミントと飾かざ莉りがじゃれあう中、暗い顔で足を止めたのが纏まといだ。

　文句を口にしないまでも、あまり歓かん迎げいしている様子はない。

　嫌いやがっているというよりは、困っている。

　しかし由ゆ美み子こは、気にした素そ振ぶりもなく話を進めた。

「や、ちょっとユニットのことで話をしたくて。いろいろ込こみ入いった話もあるから、どこかお店にでも寄らない？　ファミレスとかでいいから」

　由ゆ美み子この提案に、ミントがパッと目を輝かがやかせる。

「ふぁ、ファミレス……！　仕事帰りにファミレスなんて、大人っぽい……！　お、おほん！　ま、まぁそうですね、歌うた種たねさんがどうしてもと言うのなら、付き合ってあげますよ。わたしは先せん輩ぱいですからね」

　ミントはふふん、と胸を張る。

　彼女は賛成のようだ。

　大人はむしろ、仕事帰りにファミレスは選ばなさそうだが。そこは言わぬが花だろう。

　その隣となりで、飾かざ莉りは小さく首を傾かしげた。

「あたしもファミレスくらいならいいけど～。でも、ミントちゃん大だい丈じよう夫ぶ？　小学生が親以外とファミレスなんか行ったら、不良罪でお巡まわりさんに捕つかまっちゃうかもよ？」

「は、はぁ？　なんですか、その子こ供ども騙だましは……。もしもそれが本当だとしても、歌うた種たねさんにお母ちゃん役やってもらいますから大だい丈じよう夫ぶです」

「いくら何でも小学生のママはあたしもキツいな？」

　茶化しながらも、飾かざ莉りも参加に異論はないようだ。

　しかし案の定、纏まといは気まずそうに顔を逸そらした。

　ぼそっと呟つぶやく。

「交流を深めるのが目的なら、お若い人だけのほうがいいと思いますよ。わたしは……」

　断る雰ふん囲い気きを出した纏まといに、由ゆ美み子こはカラッと笑ってみせる。

「纏まといさんもめちゃくちゃ若いじゃないですか。それに、ちょっとユニットとして大事な話もしたいんで。今回だけでも付き合ってくれませんか？」

「……………………」

　そんな言い方をされれば、さすがに纏まといも断れなかったようだ。

　居い心ごこ地ちが悪そうにしながらも、「今回だけでしたら」と頷うなずく。

　そのまま、近くのファミレスに向かうことになった。

　由ゆ美み子このおかげで全員参加は達成されたが、飾かざ莉りは思うところがあったらしい。

　飾かざ莉りと由ゆ美み子こが先頭を歩き、その後ろに千ち佳か、さらにその後ろにミントと纏まといが横並びで歩く中、飾かざ莉りがこしょっと由ゆ美み子こに言ったのだ。

　最さい後こう尾びの纏まといには聞こえないだろうが、千ち佳かには声が届いてしまう。

「羽は衣ごろもさんは気まずいんじゃない～？　周りはかなり年下なのにみんな先せん輩ぱいで、同期のあたしも年下だし。ひとりだけ二十代だしさあ。やりづらいと思うよ～」

「わからないでもないけどさ。でも、せっかく同じユニットになったんだし、仲良くしたいじゃん？　いっしょにやってるうちに、歳としの差も芸歴も関係なくなってほしいけどねぇ」

「やすみちゃんのそういうところ、本当無理～」

　うえ～、という顔をしたあと、飾かざ莉りはおかしそうに笑う。

　このふたりは以前トラブルがあったらしいが、今ではその空気も薄うすく感じる。

　しかしそこで、飾かざ莉りが目を細めた。

　由ゆ美み子こに顔を寄せて囁ささやく。

「真面目な話、仲良しこよしでやる必要はないんじゃないの？　嫌いやがる人を無理やり引っ張ってきても、お互たがい嫌いやな気持ちになるだけだよ。やすみちゃんの自じ己こ満まんで、場の空気悪くしちゃ世話ないでしょ。言わなきゃわっかんないかな～」

「ご忠告どーも。でもこれも、必要なことなんだよ。あと、その手の言葉は耐たい性せいあるからその程度じゃ刺ささんないな～」

「………………」

　なんというか。

　普ふ段だんから彼女に罵ば詈り雑ぞう言ごんをぶつけている自分が言うのもなんだが、後こう輩はいにあれだけ嫌いや味みを言われても効かないのはすごい。

　というかむしろ、なぜ自分にはあそこまでムキになって言い返してくるのか。

　千ち佳かはそっと視線を外し、後方を見る。

　わくわくを隠かくし切きれないミントと、浮うかない表情の纏まとい。

　飾かざ莉りの意見はもっともだ。

　この環かん境きようでは、纏まといが距きよ離りを置きたくなるのもわかる。

　小さなミントが隣となりにいると、纏まといの長身はより際きわ立だつ。

　それは年ねん齢れいも同じではないか。

　それを無理にくっつけようとすれば、不和が生じるのは当然だ。

　……本当に、このユニットはまとまるのだろうか。不安は消えない。

　けれど、歩いていれば目的地には辿たどり着ついてしまう。

　ファミレスでは六人席に案内してもらい、とりあえず人数分のドリンクバーを注文した。

「やすみちゃん、適当になんか持ってきて～」

「あたし先せん輩ぱいだぞ～」

　そう言う飾かざ莉りを席に残し、四人で飲み物を取りに行く。

　ミントは初めてのドリンクバーらしく、はしゃいで飲み物をすべてミックスしていた。

　千ち佳かも幼い頃ころはよくやったが、母に「やめなさい……」と呆あきれられてからはやってない。

　大体おいしくないし。

　ミントも渋しぶい顔をしながら、「めちゃくちゃおいしいです……」と項うな垂だれていた。

　さて、本題だ。

　飲み物の用意もして全員が席に着き、話す準備が整う。

　すると、由ゆ美み子こが視線で「あたしが言おうか？」と尋たずねてきた。

　それに軽く手を振ふって、千ち佳かが口を開く。

「先日、プロデューサーの榊さかきさんから、〝オリオン〟のリーダーを決めるよう言われました。わたしとやす、どちらがリーダーになるかをふたりで話し合えと」

　その反応は、三者三様だ。

　ミントは不服そうに唇くちびるを尖とがらし、飾かざ莉りは「へえ？」といった顔になり、纏まといは無表情で聞いている。

　反応を期待しているわけではないので、さっさと話を進めた。

「そこでふたりで話し合った結果、リーダーはわたしが務めることになりました。よろしくお願いします」

　そこでの反応はわかりやすかった。

　三人とも、大なり小なり意外そうにしていたのだ。

　気持ちはわかる。

　千ち佳かだって、歌うた種たねやすみがリーダーになるものだと思っていた。

　けれど由ゆ美み子こは、恥はずかしい思いをしながらも、まっすぐな気持ちを千ち佳かに伝えてきた。

　その尊敬や期待には、応えなければならない。

「あ～、やすみちゃんクビになっちゃったかぁ～」「クビじゃないですぅ～」と飾かざ莉りたちが軽口を叩たたくのを聞きながら、千ち佳かは話の続きを口にした。

「そこで話しておきたいのですが、次のライブは〝アルフェッカ〟との対決ライブです。言うまでもありませんが、〝アルフェッカ〟はほとんどの方が芸歴も実力も上、そして何より、桜さくら並なみ木きさんがいます。生半可なパフォーマンスをすれば、こちらが完全に喰くわれます」

　空気がピリッとする。

　今までは七月のライブで頭がいっぱいだったし、先のことを考える余よ裕ゆうはなかった。

　しかし、いよいよ直視しないといけない。

　自分たちは、あの桜さくら並なみ木き乙おと女めたちに挑いどまなければならないのだ。

「対決ライブという名目上、比べられる可能性は大いにあります。そこで、盛り上がりに差が出るのは避さけたいんです。〝アルフェッカ〟は最高だった、〝オリオン〟はまぁ頑がん張ばったね、なんて言われるのは冗じよう談だんじゃない。いや──」

　千ち佳かは一度言葉を区切り、改めて自分の正直な気持ちをぶつけた。

「わたしは、〝アルフェッカ〟に勝ちたいです」

　隣となりで由ゆ美み子こが、身じろぎするのがわかった。

　ミントの目は興奮に光ひかり輝かがやき、飾かざ莉りは打って変わって微び妙みようそうな顔になり、纏まといは表情に不安の色を露ろ骨こつに表す。

　良いい反応は返ってこない、と覚かく悟ごはしていた。

　こんな話をして乗り気になるのは、純じゆん粋すいなミントとバカみたいに負まけず嫌ぎらいなだれかさんくらいだ。

　反応の悪さに構うことなく、千ち佳かは話を進める。

「だから少しでも多く、練習を重ねていきたい。わたしは、勝つつもりでやります。皆みなさんも、同じ気持ちでいてほしいです」

　今回、伝えたかったのはそれだ。

　気持ちを共有し、一丸となってレッスンに励はげんでいきたい。

　勝つつもりで。

　千ち佳かの話が終わると、隣となりで黙だまって聞いていた由ゆ美み子こが口を開いた。

「あたしも、ユウと同じ気持ち。いくら乙おと女め姉さんたちが強敵でも、むざむざ負けるなんて嫌いやだよ。勝ちたい。そのつもりで、自主練もいっぱいやっていきたいんだ」

　千ち佳かと同じ気持ちを、由ゆ美み子こは口にする。

　その言葉に、真っ先に呼応したのはミントだった。

　細い腕うでを振ふり上あげ、高らかに声を上げた。

「もちろんですよ！　わたしは最初からフンコツサイシンのセイシンでしたから！　〝アルフェッカ〟の人たちに完勝して、ぎゃふんと言わせてやりましょう！」

「その気持ちは嬉うれしいけど、ミントちゃんはやりすぎないようあたしが見張るからね」

　由ゆ美み子こが釘くぎを刺さすと、ミントは「なんでですか！」と怒おこり出したが、由ゆ美み子こは「前みたいなことはダメ、絶対」と手のひらを向ける。

　身体からだを壊こわせば元も子もない。

　前回、それでいざこざがあったらしいので、由ゆ美み子こに見張ってもらえるのはありがたい。

　そして、トラブルを起こした人物はもうひとりいる。

　飾かざ莉りは、頰ほおに手を当てて小首を傾かしげた。

「勝ち負けにこだわりすぎるのはどうかと思うけどね～。それは本質じゃないしぃ。そこで視野を狭せまくしてどうするのって感じ」

　ちくり、と刺さしてくる。

　由ゆ美み子こが言葉を返そうとしたが、それより先に飾かざ莉りはふっと笑った。

「ま、結局はとにかく頑がん張ばろうって話でしょ。勝ち負けに固こ執しつするのはともかく、パフォーマンスを上げようってことなら、わたしは別に反対しないよ」

　捻ひねくれたことを言うのでヒヤリとしたが、どうやら飾かざ莉りも賛成らしい。

　由ゆ美み子こは飾かざ莉りを見つめ、目をぱちくりとさせた。

「意外だな、飾かざ莉りちゃんがそう言うなんて。反対されるもんだと思ってたけど」

「べっつにぃ～。ま、あんまり文句言ってると、こわーい先せん輩ぱいにまた説教されちゃうしぃ」

「……？」

　なんだか嬉うれしそうに飾かざ莉りは言う。

　その先せん輩ぱいに心当たりがない千ち佳かと由ゆ美み子ことしては、首を傾かしげるほかない。

　ただ、飾かざ莉りがそう言ってくれるのなら話は早い。

　どうやら、このユニットは上う手まく──。

「待ってください」

　そこで異論が入った。

　全員の視線がそちらに向かう。

　纏まといが、険しい表情で千ち佳かたちを見ていた。

　言いづらそうにしつつも、纏まといは己おのれの意見を口にする。

「一応、わたしはこの中で最年長です。なので、一言確かく認にんしておきたいのですが……」

　彼女がこんなふうに、自分から主張するのは初めてかもしれない。

　不安そうな表情を隠かくそうともしなかったけれど、それでもはっきりと言葉を並べた。

「ライブを頑がん張ばる、自主練を頑がん張ばる。とても良いいことだと思います。ですが、わたしたちの本分は演技だと思うんです。今のおふたりの話だと、アフレコよりもライブの練習に力を注ぎたい。そう仰おつしやってるように聞こえます」

　その意見に、千ち佳かはすぐに返答する。

「いえ。もちろんほかの仕事を疎おろそかにはしません。アフレコを全力でやりながら、ライブの練習も全力でやっていこう。そう言いたいんです」

　纏まといはそれに小さく首を振ふる。

　千ち佳かの目をしっかり見み据すえながら、言い聞かせるように口を開いた。

「どれもこれも、全力でやりたい。その気持ちはわかりますが、人のリソースは限られています。〝アルフェッカ〟に勝てるくらい自主練を力いっぱいやって、かつほかの仕事も全力でやる。……そんなことをすれば、無理が生じると思いませんか」

　千ち佳かは一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまる。

　千ち佳かは、どの仕事にも全力でぶつかろうと考えていた。

　それはきっと、由ゆ美み子こも同じ。

　そこで無理をしないかと言えば、答えに迷う。

　千ち佳かが黙だまり込こむ間に、由ゆ美み子こが口を開いた。

「いや、でも纏まといさん。ちょっとくらい無理するのはしょうがないんじゃ──」

「それはダメです！」

　由ゆ美み子この言葉を、纏まといが勢いよく遮さえぎる。

　普ふ段だん、静かに話す纏まといが大きな声を出して、周りはもちろん、本人も驚おどろいていた。

　慌あわてて纏まといは、頭を下げる。

「大きな声を出してすみません……。でも、これだけは言わせてください。無理をする前提で立てる計画は、絶対に間ま違ちがっています。それは、歌うた種たねさんもわかっていますよね」

「それは……」

　由ゆ美み子こは怯ひるむ。彼女はそれを否定できない。

　ミントの無理を見過ごし、乙おと女めが倒たおれる姿を目の前で見た由ゆ美み子こには、それはどんな言葉より効いてしまう。

　場が沈ちん黙もくすると、ミントが飾かざ莉りに小声で話はなし掛かけていた。

「御お花はなさん。りそーす、ってなんですか？」

「揚あげ物ものとかにかけるおソースのこと～。ソースって使えばなくなっちゃうでしょ？　そういうふうに、使える力は有限……、限られてるってこと。ソースがちょっとしか残ってないのに、コロッケにだばってかけたら、もうご飯にはかけられないでしょ～？」

「御お花はなさん、ご飯にソースかけて食べるんですか？」

　飾かざ莉りが大おお噓うそと微び妙みような本当を教えた挙句、脱だつ線せんしている。

　しかし、ミントが無理やり本線に合流してきた。
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「では羽は衣ごろもさん！　ライブにソースを全部かけたらいいじゃないですか！　あっちのユニットに勝ちたいなら、それくらいしないと！」

　ミントが大おお振ぶりでソースをかける動作をしたあと、拳こぶしをぎゅっと握にぎった。

　それに飾かざ莉りが呆あきれながら口を挟はさむ。

「それはダメでしょ～。ライブの練習のせいで、ほかの仕事が疎おろそかになるのは避さけたい、って羽は衣ごろもさんは言ってるんだよ？」

「でもわたしは勝ちたいんですよ！　〝アルフェッカ〟に！」

　ミントはムキー！　と声を上げる。

　こんな場じゃなければ和なごんだかもしれないが、纏まといは気まずそうに目を逸そらした。

　そのまま、淡たん々たんと話を続ける。

「相手のユニットに勝ちたい。負けたくない。その気持ちは立派だと思いますが……、無理をして、もしくはほかを疎おろそかにしてまで勝ったところで、大きな収しゆう穫かくがあるとは思えません。勝負のことは考えず、お客さんに満足してもらうクオリティを保って、演技も頑がん張ばる。それではいけませんか」

　纏まといは既すでに由ゆ美み子こや千ち佳かを見ておらず、テーブルの上に視線を彷徨さまよわせている。

　それでも、意見を口にすることはやめなかった。

「わたしたちは、声優です。目の前のことより、もっと長い目で見ませんか。ライブも大事ですが、わたしたちにはアニメやゲームの収録があります。そちらで結果を出すことのほうが、声優として優先すべきだと思うんです。影えい響きよう力りよくが全く違ちがいます。それでもライブの勝ち負けにこだわるのは──」

　纏まといはそこで言葉を区切り、言いづらそうに息を吐はく。

　それでもきゅっと目を瞑つぶってから、千ち佳かたちに顔を向けた。

「合理的では、ないと思います」

　間ま違ちがっている、とはっきり言われてしまう。

　確かに合理的に考えれば、千ち佳かたちの選せん択たくは間ま違ちがっているかもしれない。

　得るものだって、多くはないかもしれない。

　しかし、ここで「はいそうですか」と引き下がれないくらいには、千ち佳かたちは既すでに様々なものを背負っている。

　だからこそ千ち佳かも反論を口にしようとするが、先に飾かざ莉りが声を上げてしまった。

「それはわかるかも～」

　先ほどこちらに同調したはずの飾かざ莉りが、のんびりとそう言い出した。

　しかし、千ち佳かと由ゆ美み子この視線が突つき刺ささったからか、慌あわてて取とり繕つくろうような口調になる。

「あぁいや、別にふたりを否定したいわけじゃなくて。羽は衣ごろもさんの言ってることは正しいな、って思っただけ。ライブの勝ち負けにこだわらず、全部の仕事をしっかり、バランスよくこなす。そのほうが合理的だっていうのは、事実でしょ」

「………………」

　それは、そのとおりだと思う。

　言ってしまえば、「勝ちたい」と願うのは千ち佳かと由ゆ美み子このわがままだ。

　しかし、その「勝ちたい」という思いがいかに力を与あたえるか、千ち佳かたちは知っている。

　ただ、その主張も分が悪いかもしれない。

　その理由を、飾かざ莉りは口にした。

「大体、あっちには桜さくら並なみ木き乙おと女めがいるんだよ？　本気で勝てると思ってる？」

　それを言われてしまうと、痛い。

　現実的に考えれば、絶対に勝てる戦いではない。

　それでも、千ち佳かは「勝ちたい」と強く強く願う。

　それはもちろん、だれにも負けたくない、という負けん気の強さもあるけれど。

「………………」

　隣となりに座る由ゆ美み子こ──、歌うた種たねやすみと交かわした約束がある。

『いつか……。頑がん張ばって頑がん張ばって、色んなことをうーんと上う手まくなってさ……、乙おと女め姉さんを越こえよう。今度こそ、さ』

『当然よ……、このままで終わるものですか。出直し。今日のところは出直しよ。わたしも、あなたも』

　あのとき、涙なみだを流しながら悔くやしさに震ふるえた。

　乙おと女めが抜ぬけたライブに出て、打ちのめされて、舞ぶ台たい袖そでで泣いたあのとき。

　歌うた種たねやすみはそう言ってくれたのだ。

　隣となりに由ゆ美み子こがいて、目の前で乙おと女めが立ちはだかっている。

　燃えないほうがどうかしている。

　だが、これは千ち佳かの都合でしかない。

　絶対に敵かなわない相手に、モチベーションを保てないのは自然なことだ。

　けれど本気で「勝ちたい」と願わなければ、巨きよ大だいすぎる壁かべは揺ゆれることさえない。

「わたしは、勝てると思いますよ！　勝ちたいです！　全力でやりたいです！」

　そう声を上げたのは、ミントだ。

　弱気なことを言った飾かざ莉りに、がるるる、と牙きばを剝むいている。

　そんなミントを微ほほ笑えましそうに見たあと、飾かざ莉りは頰ほお杖づえを突ついてこちらに指を向けた。

「まあ。決めるのはリーダーだと思いますよ～。あたしはそれに従うだけでーす」

　飾かざ莉りは、意見を完全に覆くつがえすつもりはないらしい。

　暗に「本気でやりたいなら纏まといを説得しろ」と言っている。

　どうしたものか、と思考を巡めぐらせていると、纏まといが軽く身体からだを跳はねさせた。

　慌あわてて、スマホを取り出している。

　何かメッセージが来たのか、「あっ」という表情をしてから、ぱたぱたと慌あわて始めた。

「す、すみませんっ。ちょっといも……、きゅ、急用ができましてっ。ここで失礼します」

　急いで財さい布ふからお金を出し、ぽかんとしている四人を置いて、慌ただしくファミレスから出て行ってしまった。

　お、お疲つかれ様さまです～……？　という声がいくつか重なるが、聞こえていないだろう。

　緊きん迫ぱくした空気から一転し、なんだか拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　飾かざ莉りがニヤニヤしながら、「彼かれ氏しかな？」と呟つぶやき、由ゆ美み子こが「いや、そんな感じじゃなかったでしょ」と呆あきれる。

　ミントは腕うで組ぐみをして、どかっと背もたれに身体からだを預けた。

「まったく！　何が気に喰くわないんでしょうね、羽は衣ごろもさんは！」

　……この子は、話の半分も理解していないのかもしれない。

　それはそれで頼たのもしいけれど。

「ま～、羽は衣ごろもさんもいろいろ大変らしいから。あんまり無茶したくないんじゃない～？」

　飾かざ莉りはコップの側面を指でなぞりながら、独り言のように呟つぶやく。

　というより、本当に独り言だったのかもしれない。

「なに、飾かざ莉りちゃん。何か知ってんの？」

　そう由ゆ美み子こが反応すると、「しまった」という顔をしたからだ。

　飾かざ莉りは手をひらひらさせながら、慌あわてて言葉を並べる。

「や、そんな深くは知らないよ？　ただ、あたしは一応同期だしぃ。あんまりしゃべったことないけど、ぽろっと教えてくれたことがあって。なんかま～、実家がちょっと大変だった、みたいな話をちろっとね。あの歳としで新人なのも、その辺と関係してるんじゃない～？」

　知らないけど～、と飾かざ莉りは嘯うそぶく。

　千ち佳かは由ゆ美み子こと顔を見合わせるが、彼女は首を振ふった。由ゆ美み子こも知らない話らしい。

　纏まといが今回反対したのも、それに関係しているのだろうか。

　しかし、何が原因であれ、正しいのはきっと纏まといのほうだ。

　だからこそ、今の千ち佳かたちにはそれ以上語る言葉はなかった。







　ミントたちと別れ、千ち佳かと由ゆ美み子こはふたりで帰路につく。

　駅のホームのベンチに並んで座っていた。

　ファミレスで話し込んでいるうちに、空気が夜に染まりつつある。

　陽ひが落ちていく空を眺ながめていると、由ゆ美み子こが隣となりで口を開いた。

「まずは、纏まといさんに納なつ得とくしてもらわなきゃ話にならんね」

　ふたりきりになったからか、少しだけ気の抜ぬけた声だった。

　背中もちょっと丸くなっている。

「残念ながら、そうね。そこからになるわね」

　今回のライブは全員、同じ方向を向いて死力を尽つくし、それでも届くかわからない目標に挑いどむことになる。

　バラバラのままでは成功の見込みはない。

　まずはスタートラインに立つ必要があった。

「纏まといさんが言ってることは正しいんだよなー……。演技をすごく大事にしている人なんだろうし。でも、それだけじゃなくて……」

　由ゆ美み子こは頭を搔かきながらぼんやりと口にしていたが、途と中ちゆうでやめる。

　纏まといの言動や態度を見ていれば、由ゆ美み子こが何を言いたいかは自おのずとわかった。

「アイドル声優の仕事は、好きじゃないんでしょうね」

　千ち佳かが代わりに言うと、由ゆ美み子こはこちらをまじまじと見てくる。

　周りにはだれもいないのに、声を潜ひそめて尋たずねてきた。

「渡わた辺なべ、前もそう言ってたけど。やっぱそうなの？」

「えぇ。わたしも〝アルタイル〟のとき、羽は衣ごろもさんとは何度か話をしたから。そのときに、一度だけ聞いたわ」

　ユニットのリーダーとして、千ち佳かなりに纏まといのことを理解しようとした。

　あまり実を結んだとは言えないけれど、収しゆう穫かくは全くのゼロではない。

　そのときの光景は、はっきりと記き憶おくに残っている。

　暑い日だった。

　レッスンルームで、纏まといとふたりきりで自主練に励はげんでいたときだ。

　纏まといは背が高く、腕うでも脚あしも長い。

　彼女の振ふり付つけは美しく、目を奪うばわれるような華か麗れいさがあった。運動神経もいいのだろう。

　しかし、タオルで汗あせを拭ぬぐう彼女を見て、直感めいたものを覚えた。

「羽は衣ごろもさんは、わたしと同じだったから。そのせいで、わかってしまったんでしょうね」

　荒あらい息で目を伏ふせる彼女に、無意識のうちに尋たずねてしまったのだ。

『羽は衣ごろもさん。もしかして、アイドル声優の仕事が嫌いやなんですか』と。

　その日は暑かったし、汗あせの量もすごかった。まだ息も整っていなかった。

　だから、お互たがい頭がぼんやりしていたのかもしれない。

　纏まといはしんどそうにこちらに目を向けたあと、ぼそりと呟つぶやいたのだ。

『はい。やりたくありません』

　纏まといは纏まといで失言だったと感じたらしく、そのあと明らかにはっとしていた。

　心中察するところもあり、千ち佳かもそれ以上は聞かなかった。

　ただそれ以降、纏まといはさらに千ち佳かを避さけるようになったし、千ち佳かもどうすればいいかわからなくなってしまった。

「そっか……」

　由ゆ美み子こには、既すでにこの話をしたことがある。

　夏祭りの日、お互たがいに悩なやみを吐と露ろし合ったときだ。

　あの日もそうだったが、由ゆ美み子こは何か言いたげにちらちら見てくる。

　彼女が何を気に掛かけているかは、薄うす々うす察していた。

　案外、わかりやすいのだ。彼女は。

　しかし、由ゆ美み子こがそれに触ふれることはなかった。

　千ち佳かも纏まといの話に集中する。

「まぁ。だからといって、それが理由で反対したわけじゃないだろうけど」

　そもそも、纏まといの意見は理に適かなっている。

　ただ事実として、アイドル声優の活動に後ろ向きなだけだ。

　由ゆ美み子こは難しい顔をしていたが、気を取り直すように大きく息を吐はいた。

「ま、纏まといさんにはあたしが話を聞いてみるよ。仲良くなりたいし。何かわかったら、渡わた辺なべに伝えるからさ」

　こちらの顔を覗のぞき込こみながら、ニッと笑う。

　相手の心をやわらかくするような、明るくて快活な笑えみ。

　ほんと、人たらしな笑え顔がおだこと。

　彼女は、こっちは任せろ、と言いたいのだろう。

　人間関係のフォローはする、と由ゆ美み子こから申し出があったくらいだ。

　素す直なおに頼たよったほうがいいのかもしれないが……。

「待って、佐さ藤とう。羽は衣ごろもさんには、わたしから話をしたい」

　千ち佳かがそう主張すると、由ゆ美み子こは意外そうに目をぱちぱちさせた。

「どして？」

「あの人には、わたしと似ているところがあるから」

　纏まといが抱かかえているものは、千ち佳かにも覚えがある。

　それを下ろせるとしたら、その感情を知らない由ゆ美み子こではなく、千ち佳かのほうだ。

『羽は衣ごろもさんをちゃんと見たわけじゃないけど、何かを抱かかえてそうなのはわかる。心に引っかかりがあって、力を発揮できないのはよくあることでしょ。あんたが何かしたいっていうのなら、それが何か見み極きわめて、悩なやみを下ろす手伝いをすることくらいじゃない？』

　そんなふうに教えてくれた先せん輩ぱいもいる。

〝アルタイル〟のときは結局上う手まくいかなかったが、もう一度チャレンジしたい。

　ただ、その詳しよう細さいを話すつもりはないし、上う手まく話せる自信もない。

　だから、その考えに至った理由を口にした。

「あなたにあれだけ言わせたんだもの。わたしだって、少しはリーダーらしいことをしたいって感じたのよ」

「ふ、ふうん……？　そっか」

　あの熱ねつ烈れつな口説き文句を思い出したのか、由ゆ美み子こは照れくさそうに視線を逸そらした。

　目を瞑つぶって、口を引き結んでいる。頰ほおがほのかに赤くなっていた。

　そんな彼女の横顔を見ていて、あることを思い出す。

　纏まといの件は気き掛がかりだが、纏まといにばかり気を取られるわけにはいかない。

　ライブのレッスンは目の前まで迫せまっている。

　だから千ち佳かは、ここ最近ずっと考えていたことを口にした。

「ねぇ、佐さ藤とう」

「なによ渡わた辺なべ。改まって」

「わたしたち、いっしょに暮らさない？」

「……は？」

　電車が通過し、ホームに風が巻き込んでくる。

　千ち佳かと由ゆ美み子この髪かみや制服をばたばたと揺ゆらし、お互たがいの顔がはっきり見えた。

　由ゆ美み子こは鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを喰くらったような顔をして、何度も瞬まばたきを繰くり返かえしている。

　ゆっくりとかぶりを振ふったあと、改めて問いかけてきた。

「……なんて？」

「だから、いっしょに暮らさない？　って」

「聞きき間ま違ちがいじゃないんかい……」

　由ゆ美み子こはなぜか顔を赤くして、呆あきれとも怒いかりとも照れともつかない、微び妙みようすぎる表情を浮うかべている。

　彼女のこんな顔、初めて見たかもしれない。

　由ゆ美み子こは前に向き直り、片手で顔を覆おおった。

「ええと。いっしょに暮らすって、なんで？」

「えぇ。次のライブ、生半可な覚かく悟ごじゃ挑いどめないじゃない」

「そうね。うん。そこまではいいよ」

「わたしたちは、普ふ段だんいがみ合ってばかり。でも今回ばかりは、手を取り合って協力しなくちゃいけないと思うの」

「……そうね」

　由ゆ美み子こはそこで真面目な表情になり、こくりと頷うなずく。

　今まで自分たちは、張り合い、いがみ合い、煽あおり合ってばかりだった。

　だが、今回ばかりはそんなことをしている場合ではない。

　どれだけ気に入らない相手だとしても、ちゃんと協力するべきだ。

「ユニットが一丸となる前に、わたしとあなたが息を合わせないといけない。そこで思ったの。柚ゆ日び咲さきさんと夜よ祭まつりさんは、とても息ぴったりじゃない？」

「あぁ、そうねえ。ラジオでも、あのふたりみたいになれるのが理想って加か賀が崎さきさんに言われたっけ……」

　めくると花はな火びがともにいる光景は、今まで何度も目もく撃げきしていた。

　プライベートでも仲がいいあのふたりは、仕事では阿あ吽うんの呼吸を見せる。

『めくると花はな火びの私たち同期ですけど？』が人気番組の地位を確立しているのも、それが一因だろう。

　千ち佳かは指を振ふりながら、続きの言葉を口にする。

「あのふたりの息が合ってるのは、付き合いが長いから。それだけじゃなく、いっしょに過ごす時間が多いのもあると思うの。だってあのふたり、プライベートでもよくいっしょにいるんでしょう？」

「そうね。何せ、部屋も隣となり同士だし。あ、だからいっしょに暮らそう、っていう話が出てきたのか……」

　腑ふに落ちたのか、由ゆ美み子こは納なつ得とくした様子だった。

　しかし、すぐに微び妙みようそうな表情に戻もどる。

　めくると花はな火びが同じマンション、しかも隣となり同士に住んでいることは、部屋を訪ねたときに知った。

　物理的にも心理的にも、ふたりの距きよ離りは近い。

　同じクラスの千ち佳かたちは、きっとほかの声優より同じ時間を多く過ごしている。

　けれど、それでは足りない。あのふたりの濃さには到とう底てい敵かなわない。

　由ゆ美み子こは腕うでを組んで、視線をふらふらさせた。

「なるほどね……。少しでも同じ時間を過ごして、めくるちゃんたちみたいな関係に近付こうってことか……。ん、うーん……、いや、一理あると思うし、渡わた辺なべが何をしたいかはわかったけど……、だからって、いっしょに暮らす、かー……」

　頰ほおを赤く染めて、ちらちらとこちらを窺うかがってくる。

　悩なやんでいるらしい。

　何やらぶつぶつと言い出した。

「んんんん……、大学生、とか、なら、まぁルームシェアもある、かも、だけどさー……。高校生で、なー……。クラスの子にバレたら、何を言われるか……、うーん……」

　由ゆ美み子こは腕うで組ぐみしたまま、うーん、うーん、と呻うめいている。

　おそるおそる、上うわ目め遣づかいでこちらを見てきた。

「ええと。住む部屋ってどうすんの？　まさか、借りるなんて言わないよね」

「高校生じゃ部屋なんて借りられないでしょう。どちらかの家でいいと思うけれど。うちでも構わないわよ」

「か、覚かく悟ご決まってんなー……。渡わた辺なべの家……、なら、ママさんもいるし……。あ、でも、ママさんいつも夜遅おそいんだっけ……。あ！　ダメだ、渡わた辺なべ。うち、ママにご飯作んなきゃいけないから。家のこともやりたいし、そっち行くのは無理かも」

「なら、わたしが佐さ藤とうの家に行くのは？」

「そ、そんなあっさり言うぅ？」

　彼女は驚おどろきのあまりこちらに顔を近付け、ぱっちりと目が合う。

　けれど、すぐに目が泳いだ。

　顔をさらに赤くして、困ったような表情になっている。

　頰ほおを搔かきながら、またぶつぶつと独り言を繰くり出だし始めた。

「う、うちに渡わた辺なべが住む、かぁー……。あー、うん……、別に、いんだけどさぁ……。こういうのってもうちょっと、ちゃんと考えたほうがいいと思うんだけどなあ……」

　さっきから意外な反応を繰くり返かえしている。

　そこまで悩なやまれるとは思っていなかった。

　お互たがいの家に泊とまったことはあるし、千ち佳かは由ゆ美み子こが自分の家に住んでも別に構わない。

　しかし彼女が積極的でないのなら、千ち佳かも気を遣つかう。

「あぁ、佐さ藤とう。別に無理にってことじゃないわよ。嫌いやなら嫌いやって言って頂ちよう戴だい。仲を深めることが目的なのに、それで気まずくなったら本ほん末まつ転てん倒とうでしょうに」

「あんたはサバサバしてんねぇ……。別に、嫌いやってわけじゃないんだよ。渡わた辺なべが言うことは一理あるし、そこには納なつ得とくしてる。ただね……」

　さらに言葉を重ねようとしていたが、彼女はそこで首を振ふる。

　ふぅー……、と大きく息を吐はいた。

　そして、パンッ！　と自身の膝ひざを叩たたく。

　覚かく悟ごを決めた顔をして、こちらに目を向けた。

「おっけ、わかった。わかったよ、渡わた辺なべ。まずはママに相談させてほしいけど、ＯＫが出たらいっしょに住もう。いいよ、うち来ても。ただ、いろいろと私物運ぶだろうから、ちょっと家の整理はしたいかな……。渡わた辺なべの荷物ってどんくらいになりそう？」

「そんなに多くはならないと思うわよ。一週間泊とまるんだから、着き替がえは何日分かになるでしょうけど」

「は？」

　千ち佳かがさらりと答えると、由ゆ美み子この目が点になる。

　しばらく目を瞬まばたかせたあと、額に指をやった。

　眉み間けんにシワを寄せながら、こちらに手のひらを差し出してくる。

「……待って、渡わた辺なべ。なんだって？　いっしゅうかん？」

「なに？　一週間って言葉を初めて聞いた？　一いつ般ぱん的てきに七日間を示す言葉よ。よく使うから、これを機に覚えるといいわ」

　千ち佳かの軽口に、由ゆ美み子こは目をカッと見開く。

「わかってるっつーの！　そうじゃなくて、一週間泊とまるってなに!?　あんた、暮らすって言ったじゃん！　どういうこと!?」

「はあ。一週間いっしょに寝ね泊とまりするんだから、それはまぁ、暮らすって言っていいんじゃないかしら。そろそろ夏休みでしょう？　そのときにでも、一週間ほどいっしょに暮らしましょうって話。最初に言ったでしょう？」

「言ってないわ！　言ってたらこんなに悩なやんでないわ！　なんだよ、もう！　しばらくいっしょに暮らすのかと思った！」

「そんなわけないでしょう、バカね」

　こちらが呆あきれていると、由ゆ美み子こはわなわなと肩かたを震ふるわせた。

　怒いかりのあまりか、顔を真っ赤にしてムキー！　といった表情に変化していく。

　そのまま罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛んでくるかと思いきや、肩かたをがっくしと落とした。

　代わりに出てくるのは、大きな大きなため息だ。

「あぁもう、もういい……。夏休みに一週間ね、はいはい……、ママには言っとくよ……」

　膝ひざに肘ひじを突つく形で頰ほお杖づえを突つき、由ゆ美み子こは不ふ貞て腐くされたように言う。

「…………？」

　最終的には了りよう承しようしたのに、何やら不満そうだ。

　いったい、何が気に喰くわないのやら。
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　佐さ藤とう由ゆ美み子こはひとり、演技を続けていた。

「ふん。アイドルはオマケだと言わんばかりだな」

（えぇ。わたしにとってアイドルは通過点！　偉い大だいな女優になるまでの腰こし掛かけよ！）

「その程度の覚かく悟ごしかない奴やつが、アイドルとしても女優としても大成するわけないだろう」

（は？　なにあんた、このわたしに文句があるわけ？）

「文句なら今言ったが、聞こえなかったか？」

　今まで何度か口にしてきた、お決まりのフレーズをマイクに吹ふき込こんでいく。

　分厚い台本をめくり、自分のセリフを目で追っていた。

　今はゲームアプリ版『ティアラ☆スターズ』の収録中。

　アニメのアフレコと違ちがい、小さな部屋でたったひとりの収録である。

　机の上にはモニターがあり、マイクがこちらに伸のびている。

　由ゆ美み子こは椅い子すに座ってヘッドフォンを付け、指示どおりにセリフを口にしていた。

「全く……、あいつはいつまでも学ばんな。なんであんな奴やつがアイドルになれたんだか」

　声は低くなりすぎないよう、感情が出すぎないよう調整する。

　由ゆ美み子こが演じているのは、〝ティアラ〟に登場するキャラクター、海うみ野のレオン。

　背は高く、声は低く、キリッとした顔立ちの格好いい少女だ。

　その容姿から、女性にモテるという設定もある。

　アイドルよりもモデルが向いていそうな彼女だが、昔からアイドルに憧あこがれていたキャラクターで、念願叶かなって今の事務所に所属する。

　アイドルの頂点に送られる称しよう号ごう、〝ティアラ〟を目指す少女のひとりだ。

（ふん、なによレオンの奴やつ。いつも嫌いや味みったらしい！　あんな奴やつと同じ事務所だなんて、わたしの経歴に傷が付くわ！）

　台本には、レオン以外のセリフも当然書かれている。

　レオンと会話をしていたのは、同じアイドルの和い泉ずみ小こ鞠まり。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひが演じるキャラクターだ。

　和い泉ずみ小こ鞠まりは、小こ柄がらで可か愛わいらしい女の子で、相手によっては猫ねこを被かぶるようなキャラである。

　優すぐれた容姿とアイドルの素質を持つ小こ鞠まりだが、彼女は元々女優になるために芸能界へ入った。しかし、事務所の方針で一いつ旦たんアイドル活動をすることになる。

　なので彼女の口くち癖ぐせは「アイドルは通過点」だし、それにレオンが文句を言うお決まりのフレーズはさっきも口にしたばかり。

　見た目も性格も、目標も正反対の彼女たちは水と油。犬けん猿えんの仲。

　けれど、よくセットで描えがかれるキャラでもあった。

「………………」

　由ゆ美み子こはこのふたりを見ていると、自分と千ち佳かに似ているなあと思うことがよくある。

　性格も容姿も違ちがえども、親近感を覚えていた。

　榊さかきはそこを加味して由ゆ美み子こたちを起用したのではないか、と思えるほど。

　実際のところは、わからないけれど。

（と、いうわけで！　新たなデュオユニットの結成よ！　レオン、小こ鞠まり！　あなたたちには新ユニット〝リブラ〟として活動してもらうわ！）

「……ちょっと待ってくれ。わたしと、こいつが？　デュオ？」

（じょ、冗じよう談だんじゃないわよ!?　なんでこのわたしが、こんな奴やつとユニットを組まなきゃいけないわけ!?　しかもデュオ!?）

「それはこちらのセリフだ。なぜ、お前みたいな半はん端ぱ者ものと……」

　呆あきれるような口調で、由ゆ美み子こはセリフをマイクに吹ふき込こんでいく。

　実装予定のイベント、『歌声は届く、たとえ海を越こえてでも』のセリフだ。

　犬けん猿えんの仲であるレオンと小こ鞠まりが新ユニット〝リブラ〟を結成するストーリー。

　メインキャラはレオンと小こ鞠まりのふたりで、必然的に由ゆ美み子こと千ち佳かのセリフが多くなる。

　それは光栄なことだが……。

「大体だな、お前はいつも『アイドルなんか』と言うが、その態度がわたしは気に入らなか……っ、けほっ。あ、すみません」

　セリフの途と中ちゆうで咽むせてしまい、慌あわてて謝罪の言葉を口にする。

　すると、ヘッドフォンから音おん響きよう監かん督とくの声が届いた。

『はーい。歌うた種たねさん、そろそろ休きゆう憩けい入れておこうか？』

「あー……。そうですね、すみません。休きゆう憩けい頂きます」

　喉のどを軽く押さえながら、由ゆ美み子こは立ち上がった。

　ゲームの収録は長時間にわたることもあり、ずっとひとりで喋しやべりっぱなしなので大変だ。

　こうして、休きゆう憩けいを何度も入れることも多い。

「あー……」

　声にならない呻うめき声ごえを上げながら、廊ろう下かに出る。肩かたをぐるぐると回した。

　自分の演じるキャラがメインになるのは喜ばしいし、セリフ量が多いのも嬉うれしい。

　ただ、正直なことを言えば、由ゆ美み子こはあまりゲームの収録が得意ではなかった。

　元々不得意なうえに、さらに大きな心配事がある。

「クライマックス……、ちゃんとできるかなぁ」

　ひとりでいる心細さからか、つい、そんな弱気な言葉を漏もらしてしまう。

　大事なクライマックスシーンを、きちんと表現できるか不安でならない。

　次のライブは『〝オリオン〟ＶＳ〝アルフェッカ〟』という触ふれ込こみだが、今回収録されたレオンと小こ鞠まりの新ユニット、〝リブラ〟の曲もライブで披ひ露ろうされる。

〝オリオン〟や〝アルフェッカ〟の歌だけでは曲数が足りないので、それぞれのユニット内のメンバーで歌う曲がいくつかあるのだ。

　前回のライブでも、由ゆ美み子こはめくるとふたりで歌ったりもした。

　このイベントはライブ前に完結する予定なので、歌は間ま違ちがいなく盛り上がる。

　そのためにも、由ゆ美み子こは少しでもいい演技をする必要があるのだが……。

「んー……、難しいなぁ……。レオンの気持ち……」

　ひとり、廊ろう下かで水すい筒とうを揺ゆらした。







　収録量が多いと、数日に分けて収録することもよくある。

　この日の収録分は録とり終えたので、由ゆ美み子こはブースをあとにした。

「由ゆ美み子こ」

　ロビーを通りかかったときに、声を掛かけられる。

　顔を向けると、見慣れた女性がそこに立っていた。

　服装は、高そうなジャケットにパリッとしたブラウス。黒のスキニーパンツ。清潔感のある整った容姿は、仕事ができる女性を体現したかのよう。

　後ろで括くくった髪かみも、凜り々りしい顔立ちをより引き立てている。

　その女性は、微ほほ笑えみながらこちらに手を振ふっていた。

「加か賀が崎さきさん！」

　由ゆ美み子この口から、自然と明るい声が出る。

　加か賀が崎さきりんご。

　チョコブラウニーが誇ほこる敏びん腕わんマネージャーで、歌うた種たねやすみの面めん倒どうを入所時から見てくれている女性だ。

　由ゆ美み子こは、パタパタと彼女の元に駆かけ寄よった。

「どしたの？　今日、来るって言ってなかったよね？」

「あぁ。別件で近くまで来たもんでな。ついでに様子を見に来た。特に予定がなければ、家まで送っていくがどうだ？」

　加か賀が崎さきは、人差し指に車のキーを引ひっ掛かけている。

　断る理由などなく、由ゆ美み子こは加か賀が崎さきとともに車に乗り込んだ。

　駐ちゆう車しや場じようを出て、夜の街に向かって車が走り出す。

　加か賀が崎さきはハンドルを握にぎったまま、穏おだやかに口を開いた。

「どうだ、今日の収録は。上う手まくいったか？」

　きっと加か賀が崎さきは、話を聞くためにわざわざ来てくれたのだろう。

　由ゆ美み子こが悪あく戦せん苦く闘とうしていることを察している。

「うーん……。正直、苦戦してるかも。やっぱあたし、ゲームの収録は苦手だ」

「由ゆ美み子こは昔から、ゲームのほうは苦手だったな」

　由ゆ美み子この弱音に、加か賀が崎さきは苦く笑しようする。

　その理由を、由ゆ美み子こは肩かたを落としながら口にした。

「克こく服ふくしなきゃ、とは思ってるんだけどさ……。でもやっぱ、アニメのアフレコのが数倍やりやすいよ。直接の掛かけ合あいだから感情乗せやすいし、演技の臨場感がぜんぜん違ちがう」

　アニメの収録なら周りに声優がいて、自分と同じように声を発していく。

　リアルタイムでセリフの掛かけ合あいが進むのだ。

　一方、ゲームの収録はひとりで淡たん々たんと演技を続け、ほかの人の声を聴きくこともない。

　普ふ段だんなら聴きこえる声も、返ってくる声こわ色いろも、頭の中で想像するしかない。

　どちらのほうが演技をしやすいか、という話なら比べようもなかった。

　もちろん、これは甘えだと自覚しているけれど。

「そこは向き不向きだな……。由ゆ美み子このようなタイプはもちろんいるし、ひとりで集中できるほうが嬉うれしいって奴やつもいる。アニメと違ちがって明確な尺が決まってないから『演技の見せ所！』って張り切る奴やつもな。そこはまぁ、人それぞれでいいとは思うが……。演技の質が落ちるなら、克こく服ふくしなきゃいけないな」

「そうなんだよ……。今回は特に大事なシーンがあるから、満点以上の演技をしたい。いや、しなきゃいけないんだけど……」

　思わずため息を吐ついてしまう。

　由ゆ美み子こは『歌声は届く、たとえ海を越こえてでも』の後半を思おもい浮うかべた。

　レオンと小こ鞠まりが主役のシナリオだけあって、クライマックスはふたりの演技が重要なシーンがいくつもある。

　レオンの複雑な感情をどこまで表現できるかで、印象が大きく変わってしまう。

　しかし、アニメのアフレコと同じような感覚にはどうしてもなれない。

　心配になっていると、加か賀が崎さきはこちらを一いち瞥べつした。

「それなら一度、夕ゆう暮ぐれに練習を付き合ってもらったらどうだ」

「……練習？」

「小こ鞠まりとレオンの掛かけ合あいだよ。夕ゆう暮ぐれといっしょに本読みをすれば、感覚も摑つかめるんじゃないか。覚えた演技を本番でもう一度やるのと、手て探さぐりでひとりでやるのは違ちがうだろ」

　はっとするほどの妙みよう案あんだった。

　練習で感覚を摑つかんでおけば、本番では絶対に活いきるはず。

　めっちゃいい！　さすが加か賀が崎さきさん！　と声を上げそうになって、気付く。

　その考えを先回りしたかのように、加か賀が崎さきはくくっと笑いを嚙かみ殺ころした。

「由ゆ美み子こが夕ゆう暮ぐれにお願いできるか、夕ゆう暮ぐれが素す直なおに協力してくれるかは別問題だが」

　そこだ。

　千ち佳かに頼たのみごとをすると考えると、身体からだがムズムズしてくる。

　あのひねくれ者のことだ、きっと皮肉のひとつやふたつは口にするに違ちがいない。

　その光景を思おもい浮うかべ、口を曲げてしまう。

「まぁ……、考えておく……」

　苦くるし紛まぎれにぼそりと言うと、加か賀が崎さきは楽しそうに笑った。

　ひとしきり笑い声を上げたあと、別の話題を口にする。

「ゲーム収録以外の調子はどうだ。無理してないか？　ライブの自主練も、だいぶ頑がん張ばってるだろ。そこにガッツリとゲームの収録が入ったから、りんごちゃんとしては心配でな」

　加か賀が崎さきは、こちらの様子を窺うかがうような視線を向けてくる。

　それぞれの仕事量はそれほどでなくとも、自主練の存在が大きい。

　次のライブの練習は既すでに始まっており、前回同様、申しん請せいすればレッスンルームで自主練を行える。彼女の言うとおり、由ゆ美み子こは自主練を頑がん張ばっていた。

　空いた時間があれば、どうしても自主練を入れたくなる。次のライブを思えば当然だ。

　とはいえ。

「まー、もうすぐ夏休みだからさ。学校行かなくていいんだから、ぜんぜん平気だよ」

「むしろあたしは、夏休みに入ったからって一日中練習してそうで心配なんだがな？」

　じろり、と睨にらまれてしまう。

　信用ないなぁ、と由ゆ美み子こは苦笑いした。

　……いやまぁ。

　注意されなかったら、うっかりそうなってたかもしれないけど。

「大だい丈じよう夫ぶだって。そんなに心配しなくても。ほどほどにするから」

　信号待ちで車が停とまると、加か賀が崎さきは「本当だろうな」とじろじろ見てくる。

　さらに、こちらにピッと指を差してきた。

「焦あせるかもしれないが、ちゃんと休めよ。無理はしないこと。息いき抜ぬきもすること。そして、勉強もしなさい。言っておくけど、お前は受験生なんだからな」

「うえー」

　嫌いやなことを思い出させる。

　アフレコにライブの練習に、受験勉強。

　仕事自体は多くないのに、なんだかいやに忙いそがしくなった気分だ。焦あせりも募つのる。

　しかし、無理してダウンすれば本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　そこは加か賀が崎さきに言われたとおりにするつもりだが……。

　思わず、ぽろりとこぼしてしまう。

「ねぇ、加か賀が崎さきさん。次のライブ、あたしたち勝てるかな……」

　勝ちたい、でも、どうやったら勝てる？　でもない。

　弱気な言葉を包むことなく吐はき出だしたのは、加か賀が崎さきの前だからだ。

　不安であることを素す直なおに伝えていた。

　いつもはテンポよく言葉を返してくれる加か賀が崎さきが、黙だまり込こむ。

　交差点を曲がりながら、静かに答えた。

「あたしは勝ち負けにこだわらず、お互たがいベストを尽つくして、お客さんを喜ばせたらそれでいいと思うんだがな」

　遠回しな否定だ。

　加か賀が崎さきだって、由ゆ美み子こたちでは分が悪いと感じている。

　その答えは当然と言えば当然なのだが、どうしても気持ちは重くなる。

　しかし加か賀が崎さきはため息を吐つき、諦あきらめたように続きを口にした。

「ま。こんなこと言ったところで、どうせお前らは無茶するんだろうが」

　お前ら、にだれが含ふくまれているかは考えるまでもない。

　無む謀ぼうだからやめとけ、とも言わない。

〝アルフェッカ〟に挑いどむこと自体は、加か賀が崎さきも止めはしなかった。

　思わずにやけそうになったが、笑っていたら咎とがめられそうだ。

　由ゆ美み子こはそっと窓の外に目を向ける。

　窓の外を流れる街灯が、月の光と重なっていた。

　それらの光と同じく、いろいろなことがぼやけたままだ。







　不安になって焦あせったところで、時間の歩みが遅おそくなることはない。

〝ティアラ〟の収録、レッスン、自主練をこなしていくうちに、あっという間に時間は過ぎ去っていく。

　気が付けば、学校も終業式を迎むかえていた。

　校長や担任の話を聞いて解散、という消化試合のような日で、正午になる前に放課後だ。

　明日から夏休み！　ということで、ホームルーム終しゆう了りよう後ごの教室は一気に賑にぎやかになった。

「よっしゃー、今日で学校終おわりー！　由ゆ美み子こ、明日から死ぬほど遊ぼうぜ！」

　クラスメイトの若わか菜なが、満面の笑えみで身体からだを揺ゆらしている。

　浮うかれる親友に、思わず釘くぎを刺さした。

「あたしら受験生でしょ。羽目外すな、って先生に言われたばっかじゃん」

「あ、そっか。なら、勉強合宿しようよ！　由ゆ美み子こんち泊とまっていい？　三日で千時間くらい勉強しようぜ～」

「……天才じゃん？　めちゃくちゃハッピーな夏休みが始まるな」

　受験勉強は憂ゆう鬱うつで仕方ないけれど、そこに友人がいれば話は別だ。

　お泊とまり会も兼かねれば楽しく、それでいてしっかり勉強できそう。

　由ゆ美み子こも若わか菜なも、だれかといっしょにいるほうが勉強が捗はかどるタイプだ。

「あ、渡わた辺なべちゃん！　渡わた辺なべちゃんも勉強会くる？」

　周りが「今日どうする？」「今日くらい遊んじゃう？」と解放感で騒さわがしくなる中、千ち佳かがするりと帰ろうとしていた。そこに若わか菜なが声を掛かける。

　千ち佳かがびくりとして振ふり返かえったあと、怪け訝げんそうな顔で尋たずねた。

「勉強会……？　いっしょに勉強するってこと？　……それって集中できるの？」

「わたしたちは割と？　テス勉べんとか結構いっしょにするね。捗はかどるよ～」

「…………。いえ、わたしは、ひとりで集中したい、から。遠えん慮りよするわ」

　千ち佳かはそのまま教室を出て行き、若わか菜なは「ざんね～ん」と唇くちびるを尖とがらせた。

「…………」

　若わか菜なは特に気にしていなかったが、由ゆ美み子こは気付いている。

　若わか菜なの手前、普ふ段だんの罵ば詈り雑ぞう言ごんは控ひかえたが、千ち佳かは明らかに何か言いたげな顔をした。

　嬉き々きとして、「あなたたちは本当に群れるのが好きね。勉強もひとりでできないの？」と煽あおってくる姿が想像できる。

　由ゆ美み子こが千ち佳かの罵ば倒とうを脳内再生していると、若わか菜ながスマホを取り出した。

「で、由ゆ美み子こ。いつなら空いてる？　今、ライブで忙いそがしいんだっけ」

　若わか菜ながカレンダーを見ながら尋たずねてくる。

　加か賀が崎さきにはあまり無理するなと釘くぎを刺さされているし、レッスンルームが空いていない日もある。受験勉強は必要なことなので、数日くらい家に来てもらっても構わないだろう。

　若わか菜なのスマホを覗のぞき込こみながら、日にちを指定しようとしたが……。

「あ、この辺はダメだ」

　若わか菜なが「ここは～？」とカレンダーを指差したので、反射的に答えてしまう。

　ここは丸々一週間、千ち佳かと同居生活の予定だ。

「あ、そ？　じゃあどの日がいいかね～」

　若わか菜なは気にした様子もなく、カレンダーを見直している。

　千ち佳かが家に泊とまりにくることは、あまり大っぴらにしたいものではない。

　なんか恥はずかしいから。

　きっと、ミントや飾かざ莉りたちにも伝えはしない。

　でも同時に、人に聞いてもらいたい話でもあった。

「若わか菜な。実はさ、この辺りの日に……」

　声を抑おさえながら、千ち佳かが一週間泊とまりにくること、それを理由込みで若わか菜なに伝えた。

　すると若わか菜なは、ぽかんとした表情になる。彼女には珍めずらしい。

　それがすぐに苦笑いに変わって、若わか菜なは顔を寄せてきた。

「由ゆ美み子こと渡わた辺なべちゃんって、なんかそういう変なの多くない？」

　否定できないのが辛つらいところだ。

　おかしなことばかりしている気がする。

　若わか菜なならともかく、千ち佳かと一週間もいっしょに過ごすだなんて。

「でもいいな～、渡わた辺なべちゃん由ゆ美み子こんちにいるのか～。わたしも遊びに行こうかな」

「いんじゃない？　渡わた辺なべ、なんか若わか菜なのこと気に入ってるし」

「えー、そ？　じゃあ本当に行っちゃおうかな～」

　ほわほわした笑えみを浮うかべて、若わか菜なは嬉うれしそうに言う。

　しかし、我に返ったように呟つぶやいた。

「でも、由ゆ美み子この家に渡わた辺なべちゃんがずっといるって、変な感じだな？」

　それには同意見である。

　なぜこんなことになったのやら。







　ちなみに。

　千ち佳かが一週間も泊とまることに関して、母からの許可はあっさり下りた。

「ねぇ、ママ。ちょっといい？」

「なあに？　あ、このチャーハンおいしいよ。ありがと～」

「そりゃよかった。あのね、今度、渡わた辺なべを家に泊とめていい？　夏休みなんだけど」

「ユウちゃん来るの？　いいよいいよ、大だい歓かん迎げい。いつでもおいでって、言っておいて～」

「あー、うん。ただね、期間がちょっと長いのよ」

「うん？　どれくらい？」

「一週間……」

「………………」

「ママ？　もしかして、ダメ？」

「……ユウちゃん、何かトラブルでもあったの？　家出とか？　お母さんと何かあった？」

「あー、いや、そうじゃないそうじゃない。実は──」

「なぁんだぁ。何かあったのかと思っちゃった。そういうことなら、大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ～。一週間でも、十日でも、一ヶ月でも。お母さんに怒おこられないなら、どれだけでもどうぞ」

「かっる……。いや、うん、ありがと……。一ヶ月はあたしが嫌いやかな……」

　といった次し第だいである。

　そして、あの「いっしょに暮らさない？」事件からしばらく経たち。

　千ち佳かが泊とまりにくる日がやってきた。

　今日からガッツリ一週間、由ゆ美み子この家で共同生活である。

　……いや、なんで？

　油断すると正気に戻もどりそうになるが、これも〝アルフェッカ〟に勝つためだ。

　何時に来てもらってもよかったのだが、千ち佳かは由ゆ美み子この母に挨あい拶さつしておきたいらしい。

　なので、本日の夕方頃ごろに来ることになっていた。

　母が仕事に出る前の時間帯だ。

「ねぇ、由ゆ美み子こ～。ユウちゃんって何時くらいに来るんだっけ～？」

「もうすぐだと思うけど」

　母は既すでにメイクを終えていて、いつでも店に向かえる状態になっていた。

　リビングでふたり、客人の到とう来らいを待つ。

　千ち佳かがこの家で一週間も寝ね泊とまりすると考えると、さすがにそわそわする。

　落ち着けるはずもなく、リビングをパタパタと見回ってしまった。

「もう、由ゆ美み子こったら～。昨日、しっかり掃そう除じしてたじゃない。ちゃんと綺き麗れいだから、落ち着いたら？　ね？　楽しみなのはわかるけど」

「た、楽しみなんかじゃないですぅ～……」

　楽しみじゃなくて、心配なだけだ。

　いくら相手が千ち佳かといえど、客を不快にさせたくない。

　それに、自分たちが無事に共同生活を送っていけるのか。

　あー、心配だ。不安だ。大だい丈じよう夫ぶかな。

「あ、来た」

　そうこうしているうちに、ぴんぽーん、とインターホンが鳴なり響ひびいた。

「はいはーい」と返事をして、由ゆ美み子こは玄げん関かんに向かう。

「いらっしゃい、わたな、べ……？」

　扉とびらを開けて、面食らった。

　そこにいたのは、大きめのボストンバッグを抱かかえた千ち佳か。

　夏らしくキャップをかぶり、Ｔシャツにゆるっとしたパンツを穿はいている。

　そこまではいい。

　問題は、彼女が気まずそうな顔をしていること。

　その原因。

　それに、由ゆ美み子こは驚おどろいていた。

「由ゆ美み子こちゃん、久しぶりね」

　千ち佳かの隣となりに、彼女そっくりの女性が立っていたのだ。

　千ち佳かをそのまま大人にしたかのような顔つきで、この暑い中でもスーツを着ている。

　渡わた辺なべは渡わた辺なべでも、千ち佳かの母であった。

「あ、ど、どうも……？　え、どうしたんですか、ママさん」

　なぜ、千ち佳かの母まで佐さ藤とう家に来ているのか。

　まさか、彼女もここに寝ね泊とまりするのだろうか。千ち佳かが心配だから、とか。

　千ち佳か、千ち佳かの母、由ゆ美み子こ、由ゆ美み子この母で食しよく卓たくを囲む、現実感のない光景が頭に浮うかぶ。

　もちろんそんなわけはなく、千ち佳かの母が深々と頭を下げた。

「千ち佳かが一週間もご厄やつ介かいになるということで、ご挨あい拶さつさせて頂ければと……。由ゆ美み子こちゃん、本当に、本当に、迷めい惑わくになったら途と中ちゆうで帰していいから……、我が慢まんしないでいいから……」

「ちょっと、お母さん！　やめてよ……！」

　千ち佳かが顔を真っ赤にして、母の肩かたを小こ突づいた。

　そりゃ親が同級生相手にこんな挨あい拶さつをしたら、そんな表情にもなる。

　ただ、千ち佳かの母がそう言いたくなる気持ちもなんとなくわかる……。

「由ゆ美み子こ～？　ユウちゃん、来たんじゃないの？　……あら？　あらあらあら？」

　玄げん関かんで立ち話をしていたせいか、由ゆ美み子この母が様子を見に来た。

　そして目を丸くしている。

　普ふ段だんはあまり動じない母も、我わが家やにあの千ち佳か母がやってきたことには驚おどろいたらしい。
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　あらあら、お久しぶりです～？　と言いながらも、不思議そうにしていた。

　由ゆ美み子この母に、千ち佳かの母はもう一度深々と頭を下げる。

「お久しぶりです。娘むすめがお世話になるということで、ご挨あい拶さつに伺うかがいました。大変なご迷めい惑わくをお掛かけしますが、どうぞよろしくお願いします。かかった食費や生活費は、あとから請せい求きゆうして頂ければと思いますので……、あ、それとこちら、つまらないものですが……」

　千ち佳かの母は、紙かみ袋ぶくろをおずおずと差し出した。

　あれは確か、結構なお値段のする和わ菓が子し屋さんの袋ふくろじゃなかったか……。

　千ち佳か母が挨あい拶さつに来たのだとわかると、由ゆ美み子この母は表情をぱっと明るくさせた。

「あらあら、そんな、よろしいのに～。だぁいじょうぶですよ、千ち佳かちゃんがいい子なのはわかってますから。あ、よかったら千ち佳かちゃんママも上がっていきません？」

　ニコニコと紙かみ袋ぶくろを受け取ったあと、手のひらを廊ろう下かの奥に向ける母。

　千ち佳かの母は、慌あわてた様子で両手を振ふった。

「あぁいえ、仕事の途と中ちゆうですので……。それでは、どうぞよろしくお願い致いたします。ほら、千ち佳か。あなたも頭を下げて」

「あ、はい……。あの、お世話になります……」

　千ち佳かはさっきからずっと顔を赤くして俯うつむいていたが、素す直なおに頭を下げた。

　開幕から、だいぶ予想外の展開だ。

　そのあと、上じよう機き嫌げんの母に千ち佳かが捕つかまっているうちに、由ゆ美み子この母も仕事の時間になった。

　彼女も名な残ごり惜おしそうに家を出て行く。

　家にふたりきりになると、ようやくほっと息を吐はいた。

「じゃ、渡わた辺なべ。この部屋、自由に使っていいから」

「ありがとう」

　準備しておいた和室に、千ち佳かを連れていく。

　きちっと整せい理り整せい頓とんして、念入りに掃そう除じして、しっかり干した布ふ団とんも運び込んである。

　一週間過ごす程度なら、不自由ないはずだ。

　荷物の整理もあるだろうと思い、由ゆ美み子こは部屋を出て行こうとした。

「佐さ藤とう」

「なに」

　呼び止められて振ふり返かえる。

　千ち佳かが真面目な表情で軽く頭を下げてきた。

「今日からお世話になるわね」

「あー……、うん」

　それがなんだか気き恥はずかしくて、由ゆ美み子こは視線を彷徨さまよわせてしまう。

　本当に、どんな状じよう況きようなんだこれは。

　そわそわする～……。そわそわするなあ……。

　湧わき上あがる妙みような感情から逃にげるように、足早にキッチンへ向かった。

「あー、変な感じ～……。落ち着かない……、とは違ちがうな。なんだろうな～、これ……」

　今、自分の家に千ち佳かがいる。

　しかも一日二日じゃなく、一週間もここに居つくなんて。

　お互たがいの家に何度か泊とまったことはあれど、ここまで長期間は初めてだ。

　千ち佳かが「暮らす」という単語を使ったのも、なんとなく理解できてしまう。

「まぁいいや……、深く考えないでおこ」

　思考から逃のがれ、由ゆ美み子こはキッチンで料理の準備を始める。

　何も考えたくないときは、家事に没ぼつ頭とうするのが一番いい。

　現げん実じつ逃とう避ひと言えなくもないが。

「佐さ藤とう、ちょっと……、ん？　ご飯作ってるの？」

　荷物の整理を終えたのか、千ち佳かがキッチンにやってきた。

　何だか、そんな些さ細さいなことでもドキッとしてしまう。普ふ段だんの生活の中に、千ち佳かが溶とけ込こみ始めている、とでも言おうか。不思議な感覚だ。

　そんなこちらの気持ちを知らない千ち佳かは、興味深そうに後ろから覗のぞいてきた。

　今にも「今日のご飯なあに？」と訊きいてきそうだ。

　さすがにそこまで子供っぽい行動は取らないようで、千ち佳かはしばらく眺ながめたあとに腕うでまくりをした。

「よし。わかった、わたしも手伝うわ」

「いい、いい。座ってな」

　軽くあしらうと、千ち佳かはいかにも不満そうな表情になる。

「そんなお客様扱あつかいしないでいいわよ。お世話になるんだから家事もやるし、ある程度は任せて頂ちよう戴だい。遠えん慮りよはなしにしましょう」

「いや、遠えん慮りよじゃないから。あんたに料理を手伝われると、逆に時間掛かかんの。家事なら手伝ってもらうつもりだけど、今はやることないから座ってな」

　邪じや魔まだからあっち行け、と指差すと、千ち佳かはぽかんとした表情になった。

　そして、険しい表情で舌打ちをする。

　おお、目つきこわ。

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。そうやってすぐにマウントを……」

「じゃあ千ち佳かちゃん、油あぶら揚あげ短たん冊ざく切ぎりにしてよ」

「た、たん……？」

「それかごぼうをささがきにして」

「サカザキ……？　人名……？」

「座ってな」

　それでようやく観念したらしい。不満そうにしながらも、すごすごと部屋に戻もどっていった。

　ちょっとかわいい。

　ちょっぴり和なごんだあとは、心を無にしていそいそと夕食の準備を進める。

　すべての調理が終わった頃ころには、ちょうどいい時間帯になっていた。

「お姉ちゃーん、ご飯できたよー」

　千ち佳かを部屋に呼びに行くと、彼女は台本を確かく認にんしていた。

　集中していたようだが、ぴょこん、と顔を上げる。

「ごはん」

　子供を通とおり越こして、小動物か何かのような反応だ。

　大人しくついてくる千ち佳かに苦く笑しようしつつ、ともに食しよく卓たくへ向かった。

「わ……！　今日は和食なのね！」

　千ち佳かがテーブル上の料理を前にして、目をパッと輝かがやかせる。

　その反応にほっとした。

　千ち佳かは家庭料理にあまり縁えんがなさそうだったし、今日は和食で攻せめてみた。

　ただ、作ってはみたものの、彼女の好みと一いつ致ちするかはわからない。

　ほら、和食って子供ウケ悪いって言うし。

　しかし、わくわくしながら席に着く千ち佳かを見ると、その心配は無用だったようだ。

　彼女は料理をぐるりと見回し、感かん嘆たんの声を上げた。

「それにしても、すごい品数。どれもおいしそうだけど、作るの大変だったんじゃない？」

「あー、うん。多いけど……。ほら、冷蔵庫の整理も兼かねてたから。明日からは普ふ通つうだよ」

　ごまかしたものの、卓たく上じようを見ると我ながら作りすぎた、と思う。

　ほかほかの五目炊たき込こみご飯、たっぷりの筑ちく前ぜん煮に、王道の肉じゃが、丁てい寧ねいに煮に付つけたサバの味み噌そ煮に、具ぐだくさんの豚とん汁じる、明めん太たい子こ入りのだし巻き卵、念のために納なつ豆とうの小こ鉢ばち、ひじきの煮に物ものにほうれん草のおひたし……。

　好きな料理がなかったらどうしよう、食べられないものがあったらどうしよう、という不安がもろに出ている。

　それなら好みを聞くなり、わかりやすいものを作ってもよかったのだが……。

　まぁ、そこは、まぁ。

　千ち佳かが喜んでいるから、いいではないか。

「「いただきます」」

　手を合わせて、早さつ速そく料理に箸はしをつけていく。

　千ち佳かが口に含ふくむまでは不安だったが、サバの味み噌そ煮にを食べたときの表情でそれも消えた。

　彼女はふわっと表情を緩ゆるませて、次々におかずを口にしていく。

　五目ご飯を頰ほお張ばって、幸せそうにしていた。

　……なんというか、まぁ。作つくり甲が斐いのある顔をしてくれる。

　こちらの頰ほおまで緩ゆるみそうになったが、堪こらえた。胸が温かくなるのも見ないふり。

「おいしい、おいしい……。佐さ藤とう、あなた料理人の才能があるわね……。本当においしい」

「大おお袈げ裟さ」

　本気で言っているだろう千ち佳かに苦く笑しようしつつ、由ゆ美み子こも卵焼きに箸はしを伸のばす。

　うん、うまい。

　千ち佳かはしばらく夢中で食べ進めていたが、途と中ちゆうではっと顔を上げた。

「待って。もしかしてこの一週間、わたしは三食こんな素す敵てきなものを食べられるの……!?」

「毎日三食作らせる気かよ。お互たがい仕事あるんだし、毎食家で食べるわけでもないでしょ」

　仕事がなくても、どうせ時間が空いたら自主練に行くだろうし。

　そう考えると、いっしょに食べるタイミングのほうが少ないかもしれない。

　場合によっては、一週間ほとんど食しよく卓たくにつかない可能性すらある。

「そっか……、それもそうよね」

　由ゆ美み子こよりも仕事のある千ち佳かには、とてもわかりやすかったらしい。

　明らかにしょんぼりしながら、豚とん汁じるを啜すすっている。

「あぁ、まあ……。晩ご飯くらいはいっしょに食べてもいいんじゃない。一食くらいなら時間の調整もできるでしょ。なんか食べたいものあったら、作ったげるよ」

　意識する前にそう言っていた。

　その途と端たん、千ち佳かは表情を明るくさせる。

　こちらに指を差し、高らかに口にした。

「あ！　佐さ藤とう、わたしアレ食べたい！　ビーフシチュー！　ビーフシチューがいいわ！」

「また地味に時間が掛かかるものを……、はいはい、気が向いたらね」

　呆あきれたように言葉を返しても、千ち佳かは既すでに話を聞いていなかった。

　幸せそうに食事を再開している。

　自分の作った料理を本当においしそうに食べ、力いっぱいリクエストまでする千ち佳かを見て、由ゆ美み子こはそっと口元を隠かくした。
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　佐さ藤とう家での一週間共同生活、一日目の夜。

　渡わた辺なべ千ち佳かは、和室でのんびりしていた。

　豪ごう華かな夕食をたらふく食べて、洗い物は千ち佳かが請うけ負おい、それらを片付けたあと。

　お風ふ呂ろを先にもらったので、由ゆ美み子こが出たあとにでも、「家事は何を手伝えばいい？」と相談しに行こうと思っていた。

　そろそろ上がったかな、とちょうど考えていたところで。

「お姉ちゃーん……？」

　襖ふすまの外から、由ゆ美み子こがおそるおそる声を掛かけてきた。

　返事をすると、すうっと襖ふすまが開かれる。

　すっぴんでパジャマ姿の彼女がそこにいた。髪かみもさらっとしたストレートで、艶つややかに揺ゆれている。普ふ段だんよりも幼く、子供っぽく見えるのが可か愛わいらしい。

　由ゆ美み子このギャル姿は落ち着きを覚えるが、これはこれでかわいいと思う。

　彼女は、おずおずとこちらの様子を窺うかがっていた。

「なに？」

「あー、うん……。部屋、入ってもいい？」

　遠えん慮りよがちに訊きいてくる由ゆ美み子こは、後ろ手に何かを持っていた。

　それが何かはわからないが、様子がおかしいのは伝わる。

「いいけど……、なんなの？」

　千ち佳かが怪け訝げんな表情で尋たずねても、ぎこちない笑えみを浮うかべている。

　千ち佳かの前にぽすんと座ったが、それでもモジモジして用件をなかなか口にしない。

「どうしたのよ……。あぁ、もしかしてお風ふ呂ろのお誘さそい？　しょうがないわね、付き合うわ」

「いや、風ふ呂ろの誘さそいでこんなんなってたら引くわ。ていうか、お互たがいもう入ったでしょ」

　呆あきれた声が返ってくる。

　それでようやく、調子を取とり戻もどしたらしい。

　由ゆ美み子こは、背中に隠かくしていたものをこちらに見せた。

「あのー……、本読み、手伝ってくんない……？」

　彼女が持っていたのは、台本だった。

　ゲーム版〝ティアラ〟のイベント、『歌声は届く、たとえ海を越こえてでも』の台本だ。

　レオンと小こ鞠まりがメインのシナリオなので、当然千ち佳かも台本はあるし、持ってきてもいる。

　しかし、彼女のお願いはよくわからなかった。

「本読み……？　でもこれ、ゲームの台本じゃない。アニメならわかるけれど、これをふたりでする必要ある？」

　アニメのようにリアルタイムの進行を控ひかえているなら、その空気を肌はだで感じたいのはわかる。抑よく揚よう、間、温度、それぞれの演技があるだろうし、自身もその影えい響きようを受ける。

　けれど、ゲームはひとりでのアフレコだ。

　疑問をぶつけると、由ゆ美み子こは気まずそうに頰ほおを搔かいた。

「やー……、実を言うと、あたしゲームのアフレコあんま得意じゃなくて。感覚を摑つかむために、できればいっしょに本読みしたいんだけど」

「…………ふうん」

　すとん、と腑ふに落ちる。

　歌うた種たねやすみは役に入り込めば入り込むほど、真価を発揮する役者だ。

　他人の演技がそばにあるかどうかは、彼女にとって相当重要なはず。

　ファントムのとき、森もりや大おお野のが別べつ録どりの由ゆ美み子こに付き合ったのも、そういった要素が大きいから。

　ムラがあると言えばそれまでだが、とても切り捨てる気にはなれない。

　それほどまでに、役に入り込んだときの彼女は──。

「……わかった、付き合うわ」

　鞄かばんから台本を取り出す。

　すると、由ゆ美み子こは前かがみになって意外そうな声を出した。

「やけに親切じゃん。渡わた辺なべが素す直なおに手伝ってくれると、それはそれで怖こわいんだけど」

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。なぜ素す直なおにありがとうと言えないの？　可か愛わいげを見せると死ぬ病気？　愛あい嬌きようをどこかに落としてきたのかしらね」

「そっくりそのまま返すわ、その言葉。鏡見てんの？　突とつ然ぜんの自じ己こ紹しよう介かいやめてくんない？」

　由ゆ美み子こは呆あきれながら、台本を開いた。

　どこから？　と尋たずねると、由ゆ美み子こはそばに寄ってくる。

　肩かたをくっつけて千ち佳かの台本をぺらぺらとめくり、指を差した。

「こっからお願いしていい？」

「えぇ。……ん、んん」

　声の調子を整えながら、千ち佳かは台本に目を落とす。

　おおよそ中ちゆう盤ばんあたり。レオンと小こ鞠まりがレッスン中に大おお喧げん嘩かする場面だった。

　新ユニットを結成し、いがみ合いながらも何とかやってきたふたりだったが、ここで本格的な仲なか違たがいを起こしてしまう。

　ふたりの感情がぶつかり合う、大事なシーンだ。

　千ち佳かは唇くちびるに指を押し当て、そのシーンを頭に思おもい浮うかべていく。

　演技のスイッチを入れた。

「はっ……。もうやってらんない。帰る。あんたの顔なんて、二度と見たくない。どうにでもなればいいのよ」

　普ふ段だんの小こ鞠まりが見せる、喚わめくような怒いかりの表現ではない。悲しみと失望が混ざった声を出す。

　投げやりでありながら、声に涙なみだを滲にじませ──、るまではいかず、わずかに感じられるくらいに調節する。語ご尾びは、少しだけ震ふるわせて。

　次はレオンのセリフだが、由ゆ美み子こがわずかに息を吞のむのがわかった。

　けれど、気を取り直したように口を開く。

「そんなに嫌いやか、わたしとユニットを組むのが」

「嫌いやに、決まってるじゃない。わたしは……、わたしは！　アイドルになるために、ここに来たんじゃない！　女優よ！　世界一の女優になるために、ここに来た……っ！　なのになんで、こんなふうに縛しばられなきゃいけないのよ……ッ！」

　本気で声に感情を乗せる。

　由ゆ美み子こが求めているのは、本番さながらの空気だからだ。

　それに応えるように、由ゆ美み子この演技も熱を帯びていく。

「でもお前は……、今は、アイドルだろう。逃にげ出だすつもりか。投げ出すつもりか。まずは、このライブを成功させることを……」

「うるさい！　うるさいうるさい！　あんたなんかに、何がわかるっていうのよッ！」

　激しい口論の末、小こ鞠まりは部屋を出て行ってしまう。

「どうしたって言うんだ……。なぜ、今日に限って……」

　部屋に残されたレオンが、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　普ふ段だんと様子の違ちがう小こ鞠まりに、らしくなく動どう揺ようしていた。

　そこまでは上う手まくいったが、ここからは様子を見に来た社長とレオンの会話が始まる。

　このシーンにはもう、小こ鞠まりは出てこないのだが……。

「あぁもう、荒あれてるわねぇ……。レオン、大だい丈じよう夫ぶ？　随ずい分ぶんと険悪そうだったけど」

　社長のセリフを千ち佳かが口にすると、由ゆ美み子この表情がぱっと輝かがやいた。

　いいの？　と目が語っている。

　やってあげるから続けなさい、と視線を返すと、由ゆ美み子こは嬉うれしそうに台本へ戻もどった。

「……社長。小こ鞠まりの奴やつ、何かあったんですか」

「うん……。実はあの子、有名ドラマの一次オーディションに受かったの。すっごく良いい役。でも、オーディション最終日が〝リブラ〟のライブと被かぶっててね。諦あきらめるしかなくて」

「馬鹿者が……。だからあんなふうに……。──社長。このライブ、わたしだけが出るわけにはいかないでしょうか」

「……珍めずらしいわね。プロ意識の高いあなたが、そんなこと言うなんて。プロ失格よ」

「そうでしょうね。反論はしないし、条件があるなら吞のみます。だから、小こ鞠まりを行かせてやってはくれませんか」

「あなた、小こ鞠まりにはアイドルの才能があるって言ってたじゃない。いいの？」

「よくはないです。小こ鞠まりは〝ティアラ〟に最も近いアイドルですから。すべてにおいて、わたしより上……。ですが、夢は叶かなえるものです。わたしがアイドルになれたように、あいつにも夢を叶かなえてほしい。あいつなら、本当に大女優になれるだろうしな……」

　今までずっと押し隠していた、レオンの本音が漏もれていく。

　普ふ段だんはどこか冷たく、低いレオンの声がやさしい熱に溶とけていった。

　穏おだやかで、遠くを見ていて、でもどこか寂さびしそうな、そんな声。

　由ゆ美み子こは見事に、海うみ野のレオンの感情を声だけで表現していた。

「………………」

　台本を持つ由ゆ美み子こに、目をやる。

　本当にこの子は、底知れないものを持っている。

　台本に集中している彼女の姿に、千ち佳かは目を奪うばわれていた。

　いや、心さえも。

　歌うた種たねやすみの演技をこうして感じられる。

　そのことに喜びを覚えてしまう程度には、千ち佳かは彼女の演技に惹ひかれていた。

　しかし、きりのいいところまで進んだからか、由ゆ美み子こがぱっと顔を上げる。

　頰ほおを緩ゆるませながら、気の抜ぬけた声を出した。

「渡わた辺なべが家にいると、便利でいいなあ」

「なにそれ。口説いてるの？　それならもうちょっとマシな文句を考えなさいな」

　便利グッズ扱あつかいされたのが腹立たしいので、適当に混ぜっ返す。

　すると、由ゆ美み子こがむっとして唇くちびるを尖とがらせた。

「そういうんじゃないから。あんたはすぐそうやって減らず口を……、まぁでも、助かったよ。ありがとう。だいぶ感覚を摑つかめた」

　思った以上に成果があったのか、素す直なおにお礼を言ってくる由ゆ美み子こ。

　あれだけの演技をきちんと収録で再現できれば、きっと問題ないはずだ。

　千ち佳かは軽く手を振ふって答える。

「いえ。わたしも学ぶものが多かったわ」

「そ？」

　千ち佳かは由ゆ美み子こと違ちがって、ゲーム収録を苦手と思ったことはない。

　自分のペースでできるのが好ましいし、集中力も高まる。

　その考えは変わらないが、こうして本読みで調整できるのは確かによかった。

　自分も一家に一人、歌うた種たねやすみが欲ほしいかもしれない。

　料理もできるし。

　千ち佳かがそんなことを考えていると、由ゆ美み子こは台本の表紙を愛いとおしそうに撫なでた。

　視線を落としたまま、静かに口を開く。

「このシナリオ、あたしは結構意外だったんだよね。レオンが小こ鞠まりのことを、そんなふうに考えているとは思わなくてさ」

　由ゆ美み子こが先ほど演じた部分のことだろう。

　千ち佳かもそれには同意見だった。

「そうね。小こ鞠まりの気持ちも意外だったわ。ふたりがいがみ合うところは何度も見てきたけど、結局、どちらも相手を羨うらやんでいて、ないものを欲ほしがっていたなんて」

　犬けん猿えんの仲で、いつも口くち喧げん嘩かばかりのレオンと小こ鞠まり。

　どうしてもアイドルになりたかったレオンと、アイドルは通過点だと断言する小こ鞠まりが、わかり合えるわけがない。

　しかし、レオンは才能溢あふれる小こ鞠まりを高く評価していて、「あんなふうになりたかった」と羨うらやんでおり、小こ鞠まりは小こ鞠まりで、レオンのような格好いい女性に憧あこがれていた。

　お互たがいの気持ちがこのシナリオで明らかになり、レオンは小こ鞠まりのためにひとりでライブに出ようとする。

　その姿に、由ゆ美み子こは思うところがあるようだった。

「なんていうか、レオンの大事にしてるものがよく見える話じゃん？　小こ鞠まりとの関係は大切だったんだなってわかるシナリオでさ。クライマックスの展開もすごくいいし……。だから、いつも以上にいい演技がしたくて」

「……そうね。その気持ちは、わかるわ」

　自分たち声優は、キャラクターに声を吹ふき込こむ。感情を吹ふき込こむ。

　それによって、キャラを活いかすことも、殺すこともできてしまう。

　大事なシーンだから絶対にいい演技をしたい。その気負いは強く共感できる。

『ティアラ☆スターズ』はまだ始動したばかりで、ユーザーに届いていないコンテンツも多いが、アニメやゲーム、ライブで千ち佳かたちがキャラに触ふれている時間は長い。

　自然と、思い入れが強くなる。

　より良く演じたい、と感じるのはとても自然なことだった。

「クライマックスのシーンは、まだ録とってないんでしょう？」

「うん。それまでには仕上げる。きっちり決めないと、レオンに悪い」

　確かめるように呟いてから、由ゆ美み子こは照れくさそうに笑った。

　あどけない、可か愛わいらしい女の子の笑え顔がお。

　普ふ段だんよりも幼く見えるやさしい微ほほ笑えみに、千ち佳かは思わず口を開いた。

「佐さ藤とう。あなたやっぱり、すっぴんのほうがかわいいわよ」

「な、なに急に……。前も言ったけど、それ誉ほめ言葉じゃないから。嬉うれしくないっつーの」

　そうは言いながらも、照れているように見えるが。

　由ゆ美み子この髪かみに手を伸のばすと、さらっとした感かん触しよくとシャンプーの香りがふわりと浮うかぶ。

　なんとなく触ふれてみたが、由ゆ美み子こはジトっとした目を向けるだけで何も言わない。

　きっと彼女は、レオンに恥はじぬよう完成された演技を見せるのだろう。

　魂たましいの籠こもった声をレオンに吹ふき込こむはずだ。

「……また本読みがしたければ、いつでも来なさい。付き合うから」

　髪かみから手を離はなしたあと、自然とそう言っていた。

　由ゆ美み子こはきょとんとした顔を見せたあと、口を曲げて答える。

「あんたがこうもやさしいと、もはや不気味なんだけど。なに企たくらんでんの？　おっぱい揉ももうとしてる？」

「出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。本当に揉もみまくってやろうかしら」

　彼女の豊かな胸に手を伸のばすが、ぱしん、と叩たたき落おとされてしまった。

　別に、親切心で言ったわけじゃない。

『歌声は届く、たとえ海を越こえてでも』は、歌うた種たねやすみと同じく、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひの演技も重要だ。

　千ち佳かだって、満点以上の演技を見せなければ小こ鞠まりに申し訳が立たない。

　いや。

　小こ鞠まりと──、歌うた種たねやすみに。

　そんな気持ちを抱いだきつつも、「わたしも本読みをしたいから、いっしょにやりましょう」と言わないのは、最後の意地だ。







「……んぁ」

　アラーム音がピピピ、と鳴なり響ひびき、千ち佳かはもぞもぞとスマホを手た繰ぐり寄よせる。

　気だるげに瞼まぶたを開けて、その視界に困こん惑わくした。一気に目が覚める。

　どこだ、ここは。

「……あぁ。佐さ藤とうの家ね」

　ゆっくりと身体からだを起こして、ぼんやりとした頭で反はん芻すうする。

　見慣れない部屋に戸と惑まどったが、アラームを切っているうちに思い出してきた。

　今日は佐さ藤とう家での共同生活、二日目。

　その朝。

　身体からだはまだ睡すい眠みんを欲ほつしていたが、今日は由ゆ美み子こと朝からレッスンに行く予定だ。

　あくびを嚙かみ殺ころしながら、部屋を出る。

「あ、お姉ちゃん起きた。おはよ」

　目を擦こすりながらキッチンに行くと、エプロンを付けた由ゆ美み子こが声を掛かけてきた。

「おはようう……」

　ぼんやりした声を返すと、由ゆ美み子こは苦く笑しようを浮うかべる。

「コーヒー……、や、カフェオレでも飲む？」

「飲む……」

「はいよ」

　返事をすると、由ゆ美み子こはより笑えみを深める。

　座って待っていると、間もなくテーブルにアイスカフェオレが置かれた。

　それをありがたく頂くと、冷たくて甘めのカフェオレが身体からだの中に染しみ込こんでいく。

　おいしい……。

　ゆっくりと飲みながら、パタパタと動く由ゆ美み子こを見やる。

　どうやら、朝ご飯を作っているらしい。

　料理で千ち佳かの出る幕はないし、後片付けはこちらがやろう。

　だから今は、のんびりカフェオレを頂く。

　なんかいいな、こういうの……。

「あ、ユウちゃん起きたんだ」

　ぼうっとしていたら第三者の声が聞こえて、さすがに頭が覚かく醒せいした。

　由ゆ美み子この母だ。

　廊ろう下かからぴょこん、と顔を出していた。

　仕事から帰っていたようで、メイクを落として部屋着に着き替がえている。

　さすがに、彼女にまるきり寝ね惚ぼけた姿を見られるのは恥はずかしい。

「お、おはようございます」

「はーい、おはよ～。やーん、ユウちゃんパジャマかわいいね～」

　ニコニコしながら、のんびりとした声を上げる由ゆ美み子こ母。

「わたしも、ユウちゃんといっしょにご飯食べたくてね。ご一いつ緒しよしていーい？」

「は、はい……。あ、顔洗ってきます……」

　洗面所に向かうために、そそくさと立ち上がる。

　由ゆ美み子この母は、今から夕食を食べるようだ。

　昨日の料理を温めようとして、驚おどろいた声を上げている。

「わ、由ゆ美み子こ。ユウちゃん来るからって張り切りすぎよ～。こーんなに作って。食べ切れないじゃない。そんなにユウちゃん来るのが嬉うれしかったの？」

「そういうんじゃないからっ。もう、ママやめてよ」

　何やら、小声で言い争っている。

　普ふ段だんは見せないような顔で、由ゆ美み子こは母親と言葉を交かわしていた。

　やはりみんな、親を前にすると違ちがう顔になるらしい。

　それはきっと、自分だって同じなんだろう。

「……………………」

　それはそうとして。

　いくら何でも、昨日の夕食は品数が多かった。

　どうやら由ゆ美み子この母が言げん及きゆうしているようだし、イレギュラーだったのは間ま違ちがいない。

　由ゆ美み子こはしらばっくれていたが、さすがに気付く。

　あれだけの料理は、だれのためか。何のためか。

　それがわからないほど、千ち佳かも鈍どん感かんではない。

「本当に……」

　赤くなった顔を手で扇あおぐ。

　この状じよう況きように適した言葉が頭に浮うかんだが、あまりに恥はずかしいのでさっさと打ち消した。

　あぁまったく。先が思いやられる……。







　朝ご飯も素す晴ばらしかった。

　チーズたっぷりなうえに、具ぐだくさんのピザトーストが最高だった。ちょっとしたサラダとコーンポタージュまでついてきて、まるでお店のモーニングのようだ。

　朝から夢中で食べてしまった。本当、おいしかった……。

　由ゆ美み子この母がニヤニヤした笑えみを浮うかべて、「由ゆ美み子こ～？」「いや、何も言わないで……」といったやりとりをしていたが、それは見ないふりをしておく……。

　由ゆ美み子こ母の温かい視線がむず痒がゆい……。

　大満足の朝食を済ませたあと、ふたりで家事を終わらせてから佐さ藤とう家を出た。

　今日はライブのユニット練習。〝オリオン〟のメンバー全員参加のダンスレッスンだ。

　レッスンルームに着くと、既すでに飾かざ莉り、纏まとい、ミントが柔じゆう軟なん体操をしていた。

　そこにトレーナーが加わって、ユニット練習が始まる。

「……………………」

　トレーナーの指示どおり身体からだを動かしながら、千ち佳かは周りのメンバーに目を向ける。

　レッスン自体はとても順調だった。

「うん！　ミントちゃん、よく動けてるね！　ケガも大だい丈じよう夫ぶそうだし、安心したよ」

「当然ですよ！　前回はオクレをトリましたが、今回は皆みなさんを引っ張っていきますからね！　安心してついてきてください！」

　トレーナーから褒ほめられ、ミントはふふん、と鼻息を荒あらくした。細い身体からだで胸を張る。

　それを見ていた由ゆ美み子こがススッと飾かざ莉りに近付き、こっそり耳打ちした。

「飾かざ莉りちゃんもよく動けてるよ。上達してるしてる」

「は～？　なにその妙みようなフォロー。上から目線でムカつくしぃ」

「やー、飾かざ莉りちゃんも褒ほめてほしいのかなって」

「大きなお世話。本当にそういうのやめてくれない～？」

　小声でつつき合っている。

　あれが由ゆ美み子この言うフォローなのか、ただじゃれているのかはわからないが、人間関係は良好そうだ。

　飾かざ莉りも由ゆ美み子こ相手だと、随ずい分ぶんと肩かたの力を抜ぬいている。

「や、御お花はなさんもすっごくいいよ！　前より動きがだいぶよくなってる。みんな、次のライブ頑がん張ばろう！　って気き迫はくが感じられて、トレーナーとしては嬉うれしい限りだよ」

　由ゆ美み子こたちの会話が聞こえていたのか、トレーナーがそう声を上げる。

　飾かざ莉りは驚おどろいた顔をしたあと、由ゆ美み子こを見た。

　由ゆ美み子こが笑っているのを見て口を曲げたが、ぼそりと呟つぶやく。

「……ま、いっぱい練習してないと、なに言われるかわからないので～」

　憎にくまれ口ぐちを叩たたいているのも、きっと照てれ隠かくしだ。

　ユニット内の空気はむしろ良いい、と千ち佳かは感じた。

　ライブへの士気は高いし、モチベーションも十分にある。

　ただ。

「じゃ、今日のレッスンはここまで！　でも、自主練したい人は残ってもいいよ！」

　そうトレーナーが締しめ括くくり、挨あい拶さつを交かわしながら部屋を出て行った。

　そのあと、残った五人は顔を見合わせる。

「わたしも失礼します。お疲つかれ様さまでした」

　真っ先に頭を下げたのは、纏まといだ。

　彼女も一いつ生しよう懸けん命めいレッスンに励はげんでいたので、荒あらい息で汗あせを拭ぬぐっている。

　千ち佳かも由ゆ美み子こも疲つかれてはいるものの、せっかく来たので自主練してから帰るつもりだ。

　かといって、帰る纏まといを責めるつもりは毛頭ないが……。

　それに、ミントが言げん及きゆうしてしまう。

「む。羽は衣ごろもさんはもうお帰りですか？　わたしは自主練をやっていきますよ！　まだまだ頑がん張ばれますからね！」

　体操服にダラダラ汗あせを染しみ込こませながら、ミントが腰こしに手を当てている。

　それに纏まといはピリッとした表情を見せ──ることなく、わずかに唇くちびるをニヨっとさせた。

　まぁ気持ちはわかる。

　大人ぶっているときのミントは、いろんな意味で愛らしい。

　あんなことを言えば険悪な空気になってもおかしくないが、そこはミントのキャラだろう。

　あと多分、纏まといはミントのことがだいぶ好きだ。

　微ほほ笑えましい、という表情を必死で押し隠しながら、纏まといは口を開く。

「今日はかなりの時間、レッスンをしましたから。これ以上はオーバーワークになりかねません。ミントちゃ……、双ふた葉ばさんもあまり無理しないほうがいいですよ」

　纏まといがそう答えると、ミントはすぐさま反論しようとした。

　しかし、由ゆ美み子こがミントの肩かたに手を置き、「まぁまぁ」と止める。

「自主練は個人の自由だから。それより、ミント先せん輩ぱいも帰ったほうがいいよ。纏まといさんの言うとおり、練習時間も長かったし、もう遅おそいしさ。程ほど々ほどに抑おさえるのも大事だよ」

「む……。まぁ、歌うた種たねさんがそこまで言うなら。しょうがないですね、従ってあげます」

　ミントも矛ほこを収めてくれて、纏まといといっしょに帰って行った。

　飾かざ莉りは、「せっかくバイトを休んだから」と自主練をやっていくそうだ。

　なんだかんだ言いつつも飾かざ莉りは熱心に練習しているし、ミントも由ゆ美み子こがブレーキを踏ふむくらい頑がん張ばっている。ユニット内の熱は高かった。

　このままでも、十分なパフォーマンスはできるだろう。

　けれど、本気で〝アルフェッカ〟に勝ちたいのなら。

　纏まといの協力は絶対に不可欠だ。

「……飲み物、買ってくるわ」

　休きゆう憩けい時間に水分補給しようとしたら、ペットボトルが空になっていた。

　ふたりに一言伝え、部屋から出て行く。

「どうしたものかしら……」

　自じ販はん機きコーナーに向かってとぼとぼ歩き、ひとりごちる。

　まずは、羽は衣ごろも纏まといと話をすべきだ。

　纏まといに一番近いのは、千ち佳かだ。彼女が持つ荷物を減らせるかもしれない。

　それができるのは、〝オリオン〟の中ではきっと自分だけ。

「でも、どうすれば……？」

　わかってはいても、実行に移せるかは別問題。

　由ゆ美み子こに格好つけて、「羽は衣ごろもさんのことは任せてほしい」と口にしながらこの体ていたらく。

　しかし元々、自分は人と交流することが苦手だ。

　由ゆ美み子こを観察していろいろ学んでみたものの、彼女のように上う手まく話せるわけもなし。

　さて、どうしたものか……。

「──ぐえっ」

　うーん、と唸うなっていると、突とつ如じよ後ろから強い衝しよう撃げきに襲おそわれた。背中への強打だ。

　完全な不意打ちを喰くらい、お腹なかの奥から潰つぶれた声が飛び出る。驚おどろきと痛みがすごい。

　こんなバイオレンスなことをしてくる相手は、ひとりしか思いつかない。

「……高たか橋はしさん。なぜ、無言でタックルしてきたの……？」

　事務所の後こう輩はい、高たか橋はし結ゆ衣いが千ち佳かの腰こしに抱だき着ついていた。

〝アルタイル〟のレッスンで見慣れた、中学の体操着姿だ。

　袖そでを肩かたまでまくり上げ、裾すそは縛しばってあるので、日に焼けていない肩かたとお腹なかが見えている。

　汗あせで額に髪かみが張り付いていた。

　彼女はえへー、と頰ほおを緩ゆるませながら口を開く。

「おはようございます、夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい！　高たか橋はし、夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいにやめろって言われたので、叫さけばずにタックルしてみました！」

「悪意のありすぎる解かい釈しやく……、抱だき着つくのをやめてって言ってるのよ……。だれも無言で突つっ込こんでこいとは言ってない……」

　身構えることもできないので、むしろ性た質ちが悪い。

　もちろん本気でそう解かい釈しやくしたわけではなく、結ゆ衣いは単にじゃれているだけだ。

　彼女はなぜか、千ち佳かにやたらと懐なついている。

　まとわりつく姿は子犬のようだと思えなくもないが、何事にも限度がある。

「〝オリオン〟もレッスンだったんですね！　〝アルフェッカ〟も全員集合してますよ！　みんなでレッスンって、テンション上がりますよね！」

「あぁそう……。あの、高たか橋はしさん、離はなれて……？」

　なぜか腰こしに手を回したまま、結ゆ衣いは話を続ける。

　平然とこの状じよう況きようを維い持じしないでほしい。

　ぺったりと背中にくっつき、結ゆ衣いは肩かたに顎あごを載のせてくる。

　千ち佳かと結ゆ衣いはそれほど身長が変わらないので、くっつかれると普ふ通つうに重い。

　というか鬱うつ陶とうしい。

　あと声がうるさい。

「暑苦しいから。離はなれなさい」

　さすがに嫌いや気けが差し、身体からだを離はなそうとする。

　すると、結ゆ衣いはすぐ近くで「ふーん？」と怪あやしい笑えみを浮うかべた。

「えー？　嫌いやなら引ひき剝はがしてくださいよー。高たか橋はし、そんなに力入れてないですよ。どうぞ、腕うでを外してください？」

「あなたね……、あぁもういい。それなら自分で……、かったっ！　手ガッチガチじゃない！　ぐ、ぐぐぐ……っ！　こんなの絶対外れない……っ！」

「ふふ、夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい、意外と非力ですよね……。かわいい……。わたしの中で必死に抗あらがう夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい、なんかこう……、いいですよね……」

「こっわ！　もうやだこの子、普ふ通つうに怖こわいのよ……！　高たか橋はしさん！　これ以上するなら、わたしはあなたのことを嫌きらいになるわよ！」

「あごめんなさい嫌きらいにならないでください冗じよう談だんです」

　千ち佳かが伝家の宝刀を取り出すと、結ゆ衣いは脱だつ兎とのごとく離はなれた。

　焦あせったような笑えみを浮うかべる結ゆ衣いに、千ち佳かは冷ややかな目を向ける。

　はあ、とため息を吐ついて、千ち佳かは再び廊ろう下かを歩き出した。

　案の定、結ゆ衣いはちょこまかとついてくる。

「夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい、夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいっ。もしかして飲み物ですか？　高たか橋はしもご一いつ緒しよします」

「断ってもついてくるんでしょうね、あなたは……。別にいいけれど、あまりやかましくしないで頂ちよう戴だい」

「了りよう解かいです！」

「声でか……、ぜんぜん人の話聞いてない……」

　再度ため息を吐つき、横並びで自じ販はん機きコーナーに向かう。

　ニコニコしている結ゆ衣いは、警けい戒かい心しんの欠片かけらもない。

　纏まといと違ちがって彼女なら、「お話でもしましょう？」と誘さそえば、大はしゃぎでついてくるだろう。

　そこでふと思いつき、結ゆ衣いに尋たずねてみた。

「ねぇ高たか橋はしさん。ちょっとした質問なのだけれど。話を聞いてみたい相手がいたとしたら、あなたならどうやって声を掛かける？」

「はい？　お話ですか？」

　結ゆ衣いは意外そうにしたあと、満面の笑えみで自身を指差す。

「もしかして高たか橋はしですか？　高たか橋はしならいつでも大だい丈じよう夫ぶです！　夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいなら、いくらでもしゃべりますよ！　何が訊ききたいですか？　尊敬している先せん輩ぱい？　夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいです！」

「声うるさ……。なんで、そんなにひとりで盛り上がれるの……？　あなた相手だったら、こんな相談しないでしょうに。別の人よ。仕事仲間」

「ちぇー。高たか橋はしも仕事仲間なんですけどねー」

　結ゆ衣いも本気で言ったわけではないようで、残念そうにしたあと腕うでを組んだ。

　両目を瞑つぶって、大きく首を傾かしげる。

「話の度合いにもよりますけど、高たか橋はしならお茶やご飯に誘さそってみますかね？」

「まぁその辺が妥だ当とうよね……」

　実際に千ち佳かは、結ゆ衣いにお茶もご飯も誘さそわれたことがある。

　由ゆ美み子ことは何度かいっしょに行ったこともあるらしい。

　落ち着いて話をしたいなら、そうすべきだろう。

　廊ろう下かでちょっと、という内容でもない。

　それはわかるものの、千ち佳かにとってハードルが高いのも事実。

『羽は衣ごろもさん、お茶でも行きませんか？』

　なんて言葉、絶対に自分の口からは出てこなさそうだ。

　それに、由ゆ美み子こは前回のファミレスでは纏まといを上う手まく丸め込んでいたが、千ち佳かにはとてもできない。

　体ていよく断られるのがオチだ。

「どうやって誘さそえばいいんでしょうね……」

　つい、そんなことを呟つぶやいてしまう。

　すると、結ゆ衣いがふにゃっとした顔でこちらを見た。

「うーん、夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいがそういうの苦手なのは高たか橋はしでもわかりますよ。だからもう、夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいらしくストレートでいいと思います」

「わたしらしく？」

「はいっ。もう直球勝負、相手にどう思われようが知らね～！　ってストレートです！」

「あなた、わたしのことをそんな目で見ていたの？」

　何気に……、というか、この後こう輩はいは基本無礼である。

　とはいえ、その言葉は腑ふに落ちた。

　自分があれこれ考えたところで、由ゆ美み子このような振ふる舞まいができるはずもない。

　ならば、自分ができることをやるべきだ。

「高たか橋はしさ、ん……？」

　いいきっかけになった結ゆ衣いにお礼を言おうとしたが、なぜか結ゆ衣いはこちらをじぃっと見つめていた。

　その目がやけに黒く見える。

「ところで。夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいが話を聞きたい人、仕事仲間って言ってましたよね」

「えぇ、まぁ……」

「夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい、普ふ段だんはそんなこと考えないのに。きっと必要だから、そうするんでしょうね。ということは、〝ティアラ〟の関係者だと思うんですね。リーダーとしての責務からじゃないでしょうか。つまり相手は、羽は衣ごろもさんか御お花はなさんあたりじゃないですか？」

　こわ。

　きっちり当てないでほしい。

　抑よく揚ようのないトーンで、淡たん々たんと詰つめてくるから余計に怖こわい。普ふ段だんとのギャップが強いだけに。

　結ゆ衣いはグググ……、と顔を近付けてくる。黒い目のままで。

「高たか橋はしも連れて行ってもらったことないのに……、ほかの女は誘さそうんですね？」

「……………………」

　こわい。なんなの。

　何目線？

　なんで、ただの後こう輩はいにこんな詰つめられなきゃいけないの……。

　突つき刺ささってくる視線に耐たえ切きれず、思わずこんなことを口走ってしまう。

「わかったわよ……、いずれ高たか橋はしさんも誘さそうから」

「本当ですか!?」

　途と端たん、ぴょこんと跳はねて黒いオーラも消えていく。

　やった、やった、絶対ですよ！　とはしゃぐ結ゆ衣いに、ため息をひとつ。

　余計な荷物を抱かかえてしまった。

　とはいえ、そこまで悪い気もしない。

「高たか橋はしさん、どれ飲む？」

　自じ販はん機きの前までやってきたので、結ゆ衣いに尋たずねる。

　結ゆ衣いは驚おどろいて、両手を大おお袈げ裟さに振ふった。

「い、いいですいいです、そんな……」

「この程度で遠えん慮りよしなくていいから。一応、事務所の後こう輩はいなのだし」

　呆あきれながら言うと、結ゆ衣いは嬉うれしそうにふにゃっとした顔になった。

　えへへ、と笑いながら、彼女はスポーツドリンクを選ぶ。

　それを宝物のように抱かかえた結ゆ衣いと、廊ろう下かを戻もどっていった。

　すると結ゆ衣いは、ニコニコしながらすり寄ってくる。

「夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいって、昔に比べるとだいぶ雰ふん囲い気き変わりましたよね」

「そう……？　昔、がどこを指しているかはわからないけれど」

「高たか橋はしが事務所に入ったばかりの頃ころですかね？　一年以上前です。あの頃ころの夕ゆう陽ひ先せん輩ぱいは、正直近寄りがたくて、ちょっと怖こわかったです」

「そうかしら……？」

　それを本人に言うんだから、結ゆ衣いも大した度胸だ。

　千ち佳か自身は意識したことはないが、何か変化があったのだろうか。

　もし本当に、変化があったとするならば。

「お、渡わた辺なべー。っと、結ゆ衣いちゃん。結ゆ衣いちゃんもレッスンだったの？」

　廊ろう下かに出ていた由ゆ美み子こが声を掛かけてくる。

　そして、その表情がにやっとしたものに変わった。

　こっちを見ながら、バカにしたように言う。

「ユウが帰ってくるの遅おそいから、迷子になってるんだろうな、と思ってたけど。結ゆ衣いちゃんに先導してもらってたのね」

　そのからかう口調に、瞬しゆん時じにイラッとする。

　考えるよりも先に、言葉を返していた。

「迷子なんてなるわけないでしょうに。そうやって人を子こ供ども扱あつかいして、優位に立ったつもり？　年ねん齢れいの高さしか誇ほこれない、愚おろかな老害のようね。そうなる予定だからって予行練習？」

「は？　ちょっと子こ供ども扱あつかいされただけでそんだけキレんの、図星ってことじゃないの？　怒おこっちゃったんでちゅか～？　こわいでちゅね～」

「出たわ！　あなたのそういうところ、本当に嫌きらい……！」

　少し切り込みが入っただけで、罵ば倒とうの洪こう水ずいがドバッと溢あふれてくる。

　どれだけ繰くり返かえしても、本気で苛いらつくのだから不思議なものだ。

　罵ば詈り雑ぞう言ごんをぶつけ合っていると、結ゆ衣いがくすっと笑ってその場を離はなれていった。

　──結ゆ衣いが言うように、何かが変わったというのなら。

　それはきっと、由ゆ美み子この影えい響きよう──かもしれないし、そうでないかもしれない。

　まぁちょっとは、少しくらい、ある、かも。

　おそらく、たぶん、きっと。







　佐さ藤とう家の共同生活、四日目。

　既すでに折り返しに入った一週間共同生活だが、千ち佳かは思うところがあった。

「佐さ藤とう。ちょっといいかしら」

　夕食の最中、由ゆ美み子こにそう尋たずねる。

　ちょうど彼女はあぐ、とスプーンを口に入れているところだった。

　もぐもぐ、と口を動かしたあと、軽く首を傾かしげる。

　髪かみを後ろで括くくっているので、尻しつ尾ぽがふわっと揺ゆれた。

「どったの。カレー、あんまりおいしくなかった？」

「いえ。このカレーは最高よ。めちゃくちゃおいしい。家カレーが一番ってよく聞くけど、こういうことなんだなって実感したわ。コクがあるのにサッパリしているのが不思議」

「トマト缶かん放り込んでるからね。これ、ばーちゃんのレシピでさ」

　カレーを褒ほめると、由ゆ美み子こは心から嬉うれしそうにしていた。

　彼女は料理を褒ほめられたとき、とてもやわらかい表情をする。

　こういうところは、素す直なおに可か愛わいらしいと思うのだけれど。

　今日の晩ご飯は、カレーライス、マカロニサラダ、ミネストローネ。

　このカレーがとにかくおいしいことは由ゆ美み子こに伝えたが、マカロニサラダとミネストローネも渋しぶい活かつ躍やくをしている。

　どっちもおいしい……。名めい脇わき役やく……。素す敵てき……。

　いや、料理に心を奪うばわれている場合ではない。

　問題視しているのはこの状じよう況きようだ。

「佐さ藤とう。わたしたちって、結束を高めるために共同生活をしているわけじゃない」

「そうね。めくるちゃんと花はな火びさんみたいな関係を目指して、ってことだったと思うけど」

「そう。そして、そんな生活も折り返し地点を過ぎたけれど。……なにか、変わった？」

　千ち佳かの問いに、由ゆ美み子このスプーンがぴたりと止まる。

　ゆるゆると皿に戻もどして一考。

　そうして、答えを口にする。

「……いや？」

「そうよね？」

　問題はそこだ。

　せっかく共同生活をしているのに、関係が変化した感かん触しよくがない。

　それというのも、この生活が意外にも上う手まくいっているのが原因だと思う。

　普ふ段だんあれだけキャンキャン言い合っている間あいだ柄がらだ。四六時中いっしょにいれば、大おお喧げん嘩かに発展することも覚かく悟ごしていた。

　旅行で親友同士の友情が崩ほう壊かいした、なんてよくあるらしいし。

　友達と旅行に行ったことないから知らないけど。

　しかし、今のところ特にトラブルはない。むしろ穏おだやかに暮らしている。

　結果、プラスもマイナスもない、という状じよう況きようだ。

「あー、でも。本読みできるのは嬉うれしい」

「それはまぁ……。でもそれは、いっしょに住まなくてもできることでしょうし」

　あの日から、夜な夜なふたりで台本を読み合っている。

　非常に有意義な時間ではあるが、ひとつ屋根の下じゃなくてもできることだ。

　結束を強めることにはなりえない。

　なので。

「……それで、この状じよう況きよう？」

　由ゆ美み子この声が反はん響きようして聞こえる。

　ぴちゃん、ぴちゃん、と小さな水音も響ひびいていた。

　千ち佳かはシャカシャカと髪かみを洗いながら答える。

「えぇ。日本には裸はだかの付き合い、という言葉があるくらいだし。こうすれば、何か変わると思わない？」

「思わない。そもそも、何回かいっしょに風ふ呂ろ入ってるしな？」

　由ゆ美み子この反対意見は聞き流しておく。

　と、いうわけで。

　今、佐さ藤とう家の家いえ風ぶ呂ろにふたりで入っていた。

　湯気が揺ゆれる湯船の中で、由ゆ美み子こは身体からだをお湯に沈しずめていた。

　長い髪かみはまとめて、腕うではへりに載のせている。へりから落ちた手が、ぷらぷらと揺ゆれていた。

　一方、千ち佳かは髪かみを洗っている最中だ。

「ほら、初心に返るって意味でもね。ラジオ始めたての頃ころ、わたしの家でお風ふ呂ろに入ったことがあったでしょう。女性声優が、いっしょにお風ふ呂ろに入るのはラジオでも鉄板だからって」

「あのとき、家いえ風ぶ呂ろじゃやんないって言ったはずなんだけどなー……。結局、あの話もラジオでしてないし。特に新しん鮮せん味みもないし」

　呆あきれたような声が反はん響きようする。

　そのあと、「いや、新しん鮮せん味みがないってなんだよ。慣れてるんじゃないよ……」という独り言が聞こえた。

　気にせずにシャンプーを洗い流していると、由ゆ美み子こがこちらを覗のぞき込こむ気配がする。

「ところでお姉ちゃん。ちゃんと纏まといさんと話付けた？」

「いえ……、まだ」

　顔を突つき合あわせていれば、その話題になるとは思っていたけれども。

　ばつが悪い。

　しかし、千ち佳かの性格がわかっているのか、由ゆ美み子こも殊こと更さらに責めることはなかった。

「渡わた辺なべが話すって言うからには、なんか算段があるんだろうけど。でももう、レッスンも始まってるし。無理そうなら、あたしが話すけど」

「それは大だい丈じよう夫ぶ。ダメそうなら、改めて言うから」

　機は窺うかがっている。

　あとはタイミングを合わせるだけだ。

　千ち佳かから話したほうがいい、という気持ちも変わっていない。

　由ゆ美み子こはそれで一応納なつ得とくしたらしく、身体からだをお湯に深く沈しずめる。

　ちゃぽん、という水音と彼女の深い息が混ざった。

　千ち佳かが身体からだを洗い始めると、由ゆ美み子こは独り言のように口を開く。

「ユニット自体はいい感じだけどね。ミントちゃんも飾かざ莉りちゃんも、すごく頑がん張ばってるし。飾かざ莉りちゃんは生活しんどーいってよく愚ぐ痴ちってるけど。やっぱ、リーダーの背中見てるおかげかな。気合入っているよ。夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひは、リーダーに相応ふさわしかったって実感してる」

「………………………………」

　しみじみと、恥はずかしいことを恥はずかしげもなく由ゆ美み子こは言う。

　そんな話をされると、以前、「夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひなら桜さくら並なみ木き乙おと女めと渡わたり合あえる」と熱心に口説かれたことを思い出す。

　何だか、気持ちを晒さらすことに抵てい抗こうなくなってない？

　好きって気持ちをお手軽にぶつけないでほしい……。

　彼女はお湯に浸つかって、気が抜ぬけているのかもしれない。

　ふと、いたずら心が湧わいた。

　からかいの言葉を投なげ掛かけてみる。

「あなた、本当にわたしのこと好きよね」

「そりゃねー……」

「…………………………………………………………」

　否定しなさいよ……。気を抜ぬきすぎでしょ……。

　ぼんやりとお湯に浸つかってるからって、本音を漏もらさないでほしい……。

　いや、あれが彼女の本音だなんて、思っているわけじゃ、ないけども……。

　むずむずした気持ちを、咳せき払ばらいで打ち消す。

　千ち佳かは真面目に答えた。

「まとまってきているけれど、一丸じゃない。全員揃そろって、っていう気き迫はくには欠けてる」

「そうね。全員の気持ちを合わせなきゃダメだ、とは思うよ」

　そのためにも、千ち佳かはリーダーとして動かなければならない。

　由ゆ美み子こは約束したとおり、フォローに回っている。

　飾かざ莉りとミントをまとめているのも、実際は由ゆ美み子こだ。

　少なくとも、彼女たちとは上う手まくいっている。

　身体からだを洗い終えたので、千ち佳かも浴よく槽そうに足を突つっ込こんだ。

　由ゆ美み子こが窮きゆう屈くつそうに身じろぐ。

「やっぱ、ふたりで入るには狭せまいって」

「あら、わたしは気にならないけれど」

　しれっと言いながら、千ち佳かは足を折りたたんで肩かたまで浸つかる。

　はあ～、という声が無意識に喉のどから出ていった。

　由ゆ美み子こは口をへの字にして、ジトっとした目を向けてくる。

　こちらの足を足でつっついてきたので、こちらも負けじとつっつき返した。

　ぺちぺちぺち……、とお互たがいの足でひとしきり遊んだところで。

「佐さ藤とう。そろそろ」

　そう告げると、彼女は露ろ骨こつに嫌いやそうにする。

「えぇ……、なにその通の注文みたいなの……、やだよ……」

「いいから。お湯から出しなさいな。これはもうセットみたいなものでしょう？」

「そんなハッピーセット始めたつもりないんだけどなあ……」

　由ゆ美み子こは大きなため息を吐ついていたが、結局は願いを聞いてくれるようだ。

　その場で正座し、お湯から上半身を出す。

　自分で要求しておいて何だが、あっさり差し出しすぎだろ、と思わないでもない。

　白い肌はだになめらかな肩かた、形のいい鎖さ骨こつ。視線を下に落とすと、お湯が滴したたり落おちる中に確かな双そう丘きゆうがそこにはあった。

　相変わらず、綺き麗れいな形と結構な大きさだ。拝みそうになる。

　苦しゅうない、と彼女の胸に手を伸のばし、感かん触しよくを楽しんだ。

　これ一生触さわってようかな……。

「……いや、待て。いつもは一応理由があったのに、今回は無条件で揉もまれてるな？　無料おっぱいは、変だな？」

「ちっ。気付いたのね。でもまぁ、いいじゃない。そんな些さ細さいなことは」

「些さ細さいじゃないっつーの。ほら、手ぇ離はなせ。雑なノリで人の胸を揉もむんじゃないよ」

　ぺちん、と手を払はらいのけられてしまう。

　案外、そこは厳しいらしい。

　非常に残念ながら、すぐにお開きになってしまった。

　手に残った感かん触しよくを名な残ごり惜おしみつつ、次回はきちんと理由を用意しようと心に誓ちかう。

　チャンスはある。次もきっと。







　翌日。

　佐さ藤とう家共同生活、五日目。

　午前中、千ち佳かはひとりで自主練に向かっていた。

　てっきり今日も、由ゆ美み子ことふたりで行くものと思っていたけれど。

「家のことでちょっとやることあるから。先に行ってて」と言われてしまった。

　手伝うと申し出たが、そこまでじゃない、と断られている。

　なので、今日はひとりだ。

　なんだか、ひとりで家を出るのが久々な気さえしてくる。

　玄げん関かんで「いってらっしゃい」と由ゆ美み子こに送り出されたのも、妙みようにくすぐったかった。

　そんな気持ちを持て余しながら、レッスンルームの扉とびらを開く。

　先客はひとりだ。

「あ……、おはようございます、夕ゆう暮ぐれさん」

　ぎこちなく挨あい拶さつしてくるのは、纏まといだった。

　彼女に挨あい拶さつを返しながら、千ち佳かはレッスンルームに入っていく。

　纏まといとふたりきりになるのは久しぶりだ。

　それは纏まといも感じているのか、振ふり付つけの確かく認にんをしながらそっと口を開く。

「今日は、歌うた種たねさんといっしょじゃないんですね」

「はい、まぁ……」

　いっしょにいるのが当然、と思われるのは複雑だが、纏まといがそう言うのも仕方がない。

　ここ最近は常にセットだった。

　意図してともに過ごしているのだが、やはり口にされるとむず痒がゆさが勝まさる。

「……………………」

「……………………」

　しかし、会話があったのはせいぜいその程度。

　元々、纏まといは口数が多いタイプではないし、ほかの人に紛まぎれて黙だまっていることが多い。

　彼女は人に「色素が薄うすい」という印象を与あたえるが、いい意味で存在感も希き薄はくだ。

　千ち佳かは沈ちん黙もくが全く苦にならないし、むしろ、好ましいとさえ思う。

　だが、せっかくのチャンスだ。話を繫つなげるべきだ。

　思い出す。

　千ち佳か自身、何度もバカにしてきた行こう為いではあるものの、踏ふみ込こむためにはやむを得ない。

　そばで見てきた、彼女のやり方を真ま似ねさせてもらう。

「羽は衣ごろもさん。今度、ご飯いっしょに行きませんか」

「え。わたしと、ですか？」

　まさか千ち佳かに誘さそわれるとは思っていなかったようで、纏まといは露ろ骨こつにびっくりしていた。

　しかし、いつもの気まずそうな表情に戻もどると、断り文句を口にする。

「……いえ、あの。わたしと行っても、絶対楽しくないですよ。やめておいたほうが……」

　気弱な拒きよ絶ぜつをされるが、その気持ちはわかる。

　このふたりで食事に行って、盛り上がるとは思えない。

　きっと由ゆ美み子こなら、心から彼女といっしょに行きたいことを伝え、食事の席では会話を弾はずませるんだろう。

　もしかしたら、そこで心の壁かべを壊こわせるかもしれない。

　相手が嫌きらってこようが、するりと相手の懐ふところに入り込み、いつの間にか好意を抱いだかせる。

　佐さ藤とう由ゆ美み子こはそういう女だ。

　彼女の真ま似ね事ごとをしても、その特異な魅み力りよくまでは再現できない。

　だから千ち佳かは、自分のできることをしようと思った。

　やたらとうるさい後こう輩はいに、そうしたほうがいいと言われたからだ。

「そうでしょうね。楽しい食事をしようとは思いません。ただ、羽は衣ごろもさんとは話をしなくちゃいけない、と思って誘さそっています。お互たがいに、仕事みたいなものです」

「………………」

　正直に胸の内を晒さらすと、纏まといは眉まゆをぴくりとさせた。

　駆かけ引ひきも何もない、ただただ要求を投げつけるシンプルなストレート。

　けれど、義務感からの誘さそいであること、仕事という言葉は思いのほか効いたらしい。

　纏まといは自身の腕うでを抱だくようにし、息を吐はいた。

「今時とは言えないですけど、飲みも仕事の内と言われれば断りづらいですね。……わかりました。お時間合わせましょう」

　今度は、千ち佳かが息を吐はく番だった。

　上う手まくいった。

　とてもスマートとは言えないけれど、約束は取り付けた。

　安あん堵どすると同時に、ずしりと肩かたが重くなる。

　慣れないことを前に、どうやら緊きん張ちようしていたらしい。

　精神的負担が限界を迎むかえる前に、さっさと話をつけよう。

「羽は衣ごろもさん、いつなら行けそうですか？」

「そうですね……。夜なら割といつでも大だい丈じよう夫ぶですが……」

「それは今日の夜にでも？」

　一気に片付けたくて、ついそんなことを言ってしまう。

　纏まといは面めん喰くらって、「今日ですか。突とつ然ぜんですね……」と苦く笑しようした。

「でも、わたしは今日でも大だい丈じよう夫ぶ……、あ！　いえ。すみません、明日でもいいでしょうか」

　そのまま了りよう承しようしそうだったが、彼女は慌あわてた様子で撤てつ回かいした。

　別に明日の夜でも構わないけれど。

「大だい丈じよう夫ぶです。今日は何か予定が？」

「というより、外で食べるならあらかじめ……、あぁ、いや。今日は夕ご飯の仕込みを終えているので……」

　なるほど、と思う。

　ほとんど料理をしない千ち佳かにはわからない世界だが、普ふ段だんから自じ炊すいする人は食事の準備や食材のコントロールをしているのかもしれない。

　そういうところは、自立している大人、と感じる部分である。

「わかりました。では、明日の夜にでも。どこに集合しましょうか──」

　改めて、予定を詰つめていく。




　　　　　　　　　　　　♥




「佐さ藤とう、ちょっといい？」

　佐さ藤とう由ゆ美み子こは、キッチンでいそいそと家事をしていた。

　そこで声を掛かけられる。

　パジャマに身を包んだ千ち佳かが、にゅっと顔を出した。

　普ふ段だんの生活の中に千ち佳かがいるのは、まだドキッとしてしまう。慣れない。

　いや、慣れるわけにもいかないが。

　素す早ばやく手を拭ふきながら、彼女のほうに向き直った。

「んー、大だい丈じよう夫ぶ。長くなりそう？　お茶淹いれる？」

「いえ、そのまま聞いてくれればいいわ。明日、羽は衣ごろもさんとご飯に行くことになったから」

　お、と口から声が漏もれる。

　どうやら、一歩目を踏ふみ出だせたらしい。

「纏まといさん、ご飯行ってくれるんだ」

「えぇ。最初は断られそうだったけど、仕事の内だから、って言ったら納なつ得とくしてくれたわ」

　その殺し文句には苦く笑しようしてしまう。いかにも千ち佳からしい。

　つい、からかうようなことを言ってしまう。

「ふうん。ちゃんと誘さそえたんだ。千ち佳かちゃん、頑がん張ばったねえ」

「……出たわ。あなたのそういうところ、本当に嫌きらい。子こ供ども扱あつかいしないで頂ちよう戴だい。とにかく、そういうことだから。明日の夕食、わたしの分は用意しなくていいわ」

「あいよー」

　それだけ、と言い残し、千ち佳かは部屋に戻もどっていった。

　その背中を見送り、彼女の気配が消えてから天てん井じようを仰あおぐ。

「そっかー……、渡わた辺なべ、明日はご飯いらないのかー……」

　由ゆ美み子こは、キッチンカウンターに目を向けた。

　途と中ちゆうまでしっかりと進んでしまった、明日の夕食の下ごしらえ。

　ここからメニューの変へん更こうは難しい。

　このまま作り終えるしかない。

『あ！　佐さ藤とう、わたしアレ食べたい！　ビーフシチュー！　ビーフシチューがいいわ！』

『また地味に時間が掛かかるものを……、はいはい、気が向いたらね』

　そんな会話をしたのがつい先日で、まさしく気が向いたのが本日だった。

　家のことをしたい、と千ち佳かを送り出したのも、こっそり買い出しをしたかったから。

　素知らぬ顔をしていたが、ビーフシチューは由ゆ美み子この得意料理のひとつ。

　お肉をやわらかぁくしたおいしいビーフシチューを出し、頰ほおを緩ゆるませる千ち佳かを見たかった。

　ビーフシチューは絶対、じっくりじっくり煮に込こんだほうが旨うまい。

　だから前日からしっかり仕込んでいたのに、空から振ぶりに終わってしまった。

「はー、やれやれ。お母さんってこんな気持ちなのかねえ……」

　千ち佳かがいないからといって、今いま更さらやめるわけにもいかない。

　明日は母に、たらふく食べてもらうことになりそうだ。

　──ちなみに。

　後々、「あ、翌日に食べてもらえばいいじゃん」と気付いて、千ち佳かの分を冷蔵庫に残し、ウキウキしながら帰りを待っていたものの。

　千ち佳かが外でビーフシチューを食べてきたので、出すに出せなくなったのは別の話。
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　　　　　　　　　　　　♦




　渡わた辺なべ千ち佳かは、待ち合わせの十分前にはそこに辿たどり着ついていた。

　駅前の大きな時計の下。定番の待ち合わせスポットだ。

　時刻は夕方に差さし掛かかっているが、かなりの賑にぎわいを見せている。

　それに紛まぎれるように、纏まといが既すでに立っていた。

　彼女は黒いブラウスにベージュのパンツを合わせた格好で、スッと背筋を伸のばしている。ヒールを履はいているため、普ふ段だんより背が高く見えた。

　腰こしの高さ、すらりと伸のびる脚あしがあまりに決まりすぎて、ちょっと怯ひるむ。

　纏まといは千ち佳かに気付くと、ぺこりと頭を下げた。

「お疲つかれ様さまです」

「お疲つかれ様さまです」

　お互たがい、物もの凄すごくビジネスライクな挨あい拶さつを交かわす。

「………………」

「………………」

　そこから、何も言葉が続かずに見合ってしまった。

　……やはり、こういうのは得意ではない。千ち佳かは強くそう思う。

　声優と店で話をする機会は何度かあったが、今までは隣となりに由ゆ美み子こがいた。彼女がいれば、こういったことは万ばん事じ解決する。気まずい空気なんて、簡単に吹ふき飛とばしてしまうのに。

　ないものねだりをしていると、纏まといがおそるおそる尋たずねてきた。

「あの、夕ゆう暮ぐれさんってまだ高校生でしたよね……？　十八歳……？」

　なぜ、このタイミングで年ねん齢れいを訊きいてくるのだろう。

　そう疑問に思いつつも、素す直なおに答えた。

「あぁ、いえ。まだ十七歳です。早生まれなので」

「じ、十七歳……。若いですねー……」

　こちらをじぃっと見ながら、しみじみと言う。

　いいですね……、と続けるその瞳ひとみには、素す直なおな羨せん望ぼうの色が見えていた。

　カラッとした「羨うらやましいな～……」という表情なので嫌いやではないが、反応には困る。

　さらに纏まといは、なぜか周りの人に視線を向け始めた。うろうろと警けい戒かいするように。

　なんなんだろう……、摑つかめない人だ……。

　もしかしたら、彼女も慣れない状じよう況きように緊きん張ちようしているのかもしれない。

　千ち佳かは、ごほん、と咳せき払ばらいをしてから、周りに目を向けた。

「まずは、お店に向かいましょうか。なに食べますか」

　千ち佳かが尋たずねると、纏まといは鞄かばんからスマホを取り出した。

　操作しながら、こちらを窺うかがう。

「この近くに、いいお店があるんです。お魚のおいしい店で……、そこでどうでしょうか」

「はい。大だい丈じよう夫ぶです」

　纏まといは頷うなずくと、駅に背を向けて歩き出した。

　馴な染じみの店があるのも、さらりと先導してくれるのも、正直に言えばとてもありがたい。

　えー、ご飯どこいくー？　何食べたいー？　うーん、肉はビミョーかな～。

　そんな会話が周りから聞こえてくるが、同じことを纏まといと上う手まくできる気がしない。

　纏まといはスマホの地図アプリを見つめながら、千ち佳かの前を歩いていった。

　ただ時折、こちらを見ては気まずそうに視線を逸そらす。

　千ち佳かとしては会話がないほうが楽だが、その視線はなんだろう。

　その答えが出ないまま、目的地に辿たどり着つく。

「ここです」

　結構な距きよ離りを歩いた先に、そのお店はあった。

　駅から離はなれているせいか、周りは静かで人ひと気けも少ない。

　そこにひっそりと佇たたずむのは、雰ふん囲い気きのいい小料理屋さん、といった風ふう貌ぼうの店だ。

　確かに外観は、とてもよさそうに見えるけれど……。

「それでは、行きましょうか」

「あ、ちょっと」

　纏まといがさっさと足を踏ふみ出だすせいで、千ち佳かの制止が空ぶる。

　纏まといは扉とびらに手を掛かけるが──、開くことはなかった。

「…………？」

　ガッガッ、と力を入れるが、扉とびらが開く様子はない。

「なぜ……？」

　不思議そうにお店を見上げる纏まといに、千ち佳かは扉とびらの一部を指差した。

「羽は衣ごろもさん。今日、定休日です」

「えっ？」

　まるで初めて聞いた言葉のように、纏まといは固まってしまう。

　しかし、扉とびらにはしっかりとわかりやすく、定休日の案内が書かれていた。

　本日は定休日。

　その瞬しゆん間かん、纏まといはぱんっ！　と音が出るくらい、勢いよく両手で顔を覆おおった。

　その状態でしばらく固まっていたが、顔を隠かくしたままぼそぼそと謝罪の言葉を口にする。

「すみません……。こんな初歩的なミスを……。申し訳ありません……」

「……いえ、そんなに気にしなくても」

「す、すぐ、すぐ代わりのお店を調べますから……！」

　纏まといは大おお慌あわてで、スマホをわたわたと取り出した。

　意外な姿だった。うっかりミスをするところも、それに慌あわてるところも。

　普ふ段だんはあまり隙すきを見せないというか、気を張っている印象があるからだろう。

　とにかく、お店は探さないといけない。

　駅前なら飲食店はいくらでもあったが、だいぶ離はなれてしまった。この辺りにはその手の店は少なそうだ。

　そう考えていると、纏まといはスマホを見ながら早口で問いかけてきた。

「ゆ、夕ゆう暮ぐれさんっ。ええと、ここから九キロ歩いた先に評価の高いお店があるんですが……」

「落ち着いてください。九キロは歩いて行く距きよ離りじゃないです」

「そ、そうですよね……。ええと、なに食べたいとかありますか……。あ、夕ゆう暮ぐれさんはお酒は大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大だい丈じよう夫ぶなわけないでしょう。未成年です」

　未成年飲酒は今度こそ声優生命が終わる。こんなラフに終わらせないでほしい。

　不ふ慮りよの事態には弱いのか、纏まといは随ずい分ぶんとあわあわしていた。

　そんな纏まといを眺ながめていて、千ち佳かはそれに「あ」と気付く。

　纏まといの肩かた越ごしに、飲食店が見えたのだ。

「羽は衣ごろもさん、洋食屋さんがあります。あそこはどうですか」

「……あ、本当ですね。で、ではそこにしましょう……」

　それでようやく、纏まといも落ち着きを取とり戻もどす。そそくさとそのお店に向かった。

　店に入る前から躓つまずいてどうしようかと思ったが、何とかなりそうだ。

　洋食屋はごくごく普ふ通つうのお店で、店内にお客さんの姿もそこまで多くはなかった。

　話をするにもちょうどよさそうだ。

　端はしっこのテーブル席に腰こし掛かけ、各おの々おのメニューを開く。

　古ぼけたメニューに写真の類はなかったが、並んでいる文字列は十分に魅み力りよく的てきだった。

「………………。びーふしちゅー……」

　そのひとつに、視線が吸い寄せられる。

　つい、味を想像してしまう。

　やわらかなお肉とコクと深みのあるルー、それらを引き立てるホクホクの野菜たち……。

　食べたいな。食べていいかな。

「…………」

　でもビーフシチューなら、由ゆ美み子こが作ってくれるかもしれない。リクエストしたし。

　なんだかんだで、彼女は希望を叶かなえてくれることが多い。

　でも、気が向いたらって言っていたし、時間が掛かかるとも言っていたし……。

「夕ゆう暮ぐれさん。決まりましたか」

　声を掛かけられ、はっとする。

　いつの間にか店員さんがそばにいて、「お決まりですか？」と笑えみを浮うかべていた。

「すみません、このビーフシチューをセットで」

　あるかもしれない遠くのビーフシチューより、目の前のビーフシチューだ。

　纏まといも「あ、わたしも同じものを……」と注文していた。

　しばらく待つと、期待どおりのものがテーブルに運ばれてくる。

　湯気とともに、香りを昇のぼらせるビーフシチュー。匂においだけでもうおいしい。大きなお肉が入っているのも嬉うれしいが、ゴロゴロした野菜がいっぱい入っているのも堪たまらなかった。

　バゲットにサラダ、食後に飲み物もついている。嬉うれしい。

「いただきます」

　手を合わせて、早さつ速そくビーフシチューを口に運んだ。

　濃のう厚こうながらもサッパリとしたデミグラスソースが、熱々のまま口の中に広がる。

　ここ数日、由ゆ美み子この料理で舌が肥えているから不安だったが、とてもおいしい。

　千ち佳かは大満足で食べ進めていたが、纏まといはなぜか自分のビーフシチューをじっと見ていた。

　見下ろしたまま、動かない。

「どうかしたんですか、羽は衣ごろもさん」

「……いえ。わたし、野菜全ぜん般ぱんが苦手で……」

「や、野菜全ぜん般ぱんが苦手……？」

　豪ごう快かいすぎる好すき嫌きらいに目を見張る。

　嫌いな野菜があってもおかしくはないが、野菜自体が苦手だなんて。

　大袈裟に言っているわけではないようで、纏まといは深刻そうに額に指を当てていた。

　そんなに？

　纏まといの容姿なら、むしろ野菜ばかり好んで食べていそうなのに……。

　纏まといはのろのろとスプーンを動かし、緩かん慢まんな動作で野菜を口に運んでいる。

　嫌いやそうだ。

「野菜が嫌きらいでも、そんなに背が伸のびるものなんですか」

「少なくともわたしは、好すき嫌きらいをしていても背はすくすく伸のびましたが……」

　羨うらやましい話である。いや、好すき嫌きらいはよくないが。

　しかし、いくら野菜が嫌きらいとはいえ、残さない常識はあるようだ。

　一いつ生しよう懸けん命めい口を動かしていた。辛つらそうに。

　こんなにおいしいのに。野菜もお肉も。

　纏まといの意外な一面に面めん喰くらいはしたものの、食事自体は進んでいく。

　食べながら話す内容でもないと思ったので、一いつ旦たん、本題は置いておいて。

　差しさわりのない会話（これも難しい……）を挟はさみながら、食べ進めていった。

　しばらくして、ふたりとも食べ終えて、人ひと心ごこ地ちついて。

　食後のオレンジジュースと纏まといのアイスコーヒーも運ばれてきて。

　店内のお客さんが増えることもなく、話しやすい環かん境きようは整った。

　千ち佳かはオレンジジュースを口に含ふくみ、頭の中で反はん芻すうする。

　纏まといに訊ききたいことは、それほど多くはない。

　それを言葉にするだけだ。

「──率そつ直ちよくに訊ききますが。羽は衣ごろもさんは、なぜアイドル声優の仕事をやりたくないんですか」

　千ち佳かがまっすぐに尋たずねると、纏まといは目を見開いた。

　纏まとい自身が以前はっきりと口にした、『アイドル声優はやりたくない』という言葉。

　千ち佳かはそれがずっと引ひっ掛かかっていた。

　羽は衣ごろも纏まといを理解するには、その理由を知る必要があると千ち佳かは思う。

　纏まといは苦笑いしながら、口を開いた。

「随ずい分ぶんとストレートな質問ですね」

「回りくどく話をするのは苦手なので」

　正直に答えると、纏まといの苦く笑しようがさらに濃こくなる。

　纏まといはちらりと視線を外してから、コーヒーに目を落とした。

　真っ黒な水面に視線を固定して、ぽつぽつと答える。

「誤解されたくないのですが、アイドル声優を否定するつもりはないですよ。素す敵てきなお仕事だと思います。キラキラして、可か愛わいくて……、夢を与あたえられるお仕事だと感じています」

「…………」

　しみじみと言う彼女の言葉に、偽いつわりはないように感じた。

　しかし、それならばなぜ「やりたくない」と口にしたのか。

　それに答える前に、彼女の瞳ひとみが薄うすく曇くもる。目の奥に、鈍にぶい光が佇たたずむのがわかった。

　その瞳ひとみをこちらに向けて、纏まといは無感情に語る。

「ですが、それを自分でやるのなら話は別です。正直、やりたくありません。自分には似合わない、というのもありますが……。わたしには、遠まわりをしている時間がないからです」

「遠まわり……？」

　その言葉に違い和わ感かんを持つ。

　アイドル声優はむしろ、『ある程度の近道を可能にしてしまう荒あら業わざ』だと、千ち佳かは思う。

　以前はアイドル声優をやめたがっていた千ち佳かだが、その恩おん恵けいがいかに大きかったかは身をもって知っている。もし千ち佳かの希望どおり、声の演技だけに専念していたら、今ここまで仕事をもらえていない。

　千ち佳かも由ゆ美み子こも、アイドル声優をやっていなければ、今の地位は絶対になかった。

　伴ともなうデメリットはあれど、決して遠まわりではないはずなのに。

　その疑問に、纏まといはとうとうと答えた。

「わたしは、もう二十五歳です。けれどようやく、一年目です。夕ゆう暮ぐれさんや、皆みなさんとはスタートからして違ちがいます。声優に年ねん齢れいは関係ない、と言いたいところですが……。そんなことはないですよね。アイドル声優なら、さらに影えい響きようが大きいのは夕ゆう暮ぐれさんもわかるでしょう」

「……………………」

　なんと答えるべきか、迷う。

　しかし、千ち佳かが答える前に、纏まといは話を続けた。

「もし〝ティアラ〟がヒットし、長く続くコンテンツになったとします。それでわたしがアイドル声優としての道を歩んだとしても……、すぐに三十代が迫せまってきます。今の声優はどんどん若い子が出てきますよね。十代や二十代前半が当たり前の世界で、わたしはアイドル声優として末永く応おう援えんされるでしょうか？　……難しいと思いませんか？」

　淡たん々たんとしながらも、纏まといはしっかりと言葉を繫つなげていく。

　年ねん齢れいに対するシビアな見解は、軽々に自じ虐ぎやくだとは切り捨てられない。

　こう言っては何だが、千ち佳かも納なつ得とくしてしまう部分があった。

　アイドルは、若いほうが好まれる傾けい向こうにある。

　世間的にもそうだが、業界的にも。

　もちろん三十代になっても四十代になっても、ファンが支えてくれるアイドル声優はたくさんいる。だが、多くはある程度の年ねん齢れいでアイドルらしいことから離はなれていく。

　それに、そういうファンは昔からずっと応おう援えんしていたパターンも多い。

「十代の頃ころだったら、たぶん何の疑問も抱いだいてません。でも、今のわたしがアイドル声優を始めるには、遅おそすぎるんです。きっと数年後には無む駄だになってしまう……」

　千ち佳かの考えを読んだかのように、纏まといはそう告げる。

　反論しづらかった。

　実際に『ティアラ☆スターズ』は、新人や若手の起用が優先的に行われている。

『これから』を期待して、選ばれている。

　もちろん纏まといも世間的には完全な若者だが、その括くくりが長く続くわけではない。

　新人でも十代の飾かざ莉り、二十代でも芸歴のある花はな火びたちとは状じよう況きようが違ちがう。

　纏まといはこちらをまっすぐに見て、さらに言葉を付け足した。

「アイドル声優の仕事は、限りがあります。いずれなくなるなら、最初から演技の仕事に集中したい。これから先、何十年と役者をやっていきたいなら、なおさらです。夕ゆう暮ぐれさんだって、ずっとアイドル声優を続けるわけじゃないですよね。それなら……」

　後あと押おしとばかりに、纏まといは続ける。

「目先の仕事にとらわれず、長い目で見ませんか」と以前と同じことを言った。

　いつかなくなる仕事よりも、死ぬまで役者であるための努力をしたい。

　その考えに、どんな言葉を返せばいいのか。

　もし由ゆ美み子こがここにいれば、明確な答えを出せただろうか。

　纏まといは悔くいるように、懺ざん悔げでもするかのように、俯うつむきながら言葉をこぼした。

「わたしは……、声優になりたかった。でも、なれなかった。だから、一度は諦あきらめて就職をして……。それでも諦あきらめきれずに、お金を貯ためて養成所に行きました。今でも随ずい分ぶんと遠まわりをして、ようやくここに立っています」

　彼女はすうっと顔を上げて、はっきりと告げる。

「わたしは、演技をするために声優になったんです。アイドルをやるためじゃありません」

　それはかつて、千ち佳かが抱いだいていた悩なやみと同じもの。

　声の仕事に専念したい。アイドル声優なんてやりたくない。

　そんな彼女に何を言うべきか、何を伝えるべきか。

　──そもそも。

　伝える言葉を持っているのか。

　この短い時間では、掛かける言葉は見つからなかった。




　　　　　　　　　　　　♥




「ん」

　佐さ藤とう由ゆ美み子こは、ガバッと身体からだを起こす。

　ぴんぽーん、と間延びした音が響ひびいたからだ。

　ひとりきりの食事を終え、なんとなく机に突つっ伏ぷしてダラダラしていた頃ころ合あいだった。

「はいはいはい」

　パタパタパタ、と玄げん関かんに向かい、扉とびらの鍵かぎを開ける。

　そこには、顔に疲つかれを滲にじませた千ち佳かが立っていた。

「おかえり」

「……ただいま」

　ため息とともに、千ち佳かが挨あい拶さつを返す。

　気難しい後こう輩はいとふたりきりの食事なんて、彼女が最も苦手とする分野だろう。

　苦く笑しようしながら、「お疲つかれ」と心から労ねぎらいの言葉を掛かけた。

「疲つかれたでしょ。お風ふ呂ろ入る？」

　由ゆ美み子この提案に千ち佳かは頷うなずきかけたが、小さく首を振ふった。

「その前に、話を聞いてもらいたいわ。羽は衣ごろもさんに言われたことを、あなたにも伝えたい」

「ん。おっけ」

　由ゆ美み子こも気になっていたことだ。断る理由はない。

　二人分のアイスカフェオレを入れて、リビングに持っていく。

　千ち佳かはソファに膝ひざを曲げて座り、胸にクッションを抱かかえていた。

　小こ柄がらな身体からだがより小さく見えて、かわいい。

　カフェオレを並べると、千ち佳かはお礼を言って早さつ速そく口を付けた。

　かなり甘めにしておいたが、そのおかげで満足そうにしている。

「それで？　纏まといさんとどういう話をしたの？」

　きっと千ち佳かのことだ。小細工なしのド直球で話したに違ちがいない。

　こういうところは、彼女の不器用な性格がむしろ頼たのもしい。

「えぇ。まず──」

　そして千ち佳かは、纏まといの持つ悩なやみや問題を教えてくれた。

　すべての話を聞き終えて、由ゆ美み子こは思わず頭を搔かく。

「アイドル声優をやっていても無む駄だになる、それなら演技の仕事に集中したい……、と……」

　ある意味、クレバーな纏まといらしい、というか。

　いろいろなものを見み据すえた結果、現状の活動に積極的になれない。

　それは以前、ファミレスで纏まといが主張していたことと根幹は同じだ。

　彼女の主張が間ま違ちがっているとは言えないだけに、由ゆ美み子こも難しい顔になってしまう。

　千ち佳かは隣となりで、ぼそりと呟つぶやいた。

「気持ちはわかるのよ。わたしもきっと、同じ状じよう況きようなら焦あせって仕方がないと思うわ。アイドル声優をしている場合じゃない、と感じてもおかしくない」

　遠まわりをした、と纏まといは言っていたらしい。

　その気持ちを抱いだきながら、事務所の方針で望まぬ仕事を続ければ、焦あせって当然だ。

　それに加えて、千ち佳かは残ざん酷こくな現実を口にする。

「それに、羽は衣ごろもさんの意見は的外れでもなんでもないわ。アイドル声優のコンテンツに集中しすぎて、それらが終わった途と端たんに仕事を失う人だっているもの」

「あぁ……」

　極きよく端たんな例だが、そういう先せん輩ぱいも実際に見たことがある。

〝ティアラ〟は稼か働どうが多くて、とてもありがたい仕事だ。

　逆に言えば、稼か働どうが多いだけにそれに集中する時間はどうしても長くなる。

　この手のコンテンツが長期的に続いた場合、優先的に参加し続けることで、断続的に仕事を得られる。しかし数年後、コンテンツが終しゆう了りようしたら。演じ続けたキャラの完成度ばかりが高くなり、ほかのことに時間を割さけなかったしっぺ返しを喰くらうこともある。

　纏まといの不安は、そういったことも含ふくんでいるのだろう。

「纏まといさん、アフレコのときは活いき活いきしてたしな……。今、演技できることが楽しくて仕方ないんだろうなー……」

　普ふ段だんの気まずそうな表情から解き放たれ、纏まといはマイクの前で晴れやかな演技を見せた。

　準備に多大な時間を注つぎ込こんでいることも見て取れた。

　遠まわりしたと感じているなら、今、演技ができることは堪たまらなく嬉うれしいはず。

　そんな彼女が、「アイドル声優をやりたくない、やっている暇ひまはない」と感じていても、それはむしろ自然なことだとさえ思えた。

「…………………………………………」

　沈ちん黙もくが下りて、由ゆ美み子こは思わず考えてしまう。

　纏まといの悩なやみは、以前の千ち佳かが持つ悩なやみと同じもの。

　アイドル声優をよしとせず、声の演技に集中したいと何度も繰くり返かえしていた彼女。

　でも、今は。

　今の千ち佳かは、どうなんだろう。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひとは、一年以上もいっしょに仕事をしてきた。

　アイドル声優らしい仕事も随ずい分ぶんやってきた。

　正体がバレる前からハートタルトとして活動し、今は〝ティアラ〟のような仕事もさせてもらえるようになった。

　キラキラしたステージの上で歌って踊おどって、お互たがいに負けたくないと競きそい合あって。

　そして。

　前回のライブで泣なき崩くずれた由ゆ美み子こを支えてくれたのは、隣となりにいる千ち佳かだったのだ。

　由ゆ美み子こは、楽しかった。千ち佳かとアイドル声優をやることが。

　だけど千ち佳かは──、今の、千ち佳かは。

　どうなんだろうか。

「ね、ねぇ、渡わた辺なべ」

　声が震ふるえそうになって、自分で驚おどろく。

　でも、しょうがないと思う。今まで訊ききたくても、ずっと訊きけずにいたことだ。

　だって。

　だってもし、否定されてしまったら。

　今も昔と変わらず、「やりたくない」と言われてしまったら。

　そのとき、自分がどんな気持ちになるのか、考えたくもなかった。

　だけど勇気を出して、初めてその問いを口にする。

「渡わた辺なべも、前はアイドル声優やめたいって言ってたけどさ……。今は……、どうなの？」

　声が徐じよ々じよに小さくなってしまったのは、仕方がない。

　由ゆ美み子こにとって、それだけ怖こわい質問だったから。

　千ち佳かはゆっくりとこちらを見て、互たがいに見つめ合う。

　彼女はすぐに返事をしなかった。

　部屋が静せい寂じやくに包まれ、由ゆ美み子この心臓の音がドクドクと強くなっていく。

　千ち佳かは口を開きかけ、しかし、すぐに閉じる。

　そうしてから、小さく笑った。

「そうね……。以前ほどの抵てい抗こうはないけれど、できればやりたくはないわね。声の仕事に集中したい、って思いはずっとあるわよ。もし選べる立場だったら、アイドル声優の仕事は選ばないでしょうね。今は難しくても、いつかは声の仕事に専念したいわ」

　落ち着いた口調で、静かに千ち佳かは答えた。

　そこに強い感情はない。

　以前見せたような強きよう烈れつな拒きよ絶ぜつも、塞ふさぎ込こむこともなく、ごく普ふ通つうな「いつかは声の仕事に専念したい」という穏おだやかな願望に変わっている。

　それはきっと、昔の千ち佳かに比べれば大きな大きな変化だ。

　喜ぶべき変化だ。

　少なくとも、突つっぱねているわけでも、否定しているわけでもないのだから。

　けれど。けれど。

　だからこそ。

　感情的になられるより、辛つらかった。

　それが、千ち佳かの行き着いた先であること。

　千ち佳かの中で、『結論づいたもの』として終わってしまったようで。

　胸がちくりと痛んだかと思うと、その痛みがじくりじくりと大きく広がっていく。

　穴の空いた箇か所しよから、何かがとぽとぽとこぼれ落ちていった。

「そっか……」

　恐おそれていたことが現実になっても、それを否定する権利があるわけではない。

　由ゆ美み子こは、力なく答えることしかできなかった。







「それが、やすみちゃんはショックだった、と」

「いや、わかってるんだよ？　あたしのエゴだーってさ。勝手に違ちがうんじゃないかって期待してただけだし……。でもさぁ、わかっててもショック受けちゃうのは仕方ないじゃん……」

「まぁ、そこで夕ゆう陽ひちゃんに自分勝手なことを言わないだけでも、立派だったんじゃない？」

　ここは、由ゆ美み子こお気に入りのパンケーキ屋さん。

　平日だけあって普ふ段だんより行列は短かったが、店内は夏休みの学生たちで溢あふれている。

　賑にぎやかな話し声を耳にしながら、由ゆ美み子こは生クリームたっぷりのパンケーキをひょいひょいと口に運んでいた。

　その向かいに座っているのは、放送作家の朝あさ加か美み玲れいだ。

　今日は珍めずらしく彼女が休みだったので、久しぶりに外で会うことにしたのだ。

　普ふ段だんはおでこに冷えピタを貼はり付つけ、スウェット姿でうろうろしている朝あさ加かだが、今日はまともな格好をしている。

　薄うすいベージュのノースリーブに、下は濃こいブラウンのワイドパンツを穿はき、普ふ段だんは着けないイヤリングやネックレスがかわいい。

　赤い眼鏡もとても似合っており、メイクだって丁てい寧ねいに施ほどこしている。

　オシャレな大人の女性、といった感じだ。

「朝あさ加かちゃん、今日の格好かわいい～。普ふ段だんからオシャレすればいいのに」

「絶対やだ」

　といったお決まりのやりとりをしたのは、少し前。

　今は由ゆ美み子この相談に付き合ってもらっている。

　ひとりで抱かかえるには思った以上に辛つらくて、かといって言いい触ふらしていい内容ではない。

　口の堅かたい朝あさ加かに他言無用であることを伝え、助けてもらった。

　朝あさ加かは苦く笑しようしながらアイスコーヒーを口に含ふくみ、そのあとフルーツたっぷりのパンケーキにかぷっ、とかぶりつく。

　表情を緩ゆるませながらむぐむぐと口を動かしたあと、こちらに尋たずねてきた。

「やすみちゃんは、なんて答えてほしかったの？」

　その問いに、しばし頭を悩なやませる。

　由ゆ美み子こもコーヒーを一口含ふくんでから、ふっと息を吐はいた。

「今はアイドル声優も楽しいよって、言ってほしかったんだろうね。いや、あたしは期待してたんだろうなー……。わたな……、ユウも、あたしといっしょにアイドル声優を楽しんでると思いたかった。あたしからは、そう見えてたから……」

　考えれば考えるほど、自分勝手なエゴでしかない。

　しかし、そう願ってしまったのだから仕方ないではないか。

　以前は違ちがったけれど、今は楽しくやっている、後ろ向きな気持ちなんてない。

　だから、まっすぐに、楽しみながら頑がん張ばっていこう。

　そう言ってほしかった。

　彼女の中で、そう変わっていてほしかったんだ。

　だけど千ち佳かは、「できればやりたくない」と感じたまま。

　それに悲しくなったというか、落ち込んじゃったのだ。

　時間が経たてば経たつほど、心の穴が広がっていくくらいに。

「ちょっとだけ、楽しくなったって言ってくれたじゃんかよ……」

　机に顎あごを載のせて、朝あさ加かにも聞こえない声量で呟つぶやく。

　乙おと女めが出られなくなったハートタルトのミニライブで、ふたりだけで立ったとき。

〝ティアラ〟のライブで、リーダー同士で並んだとき。

　そして、今回だって。

　隣となりにいて、歌って、踊おどって、歓かん声せいを浴びて。

　そうやって、ふたりで並べたのが嬉うれしくて、楽しかったっていうのに。

　そう感じていたのは由ゆ美み子こだけで、千ち佳かは何とも思っていなかったなんて。

　寂さびしいじゃないか。

　──そう、寂さびしかったのだ。

　自分勝手だと承知しながらも、由ゆ美み子こはすごく寂さびしかった。

「こればかりは、その人の考え方だからねえ……」

　どうしようもない問題だと朝あさ加かも感じているのか、気まずそうに頰ほお杖づえを突つく。

　由ゆ美み子こが落ち込んでいると、朝あさ加かは「ただ」と続け、眼鏡の位置を直した。

「それでもやすみちゃんが何かしたいって思うなら、『アイドル声優は、こんなにもいいものなんだぞ』って景色を見せてあげることじゃない？」

「景色？」

　由ゆ美み子こが言葉を返すと、朝あさ加かはパンケーキに載のっていた苺いちごにフォークを突つき刺さす。

　それをふわりと持ち上げた。

「たとえば、てっぺんからの景色とか。今回のライブは、乙おと女めちゃんとも張り合うんでしょ？　で、やすみちゃんたちは勝つ気で頑がん張ばってる。努力して努力して、本物の強敵に打ち勝ったときの景色はきっとすごいよ。もしかしたら、夕ゆう陽ひちゃんの意識も変わるかもしれない」

「あー……、景色、か……」

　ステージからの景色は、価値観をたやすくひっくり返すほどの破は壊かい力りよくがある。

　溢あふれる歓かん声せい、星空のようなサイリウムの光、お客さんたちの嬉うれしそうな笑え顔がお。

　たっぷりの拍はく手しゆが、自分たちに降り注ぐあの瞬しゆん間かん。

　その日のためにずっとレッスンをしていただけに、異様なほどの充じゆう実じつ感かんと昂こう揚よう感かん。

　もし、今回のライブで乙おと女めたちに打ち勝つことができれば。

　千ち佳かの考えがどうにかなるほどの、すごい景色が見られるかもしれない。

　ここに居られてよかった、ここに立ててよかった。

　アイドル声優を、やっていてよかった、と。

　感じてくれるかもしれない。

　そう思った瞬しゆん間かん、大きく広がっていた心の穴が、わずかに埋うまった気がした。

「ん」

　由ゆ美み子こは最後の一口になったパンケーキを頰ほお張ばり、フォークを置く。

　現金なもので、力が満ちていく感覚があった。

　ごくん、と飲み込み、由ゆ美み子こは力強く宣言する。

「おっけ、わかった。あたしがユウをそこに連れてく。最高の景色を見せてやる。やっぱり、やることはひとつだな。全力で姉さんたちを倒たおしにいかなきゃ」

　残りのアイスコーヒーをぐいーっと飲み切り、ふうと息を吐はく。

　朝あさ加かはやさしい表情でこちらを見つめたあと、満足そうに笑った。

「うん。そっちのほうがやすみちゃんらしいよ」

　結局、やることはひとつだ。

　今までどおり、がむしゃらに頑がん張ばる。頑がん張ばり続ける。

　勝ちたい理由が増えたから、より気合を入れていくだけだ。

　しかしそうなると、大きな壁かべが改めて立ちはだかるのだが。

「朝あさ加かちゃん。どうやったら、乙おと女め姉さんたちに勝てると思う？」

　結局はそこにぶつかる。

　勝ちたい。負けたくない。その思いは強くなるばかり。

　しかし、このままで本当に勝てるのだろうか。

　由ゆ美み子こは必死で練習しているし、ユニットの熱も高いが、それだけだ。

　纏まといの問題だって、解決していない。

　かといって、本当に纏まといの心が変わったとしても、それで勝機が見えてくるだろうか。

　ただがむしゃらにぶつかるだけで、いいのだろうか。

　不安は消えない。

　朝あさ加かなら何かヒントをくれるかも、と期待したが、彼女は苦笑いを浮うかべた。

「難しいことを聞くねえ……。今や、乙おと女めちゃんの勢いはすごいからなあ」

　朝あさ加かは視線を宙に向けながら、ぽつぽつと続ける。

「乙おと女めちゃんの人気もすごいし、めくるちゃんや花はな火びちゃんだってラジオ方面は絶好調だしね。結ゆ衣いちゃんの話も耳に入ってくるし。あの四人に勝つ、かぁ……」

　朝あさ加かはうーん、と悩なやんでくれるものの、やはり答えは出ないようだ。

　ずっと悩なやんでいる由ゆ美み子こが答えを出せないように、これは大きな大きな難問である。

　けれど、いよいよライブも迫せまってきている。

　纏まといのことも含ふくめて、もっと気合を入れなければならない。

「……ところで。やすみちゃん、ライブに向けてダイエットしてたんじゃないの？　こんなの食べて大だい丈じよう夫ぶ？」

「ダメでーす。完全なやけ食い！」

　投げやり気味に声を上げると、朝あさ加かはおかしそうに笑った。
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　千ち佳かとの一週間共同生活は、途と中ちゆうで由ゆ美み子こが落ち込むことがありつつも、それ自体は驚おどろくほど平へい穏おんに終わった。

　……と、言いたいところだが。

　最後の最後で、ちょっとしたハプニングに見み舞まわれた。

「いやいやいやいや由ゆ美み子こちゃんのお母さんこれはあの、本当に受け取って頂かないと」

「いやいやいやいや千ち佳かちゃんママ、普ふ段だんは由ゆ美み子こがお世話になってますし、お家うちにお邪じや魔ましたこともあるので」

「それを言うなら千ち佳かがお邪じや魔まする頻ひん度どのほうが明らかに多いんですよなので本当に」

　最終日。

　千ち佳かの母が再びお土産みやげを持って挨あい拶さつに来たのだが、そこで生活費の話が出た。

　由ゆ美み子こもお世話になっているからお金は受け取らずにいたい由ゆ美み子こ母、いやいやそれは絶対にダメですきっちり払はらいますの千ち佳かママ、受け取るにしてもこれは多すぎですうちは旅館か何かですか、一週間連れん泊ぱく食事つきなんですよ旅館でしょうもう、という、母親同士の押し合いへし合いが玄げん関かん先さきで勃ぼつ発ぱつしている。

「あのー……、あたしら仕事あるから、もう出るね？」

「あの、お世話になりました……」

　待っていても埒らちが明かない、と判断した由ゆ美み子こたちは、ふたりの母親にそう声を掛かけた。

「あ、ユウちゃんまたね、いつでもおいでね！」「千ち佳か！　使わない荷物は車に置いていきなさい持って帰るから！」と早口で返ってきたものの、すぐにバトルに戻もどっている。

　活動休止の件で事務所に集まったときも、ここまでヒートアップしなかったと思うが。

　果たして決着がつくのはいつになるのやら。

　その日はコーコーセーラジオの収録だったのでふたりで家を出たが、取り残されていたら悲ひ惨さんだったかもしれない。

　ラジオの収録が終わったあとも、ふたりいっしょにスタジオを出た。

　しかし、由ゆ美み子こは帰路の途と中ちゆうではたと気付く。

　普ふ段だんなら朝あさ加かたちと雑談して、千ち佳かとは帰るタイミングが別になることが多い。

　帰る家は別々なのだから、いっしょに帰る必要はもうなかった。

　だというのに、夕方の街を当然のようにふたり並んで歩いている。

「？　どうかしたの、佐さ藤とう」

「いや別に……」

　千ち佳かは気付いてないようなので、そっと飲み込んでおく。

　あの共同生活で変な癖くせが残っていないか、気を付けておかないと……。

「あ。渡わた辺なべ、あたしスーパー寄ってくわ」

　スーパーの前を横切ったら、買うものを思い出した。店を指差して伝える。

「あぁそう？」

　千ち佳かはそう返事をすると、ごく当たり前のように店内までついてきた。

　別に、彼女が買い出しに付き合う理由はないのだが。

　おかしな癖くせがついているのは、何も自分だけではないようだ。

　横に並ぶ千ち佳かに、思わず笑いを嚙かみ殺ころしてしまう。

　千ち佳かを引き連れて、スーパーの中を歩く。夕方だけあってお客さんも多い。

　夕食の買い物をしている家族連れも多いのか、献こん立だてに関する話も聞こえてきた。

「理り央お、理り央お！　今日は餃ぎよ子うざ食べたい、餃ぎよ子うざ～。ねぇ、作って？」

「えぇ？　今から包めって？　やだよ、面めん倒どうくさい。冷れい凍とうでいい？」

「冷れい凍とうの餃ぎよ子うざ、おいしくないもん。理り央おが作ってくれる餃ぎよ子うざがいい～」

「わがままな……。じゃあねぇね、包むの手伝ってくれる？」

「ね、ねぇねはお仕事で疲つかれてるし、家でもやることあるもん……」

「じゃあやだ。冷れい凍とうでいいなら買ったげるけど」

「ねぇねもやだ～。理り央おの手作りがいい。ほら、いつも野菜摂とれって言ってるでしょう？　理り央おの餃ぎよ子うざならお野菜たっぷりだし。ねぇ、作ってよ～。食べたい食べたーい」

「えぇ……。マジでやなんだけど……。つーか、身体からだが資本なんだから野菜くらい食べなよ。ねぇねの偏へん食しよく、その辺の二歳さい児じよりひどいよ？」

　何やら、献こん立だてで揉もめているようだ。

　まぁ餃ぎよ子うざは時間掛かかるしな……。包むのは好きだけど、今からやれって言われたら嫌いやかも。家族に偏へん食しよくがいるのも、ご飯作る側からすると嫌いやだよなあ。ママも渡わた辺なべも、好すき嫌きらいなくてよかったな……、なんて。

　由ゆ美み子こがぼんやり考えているときだった。

「さ、佐さ藤とう……」

　千ち佳かに袖そでをくいくい、と引っ張られる。

「なに？　お菓か子し？　一個だけだからね？」

　冗じよう談だんを口にしながら千ち佳かを見たが、彼女はそれどころではないようだった。

　啞あ然ぜんとした表情で、店の奥を見ている。

　つられて、由ゆ美み子こもそちらに目を向けた。

「──は？」

　おそらく、由ゆ美み子こも千ち佳かと同じ表情をしたはずだ。

　そこには、おおよそ予想のできない光景が広がっていた。

「だから野菜を摂とるために、餃ぎよ子うざ作ってって言ってるのにー。やだやだ、今日はもう餃ぎよ子うざの口ー。理り央おの餃ぎよ子うざ以外、お腹なかに入りませーん」

　若い女性ふたりが、じゃれあっている。

　食材を詰つめ込こんだカートを押しているのは、まだ少女と言っていい年ねん齢れいの女の子だ。オーバーサイズの黒いシャツに、白のショートパンツが夏らしさを感じる。キャップも被かぶっていて、爽さわやかな印象を与あたえた。

　彼女自体には何の問題もない。問題は、隣となりに立つ女性だ。

　カートを引く子の背が低く見えるのは、隣となりの女性の背が高いから。

　まるでモデルのような体型で、どこか色素を感じさせない女性。

　彼女はその子の肩かたに顎あごを載のせて、「餃ぎよ子うざ餃ぎよ子うざ～」と催さい促そくし、「あぁもう鬱うつ陶とうしいっ」と怒おこられている。

　傍はたから見れば、仲が良さそうな姉し妹まいだ。

　しかし、その姉らしき人に、由ゆ美み子こたちは見覚えがあった。

「──纏まといさん？」

　思わず声を掛かけると、その人の口が「餃ぎよ子うざ」の「ざ」で止まった。

　目がばっちりと合う。

　ここ数日、しょっちゅう顔を合わせていた相手だ。見み間ま違ちがえようもない。

　さっきから妹らしき人にウザ絡がらみしていたのは、羽は衣ごろも纏まといその人だった。

「──────あっ」

　彼女は目を大きく見開いたあと、可哀かわい想そうなくらい狼ろう狽ばいした。
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　身体からだを思い切り跳はねさせ、そのせいでカートにぶち当たり、「うわあああ、ねぇね何やってんの!?」と怒おこられているが、纏まといの視線はこちらに固定したままだ。

　びっくりした表情で、固まっていた。

「……う、歌うた種たねさんに、夕ゆう暮ぐれさん……。……き、奇き遇ぐう、ですね？　おふたりで、お買い物、ですか？　わ、わたしもそうなんですけど……」

　彼女は慌あわてふためきながらも、何とか取とり繕つくろおうとしていた。

　ここからごまかすのは無理だろう……、と思ったが、単に混乱しているだけかもしれない。

　由ゆ美み子こたちも、どう対応していいかわからなかった。千ち佳かと顔を見合わせる。

　家族にしか見せない表情を、他人に見られたときの気まずさは覚えがある。

　さすがに、あそこまで露ろ骨こつに違ちがうと反応に困るが……。

「ねぇね、って呼ばれてるんですね、纏まといさん」

「餃ぎよ子うざ、そんなにおねだりするほど好きなんですか」

「………………ッ」

　口々に告げると、纏まといの色白の肌はだが真っ赤に染まる。

　パンッ！　と勢いよく両手で顔を覆おおった。

「ご勘かん弁べんを……」

　顔を隠かくしたまま、ごにょごにょと声を絞しぼり出だしている。

　これ以上は、何も言わずに立ち去ったほうがいいだろうか。

　家族相手にどう接していようと、その人の自由だし……。

　そう考えていると、纏まといのそばにいた少女が不思議そうに首を傾かしげた。

「ん？　ねぇねの知り合い？」

　こちらを窺うかがってくる妹さんらしき人。

　由ゆ美み子こたちが制服を着ていないとはいえ、纏まといと同年代には見えないだろう。

　由ゆ美み子こが説明しようとすると、先に彼女がぱあっと表情を明るくした。

「あ！　もしかして、姉の仕事先の方ですか!?　声優さん……？」

　声優、の部分だけ声を落として、こちらに問いかけてくる。

　やはり、纏まといの妹で間ま違ちがいないらしい。

　少し前に話に出た、同居している高校生の妹さんだ。

　纏まといは「いや、あの、理り央お、ちょっと」と慌あわてているが、由ゆ美み子こたちは挨あい拶さつを返す。

「あ、そうそう。あたしたち、同じ作品に出てる声優。歌うた種たねやすみです。よろしくね」

「夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひです」

　ふたりして名前を告げると、彼女の表情がさらに輝かがやく。

　両手を合わせて、ぐいっと顔を寄せてきた。

「わっ！　お名前、聞いたことあります……！　あ、わたし妹の理り央おです。姉がいつもお世話になっております」

　深々と彼女──、理り央おは頭を下げた。

　年ねん齢れいは由ゆ美み子こたちと変わらないだろうに、完全に保護者のような振ふる舞まいだ。

　纏まといは隣となりで手をうにうにと動かし、苦しそうな表情をしている。

　家族と知り合いがしゃべっているハラハラ感はわかるが、ぜひ話は聞きたい。

　由ゆ美み子こは笑えみを浮うかべながら、理り央おに尋たずねた。

「纏まといさんから聞いてるよー。高校生なんだよね。お姉さんといっしょに暮らしてるって」

「あ、そうです！　今、高二です。なにねぇね、そんなことまで先せん輩ぱいに話してるのー？」

　キャッキャッと笑いながら、纏まといの肩かたを小こ突づく理り央お。

　纏まといはますます顔を赤くして、俯うつむいてしまった。

　そこで、理り央おが「ん？」と首を傾かしげる。

「夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひ……、あ！　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひさん!?」

　理り央おがはっとして、興奮気味に目を輝かがやかせた。

　纏まといがさらに焦あせった表情を見せたが、構わずに理り央おは口を開く。

「ねぇねとご飯行ってくれたんですよね。ねぇね、夕ゆう暮ぐれさんのことを特に尊敬しているみたいで、間近で演技を見られることを喜んでるんです。すごい人だ、っていっつも言ってて。ご飯も、緊きん張ちようしたけど楽しかった～、って！」

　嬉うれしそうに笑いながら、理り央おはそんなことを口にする。

　それに千ち佳かは目をぱちくりさせていた。

　由ゆ美み子こも千ち佳かから食事の話は聞いたが、そんな感じではなさそうだったのに。

「……渡わた辺なべ。そうだったの？」

「いえ、そんな素そ振ぶりは全く」

　小声で尋たずねてみても、千ち佳かは首を振ふっている。

　一方、纏まといは湯気が出そうなくらい顔を赤くしていた。

　理り央おの肩かたを摑つかんで、ぼそぼそと抗こう議ぎしている。

「あの、理り央お、し、失礼でしょ……、こ、これ以上は、ね？　ね？」

「？　どうしたの、ねぇね。急に口数減っちゃってさ。先せん輩ぱい、とってもいい人そうでよかったね！　すみません、姉はいろいろと迷めい惑わくを掛かけているでしょう？　さっきのももしかして聞こえてました？　わがままな姉で、職場でもこんな調子じゃないかと心配で～」

　ニコニコと笑う理り央おはとても愛あい嬌きようがあるが、纏まといの肩かたがどんどん小さくなっていく。

　しかし、恥はずかしいだけで、本気で嫌いやがっているわけではなさそうだった。

　ならばこれは、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスではないか。

「ねぇ、理り央おちゃん。よかったら、お茶でもしない？　お姉さんのこと、いろいろ話したいし、聞いてみたいし」

「え、いいんですか？」

　このときの反応は、わかりやすかった。

　ぱっと顔を明るくさせる理り央おと、目を見開いて驚おどろく纏まといと千ち佳か。

　けれどそこで初めて、纏まといが普ふ段だんの表情に戻もどった。

　慌あわてて、口を開く。

「いえ、そんな。申し訳ないです。そんなご迷めい惑わく……」

「ぜひぜひ！　うち近いんですけど、よかったら来ませんか？」

　纏まといが断ろうとしたところで、理り央おが纏まといの腕うでに抱だき着つく。

　纏まといは明らかに困った顔をして、「理り央お、ご迷めい惑わくでしょう」と咎とがめるような声を出した。

　そこは姉っぽく見えるところだが。

　誘さそったのは由ゆ美み子こだ。もちろん、社交辞令でもない。

「出たわ……」と呟つぶやいている隣となりの女が気にならないでもないが、由ゆ美み子こは話を進める。

「お邪じや魔ましていいんだったら、ぜひ行きたいです。纏まといさんが嫌いやじゃなければ、ですけど」

　纏まといに話を振ふると、理り央おが「ほら」という顔で見上げる。

　纏まといは気まずそうに理り央おを見下ろし、迷っている様子だった。

　けれど、しばらくしてから小さく息を吐はく。

「何もお構いはできませんが……、歌うた種たねさんたちがよろしければ……」

「実際、ねぇねはお構いしないしね」

　理り央おがさらっと言って、纏まといが言葉を詰つまらせる。

　このときは、それがどういう意味かわからなかった。







　羽は衣ごろも姉し妹まいに連れられて、彼女らが住むマンションにやってきた。

　スーパーから程ほど近ちかい、ごくごく普ふ通つうのマンションだ。

「どうぞどうぞ、狭せまいですが」

「お邪じや魔ましまーす」

「お邪じや魔まします」

　理り央おに先導され、部屋の中に入っていく。

　綺き麗れいな部屋だった。生活感はありつつも、クッションやソファに可か愛わいらしいものが使われている。理り央おの趣しゆ味みだろうか。リビングダイニングは物が多かったが、丁てい寧ねいに整せい頓とんされている。キッチン周りが清潔に使われていて、住民のマメさが窺うかがえた。

　しかし、よく片付けられた部屋に異分子がある。

　ソファの上に、パジャマが脱ぬぎ捨すてられていた。

「あっ、あっ、あっ、ちょ、ちょっと失礼します……！」

　纏まといがパタパタとパジャマを回収して、洗面所に逃にげ込こんでいった。

　思わず、千ち佳かといっしょに目を丸くする。

　纏まといさん、家ではだらしないんだな……。

　スーパーでも妹にわがまま放題してたけど……。

　洗面所まで視線が引き寄せられていると、理り央おが大きなため息を吐ついた。

「ご覧のとおり、ズボラな姉でして……。いくら言っても、すぐ脱ぬぎっぱなしにするんです」

「はぁー……。纏まといさん、靴くつ下した裏返しのままで洗せん濯たく機きに入れてそうだね」

　冗じよう談だんで言ったつもりだったが、理り央おには「なんでわかるんですか？」と言われてしまった。

　そんな話をしているうちに、纏まといが恥はずかしそうに洗面所から出てくる。

　理り央おが手早くお茶の準備をしてくれたが、彼女が言ったとおり纏まといは何もしていなかった。

　あの会話から察するに、家のことはほとんど理り央おがやっているのかもしれない。

　しゅんとしているのが可哀かわい想そうになってきて、思わず由ゆ美み子こは口を開く。

「纏まといさんたちは、いつからいっしょに住んでるんですか？」

「あ……、去年からです。妹といっしょに上京してきまして」

「ふたり揃そろって東京二年生でーす」

　理り央おがおどけて、両手でピースサインを作ってみせる。

　それに、千ち佳かが興味を示した。

「どうして、姉し妹まいで住もうと思ったんですか？」

「元々、わたしは養成所に通うために上京する予定だったんです。それに、理り央おが乗っかってきたと言いますか……」

　纏まといはいつもの調子に戻もどり、静かな口調でそう言う。

　けれどその答えに、理り央おが唇くちびるを尖とがらせた。

「それは間ま違ちがってないけど。でも、ねぇねに独り暮らしなんてさせられないよ。夕ゆう暮ぐれさん、姉ってば本当何もできないんですよ。わたしが数日家を空けようものなら、家の中、ぐっちゃんぐっちゃんになりますから。ついてきてよかったー、って心から思いますもん」

「り、理り央お……、そんなことまで言わなくても……」

　せっかく整えた体てい裁さいが、一いつ瞬しゆんで崩くずれ去さってしまう。

　泣きそうな顔で纏まといが理り央おの肩かたに触ふれるが、彼女は素知らぬ顔だ。

　どうやら、理り央おは本当に纏まといの保護者役らしい。

　この纏まといの姿は意外でならないが、仲良し姉し妹まい、といった感じで微ほほ笑えましかった。

　まるでそれを証明するように、理り央おはニコッと笑う。

「でも、嬉うれしいんですよ。ねぇね、いつも楽しそうだから。上京してよかった」

　照れくさそうにしながらも、理り央おは笑う。纏まといもそれで、静かに微ほほ笑えみを返した。

　わざわざ東京でいっしょに暮らすくらいだ。本当に仲がいいんだろう。

　そうじゃなきゃ、共同生活なんてできやしない。

　そこまで考えてから、慌あわててその思考を振ふり払はらう。

　そんなことはない……、仲良くなくても共同生活はできる……、うん……。

「……あ。前、晩ご飯に行けなかったのは、ふたりで生活してるからですか」

　千ち佳かが納なつ得とくしたような声を上げた。

　話を聞くと、以前千ち佳かが食事に誘さそった際、「夕飯の用意があるから当日は無理だ」と断られ、食事は翌日になったそうだ。

　その話を聞いて、理り央おはすまなそうに笑う。

「あらら、それはすみません。でも当日、急にご飯いらないって言われるのは困るんですよ。朝ならまだいいんですけど……、夕方には準備しちゃってるので」

「わかる」

　由ゆ美み子こは大きく頷うなずく。ご飯がいらないなら、あらかじめ言ってほしい。

　それで思い出す。以前ファミレスで話し合いをしたとき、纏まといが慌あわてて帰ったことがあった。

　もしかしたらあのとき、理り央おから「はよ帰ってこい」とでも言われたのかもしれない。

　理り央おは、千ち佳かたちを見ながら表情を明るくさせた。

「さっきも言いましたけど、ご飯のときの姉はすごく嬉うれしそうでした。いっつも家で、おふたりの話をしてますよ。まだ高校生なのにすごい、尊敬できる先せん輩ぱいだー、って」

　理り央おは本当に嬉うれしそうに言って、纏まといは隣となりで肩かたを縮ませている。

「お恥はずかしい……」と顔を赤くしていた。恥はじ入いっていても、否定する様子はない。

「……………………」

　違い和わ感かんは、それだ。

　言ってしまえば、纏まといが家でだらしなかろうが、妹に甘え切っていようが、別段おかしくはない。家と外で態度が違ちがうのは、だれしもがそうだ。

　けれど、理り央おが見ている『声優の纏まとい』と由ゆ美み子こたちの知る『声優の纏まとい』は違ちがいすぎる。

　いつも気まずそうに、自分たちから距きよ離りを取っている纏まといから、尊敬や嬉うれしい、なんて言葉が出てくるなんて。

　そして、纏まとい自身も否定していない。

　ここに、何か誤解が生じているような気がしてならなかった。

「あたし、纏まといさんから嫌きらわれているのかと思ってました」

「わたしも」

　由ゆ美み子こが本心を告げると、千ち佳かも言葉を重ねた。

　すると、羽は衣ごろも姉し妹まいは同時に「えっ」と声を上げる。

　……纏まとい自身も、驚おどろいている。

「そ、そうなの？　ねぇね、もしかして、わたしに心配掛かけないために噓うそ吐ついてた……？」

　理り央おが不安そうな表情を見せると、纏まといは慌あわてて首を振ふった。

　家の外では、自分は上う手まくいっている。家族にそう見み栄えを張る人はいるかもしれない。

　けれど、纏まといはそれともまた違ちがうようだ。

「嫌きらわれている、は言いすぎにしても。羽は衣ごろもさん、わたしたちを避さけてはいますよね」

　直球はお手の物、とばかりに千ち佳かが尋たずねる。

　纏まといはわずかに考え込んでから、答えた。

「避さけている、と言われると強い言葉に聞こえますが……。距きよ離りは取るようにしていますよ。そこは間ま違ちがいありません」

　いつもの様子で、ごく平然と言葉を並べる纏まとい。

　距きよ離りを取るのも避さけるのも、大した違ちがいはない気がするけど。

「え、なんで!?」

　案の定、理り央おは頓とん狂きような声を上げた。

　それに、纏まといはゆっくりと答える。

「先せん輩ぱいに気を遣つかわせたくないもの。ねぇねは二十五歳で、しかも新人。でも、ほかのメンバーはみんな十代だから。理り央おだって、学校の友達だけで遊んでいるときに、七つも八つも年上の人がひとりでまざってきたら嫌いやでしょう」

「あー……、まぁ、それはやだ……」

「ね？　それに、ねぇねは年上の後こう輩はいだから。どうしたって、やりにくい相手なの。それなら、いないほうがマシでしょう？　ほかの人たちは、とっても仲が良さそうだったし」

「あー……、それは、そうかも、しれない……」

　纏まといの説明に、理り央おが難しい表情で納なつ得とくしている。

　いやいや、待ってほしい。

　慌あわてて、由ゆ美み子こは待まったを掛かける。

「え、纏まといさん。あたしたちに気を遣つかってたから、あんなよそよそしかったんですか？」

「よそよそしい、と言われてしまうと、申し訳ないですが……。そうなります。せっかく、若い人たちが集まってるんですから。いつも遠くから、若いって羨うらやましいなぁって見てますよ」

　ふふ、と笑う纏まとい。

　いや、そこでそんなやさしく笑われても。

「若い人たちだけで、って。あれ断り文句じゃなかったのね……」

　千ち佳かが眉まゆを顰ひそめて、ぽつりと呟つぶやく。

　由ゆ美み子こも体ていよく断られているだけかと思っていた。

　まさか、本心だなんて。むしろあっちが、気を遣つかっていたなんて。

　確かに彼女は、年ねん齢れいに対して過か敏びんなきらいがあるけれど……。

「そういえばねぇね、夕ゆう暮ぐれさんとご飯行く前も不安そうだったもんね」

「えぇ……。まず、高校生の子とふたりでご飯という構図が、もうハラハラしたもの。悪いことしてるわけじゃないけど、周りの人にどう思われているのかな、とか……」

「そっちの心配？　いや、そうじゃなくてさ。夕ゆう暮ぐれさんに……」

　姉し妹まいがおかしな方向に話を進めている。

　このまま脱だつ線せんするわけにはいかない。

　誤解が生じているのなら、絶対に解いておくべきことがひとつある。

　由ゆ美み子こは机に手を置き、はっきりと物申した。

「纏まといさん！　そういう気き遣づかいは今後一いつ切さい、やめてくれませんか」

　声が大きくなってしまったからか、纏まといはびくりと身体からだを揺ゆらす。

　いつもの気まずそうな表情に戻もどり、さっと視線を逸そらした。

　いやでも、と言葉を続けようとしたので、遮さえぎって話を進める。

「あたしは、纏まといさんと仲良くしたいです。歳としの差なんて関係ないですし、そもそも纏まといさんとそこまで歳としが離はなれているとも思いませんっ。遠くから見るんじゃなくて、いっしょに仲良くやりたいです。せっかく、同じユニットにもなれたんですから」

　その言葉に、理り央おは目を輝かがやかせた。

　しかしその反面、纏まといの顔は暗い。

　表情を変えることなく、ぼそぼそと答える。

「いえ……、そういったところが既すでに、気を遣つかってもらってるわけですし……」

　由ゆ美み子この気持ちが届かない。建前として処理されてしまっている。

　由ゆ美み子こたちが「若い人たちだけで」という言葉を、額面どおり受け取らなかったように。

　纏まといは大人として、由ゆ美み子こたちから距きよ離りを取ろうとしている。

　それは、纏まといが会社員だったことと関係しているのかもしれない。

　理り央おも納なつ得とくしたが、高校生が二十代中ちゆう盤ばんの女性と仲良くしている姿はあまり見み掛かけない。

　由ゆ美み子こもこの仕事じゃなければ、歳としの離はなれた人と遊ぶことはなかったかもしれない。

　由ゆ美み子こたちがズレている可能性はある。

　けれど、纏まといは既すでに声優だ。同じ仲間だ。仲良くなりたい。

　どう説明しようか迷っていると、千ち佳かがさらりと口を開いた。

「わたしたちは、仕事で年上の人と接することが多いです。普ふ通つうの高校生とは違ちがいますし、気を遣つかわれるほどの歳としの差でもないです。それに、この女は本当に仲良くしたいと思っていますよ。そういう女です」

　口は悪いが、千ち佳かが由ゆ美み子このフォローに回っていた。

　ふたりからそう言われ、纏まといの表情は戸と惑まどいに変わる。

　理り央おがそこで纏まといの腕うでに抱だき着つき、嬉うれしそうに頷うなずいた。

　それでもなお纏まといは迷っていたようだが、弱々しく口を開く。

「わたしは……、おふたりを尊敬しています……。まだお若いのに、十代なのに、すごいなと……。本当に、気き遣づかいなしで接して頂けるのなら嬉うれしい、ですけど……」

　迷いと葛かつ藤とうを見せながらも、纏まといはそんな言葉を絞しぼり出だしていた。







　マンションから出ると、外はすっかり暗くなっていた。

　暗い道に電灯が灯ともり、人の気配も薄うすまっている。

　遠くでセミがまだ鳴いているのを聞きながら、千ち佳かと駅に向かって歩いていた。

　開口一番で触ふれるのは、纏まといのことだ。

「纏まといさんが、家ではあんなキャラだったなんてなー……」

「驚おどろいたわね。妹さんにべったり……、って表現で合っているのかしら。おかげで、いろいろと知ることができたけれど」

「ね。いやぁ、びっくりした。でも、これで纏まといさんとも仲良くできそう。纏まといさんのほうが変な気き遣づかいしてたなんてなー。それがわかってたら、もっと早く仲良くなれたのに」

　小さく笑いながら、歌うように言葉を並べる。

　由ゆ美み子こにとって、それが一番の収しゆう穫かくだ。

　纏まといは摑つかみにくい雰ふん囲い気きを持っていたし、あちらが意図的に距きよ離りを取ろうとしていた。

　そのせいで、由ゆ美み子こでもなかなか関係を深められなかった。

　そこに、誤解があったから。

　それがなくなった今、きっと纏まといとは仲良くなれる。

　そのうちにユニットメンバーとも距きよ離りが縮まるだろう。

　そうなってくれれば、ライブのパフォーマンス向上にだって繫つながってくるはず。

　いいこと尽ずくめだ。

　ご機き嫌げんに鼻歌でも歌いたいくらいだったが、千ち佳かに釘くぎを刺さされてしまう。

「言っておくけれど。ただ、羽は衣ごろもさんと接しやすくなっただけよ。あの人が『無理をしてライブの練習をすること』にも『アイドル声優』にも否定的なのは変わらない。何も解決していないんだから、浮うかれるのもほどほどにしなさいな」

「わ、わかってるよ……」

　咎とがめられたとおり、楽観視できる状じよう況きようではない。

　纏まといとの考え方の違ちがいは依い然ぜんとしてあるし、あちらは誤解でも何でもない。

　それに、纏まといが全面的に考えを改めてくれたところで、〝アルフェッカ〟に勝てるのか、という難題の回答にはならなかった。

「ほんと、どうすりゃいいんだろうね……」

　どうすれば、乙おと女めたちに勝てるのか。

　それを考えるだけで、浮うかれた気持ちはすぐに霧む散さんしていく。

　ふたりして黙だまり込こんでいると、後ろから足音が聞こえてきた。

　それが急接近したかと思うと、女性の声が飛んでくる。

「歌うた種たねさん！　夕ゆう暮ぐれさん！」

　振ふり返かえると、そこには理り央おがひとりで立っていた。

　急いで走ってきたのか、息を荒あらくしている。

「どうしたの、理り央おちゃん。あたしたち、なんか忘れ物でもした？」

　纏まといの姿はないし、彼女が追ってくる理由がそれくらいしか思いつかない。

　けれど、理り央おの表情は「ちょっと忘れ物を届けにきた」というものではなかった。

　思おもい詰つめた表情で、額の汗あせを拭ぬぐっている。

　さっきまで、纏まといといっしょに明るく笑っていたのに。

「……本当にどうしたの、理り央おちゃん」

「おふたりに話を聞きたくて……。あの……。夕ゆう暮ぐれさんたちは、姉といっしょにライブの練習をしてるんですよね。次のライブに向けて、自主練も」

「えぇ。この数週間、いっしょに練習しているけれど……。それが、どうかしたの」

　千ち佳かが問いかけると、理り央おの表情に迷いが生じる。

　しかし、意を決したように口を開いた。

「あの。ねぇね、無理してるんじゃないかと思って……、それが心配で……」

　おかしなことを言う。

　纏まといはむしろ、無理はすべきではない、と主張していた。

　その言葉どおり、彼女のスケジュールの入れ方は無理のないものだ。

　いっしょに暮らす理り央おなら、それも把は握あくできていそうなものだけど。

　千ち佳かが眉まゆを顰ひそめ、こちらをちらりと窺うかがった。

　彼女の視線に小さく首を振ふり、理り央おに向き直る。

「ええと、理り央おちゃん。纏まといさんはその辺り、気を付けてコントロールしてると思うよ。むしろ、あたしらがちょっと怒おこられたくらいでさ。ライブの練習で無理はすべきじゃない、それは合理的じゃない、って言われちゃったんだ」

　普ふ段だんはあまり意見を言わない纏まといが、あのときははっきりと物申した。

　それを由ゆ美み子こたちは否定できなかったし、纏まといが練習量を調整しているのも事実だ。

　由ゆ美み子こは、理り央おを安心させるつもりでそれを伝えたのだが……。

　理り央おは、手で顔を覆おおった。

「やっぱり……、ねぇね、無理してる……」

「…………？」

　どういうことだろう。

　話が嚙かみ合あわない。

　由ゆ美み子こたちが困こん惑わくしていると、理り央おはゆっくりとかぶりを振ふった。

「……あの。ふたりに、聞いてもらいたい話があるんです。姉の……、わたしたちのことです。聞いて、くれますか」







　すぐ近くに公園があったので、そこのベンチに三人で腰こし掛かけていた。

　こぢんまりとした公園で、わずかな遊具とベンチくらいしか設置されていない。

　既すでに陽ひが落ちていることもあって、人の気配は皆かい無むだった。

　人の声もセミの鳴き声も聞こえない中、重い空気が満たされていく。

「姉は、本当はもっと早く声優になりたかったんです」

　しばらくしてから、理り央おがぽつりと呟つぶやいた。

　千ち佳かがこくりと頷うなずく。

「それらしいことは、羽は衣ごろもさんから聞いたわ。具体的ではなかったけれど」

「具体的……、そうですね。なろうと決めたのは、姉が高校二年生のときです」

「そんなに早く？」

　由ゆ美み子こはつい口を挟はさんでしまう。

　高校生で声優を目指すならむしろ普ふ通つうだろうし、由ゆ美み子こたちはそれより早かった。

　だが、纏まといは現在二十五歳だ。

　八年も前から声優になりたかった。今の由ゆ美み子こたちよりも、年下のときの纏まといが。

　八年は、長い。

　その間、纏まといはずっと「声優になりたい」という思いを抱かかえ、過ごしていたのだろうか。

　その答えを、理り央おが口にしていく。

「当時の姉は、進路に迷っていました。大学に進学するのか、それとも夢を追って声優の養成所に行くのか。姉は、その悩なやみをわたしにだけ打ち明けてくれました。わたしはねぇねの夢を応おう援えんしたくて、もし親に反対されたらいっしょに説得する、と言っていたんです」

　懐なつかしそうに、理り央おは小さく笑う。

　けれどすぐに、辛つらそうに息を吐はいた。

「でも説得する前に、それどころじゃなくなりました。親が身体からだを壊こわしてしまったんです」

「……………………」

　背筋に冷たいものが走る。

　進路で遠くを見て悩なやむ最中、生活を支えてくれる親が崩くずれてしまうのは、一体どれほどの恐きよう怖ふだろう。

　肉親が倒たおれたときの苦しみや悲しみは、由ゆ美み子こも祖母のときに味わっている。

　心臓が嫌いやな音を立てるのを感じながら、理り央おの話に耳を傾かたむけた。

「うちは元々、母が病気を抱かかえてて。父がひとりで働いて、わたしたちを養ってくれました。治ち療りよう費ひの負担も大きかったのに、わたしたちに不自由ない生活をさせるために、一いつ生しよう懸けん命めい働いてくれて。父は、『家族のためなら、いくらでも無理できる』といつも言っていて……」

　そこで理り央おは、目を伏ふせてしまう。

「その『無理』がたたりました。父が身体からだを壊こわしてしまって……。しばらく、生活の先行きが見えなくなってしまいました。それが、姉が高校二年生のときです。でも、ねぇねは……、自分のことだけ考えていれば、大学進学も、養成所も、何とかなったと思うんです……」

　理り央おは膝ひざに置いた手をきゅっと握にぎる。

　呻うめくように続きを口にした。

「姉が選んだのは、就職することでした。大学も声優も諦あきらめて、働き始めました。それはきっと、わたしのためなんです。働けば家計を助けられる。もし父に何かあっても、わたしを守っていける。自分ひとりなら好きに生きていけるのに、ねぇねはそうしてくれたんです……。家事や生活面が疎おろそかなのも、結局自分のことを後回しにしてきたからなんです……」

　まるで懺ざん悔げでもするかのように、理り央おは苦しそうな表情で述べていく。

　重い息を吐はいて、目をぎゅうっと瞑つぶっていた。

　由ゆ美み子こは自身も息苦しくなるのを感じながら、そっと尋たずねる。

「じゃあ、纏まといさんが『無理をすべきじゃない』って言ってるのは……」

「父のことがあったからだと思います。無理をして、身体からだを壊こわせば元も子もない、と」

　それならば、あの頑かたくなな態度も納なつ得とくできる。

　纏まといにとって、『無理をする人』はトラウマなのだ。

「お父さんは……。大だい丈じよう夫ぶだったんですか」

　千ち佳かがおそるおそる尋たずねると、理り央おはふっと力を抜ぬいた。

　小さく笑えみを浮うかべながら、こくりと頷うなずく。

「一時はどうなることかと思いましたが、おかげさまで。時間が掛かかりましたが、母も快復しました。だから姉も仕事を辞やめ、改めて夢を追うことができたんです」

「そっか……。それはよかった」

　ほっとする。

　思えば理り央おが上京しているくらいだし、今はある程度の余よ裕ゆうがあるのかもしれない。

　八年という歳さい月げつは、環かん境きようが大きく変化してもおかしくないほどの時間だ。

　それにきっと、そこに至るまでの数年間は大変だったはず。

　纏まといの数年間は、由ゆ美み子こが想像しているよりもよっぽど重かった。

　もう遠まわりしたくない、という感情も、年下の少女たちに『無理をするな』と言いたくなる気持ちも、理解できてしまう。

　けれど、同時に。

　諦あきらめきれなかった数年間の想おもいと、現在の状じよう況きようを考えると、むしろ──。

「……本当は羽は衣ごろもさん、もっと、必死になりたいんじゃないかしら」

　千ち佳かがぽつりと呟つぶやく。

　そうだ。

　纏まといの声優に対する想おもいや憧あこがれは、数年分も積み重なっている。

　台本を完全暗記するほどの熱意も、その現れだろう。

　だからこそ、本当はもっとがむしゃらになりたいのではないか。

　今までの分を取り返すためにも、もっと必死に。

　チリチリとした焦しよう燥そう感かんに耐たえながら、自制するのはおそろしいほどの苦痛ではないか。

　千ち佳かの言葉に理り央おは大きく頷うなずいて、すがるような目で由ゆ美み子こたちを見た。

「そうなんです……！　そうなんですよ……。だから、姉は『無理をしている』と思ったんです。ねぇねは、もっと、もっともっと、頑がん張ばりたいはずなんです。むしろ、無理したいんです。限界のギリギリまで、力いっぱい。でも、多分わたしが──」

「勝手なことを言わないで」

　突とつ然ぜん介かい入にゆうしてきた声に、三人がはっとする。

　冷たい声を響ひびかせたのは、纏まといだった。

　話をするのに夢中で、近付いてくる纏まといに気付かなかったようだ。

　彼女は無表情で、理り央おを見つめていた。

　理り央おは不安そうに立ち上がる。

「ねぇね……」

「なかなか帰ってこないと思ったら……。先せん輩ぱいに、変なことを吹ふき込こまないで。ふたりとも、失礼しました。ほら、理り央お。ねぇねといっしょに帰ろう」

　多少は打ち解けたと思っていたのに、今の纏まといの顔はひどく強こわ張ばっていた。

　それは理り央おも同じだ。その場から動かず、揺ゆれる瞳ひとみをこちらに向けた。

　由ゆ美み子こは頷うなずいて、ベンチから立ち上がる。

「纏まといさん。それでいいんですか」

「なにがです」

「このままで、ってことです。理り央おちゃんが心配するくらい、今の纏まといさんは無理してる。必死にブレーキを掛かけてる。だけどそれって──」

「やめてください！」

　纏まといは辛つらそうに頭を振ふり、由ゆ美み子この言葉を遮さえぎった。

　暗い夜に、纏まといの悲痛な声が溶とけていく。

　彼女は顔を伏ふせ、感情を抑おさえた声で続けた。

「それ以上は、言わないでください。もう二度と、理り央おにあんな思いをさせたくないんです。心配させたくないんです」

　纏まといの言葉に、理り央おの顔がますます強こわ張ばる。

　彼女がブレーキを掛かけるのは自分のためではなく、理り央おのため。

　纏まといはどこまでいっても、お姉ちゃんなんだろう。

　もし、纏まといまでも身体からだを壊こわしてしまえば、きっと理り央おにも大きなダメージが及およぶ。

　乙おと女めが倒たおれたとき、由ゆ美み子こがあそこまで取り乱したのは、祖母のことがあったからだ。

　失う辛つらさや不安は、重ねれば重なるほど大きくなる。

　だからこそ、由ゆ美み子こは何も言えなくなってしまったが──。

「それで、いいんですか」

　千ち佳かは、静かに言葉を突つき付つけた。

　纏まといは一いつ瞬しゆん、怯ひるんだような表情になる。

　しかし、ふっと息を吐はき、ゆっくりと頷うなずいた。

「それでいいんです。わたしはそれでも──」

「よくないよっ……！」

　声を上げたのは理り央おだ。

　先ほどの纏まといと同じくらい、いや、それよりも。

　彼女の声は悲痛に染まっていた。

　理り央おは胸に手を当てて、懸けん命めいに訴うつたえる。

「ねぇね、ずっと諦あきらめてくれたじゃん。声優になりたかったのに、大学進学と迷っていたのに、就職してくれてさ。それは、わたしがいたからでしょ？　わたしのためなんでしょ？　でももういい、もういいんだよ。自分のために、無理して、頑がん張ばっていいんだよ……」

　理り央おは声を震ふるわせながら訴うつたえていたが、胸に当てた手をぎゅっと握にぎった。

　まっすぐに纏まといを見み据すえる。

　力強い瞳ひとみを纏まといに向けて、はっきりと告げた。

「ねぇねがわたしを支えてくれたように、今度は、わたしがねぇねを支えるから」

　理り央おの瞳ひとみに強い光が宿り、纏まといを射い抜ぬく。

　それを受けて、纏まといは困こん惑わくの表情を浮うかべた。

　理り央おは纏まといの返事を待たずに、落ち着いた口調で続ける。

「もし、ねぇねが無理をして限界を迎むかえそうになったら、わたしが止める。わたしがそばでずっと見張ってるから。だからねぇねは、もう無理していいんだよ。頑がん張ばっていいんだよ。そのために、わたしはねぇねについてきたんだから」

「理り央お……」

「ねぇねが一番わかってるはずでしょ？　生半可な努力で、どうにかなる世界じゃないって。ねぇねだって本当は悔くいのないよう、全力で、全力以上を出し切りたいはず。違ちがう？」

「わたしは……、でも……」

　理り央おの声の温度は高く、心から纏まといを慮おもんぱかったものだった。

　だれよりも纏まといを思っての言葉だ。

　纏まといが理り央おのために道を変えたように、理り央おもまた、纏まといのために道を変えている。

　理り央おの想おもいは心を温かくさせるには十分なものだったし、彼女の提案はとても魅み力りよく的てきなはずだった。

　がむしゃらに、何も考えず、目標に向かって突つっ走ぱしれるのは幸福なことだ。

　由ゆ美み子こに加か賀が崎さきがいるように、ミントに由ゆ美み子こがいるように。

　だれかが保険になってくれるのなら、これ以上頼たのもしいことはないはずなのに。

　それでも纏まといは、迷いの表情を隠かくそうともしなかった。







　この日から数日間、由ゆ美み子こは纏まといの姿を見ることはなかった。

　レッスンも自主練もタイミングが合わず、会いたいのに会えない日が続く。

　あれから理り央おとどうなったのか、纏まといの気持ちに変化があったのか。

　それが気になって仕方がなく、もどかしい思いをするばかり。

　ただ、千ち佳かはレッスンルームで纏まといと会えたそうだ。

　様子はどうだった？　大だい丈じよう夫ぶだった？　何か変わった？

　そう尋たずねてみたものの、千ち佳かの返事は何ともいい加減なものだった。

「まぁ、大だい丈じよう夫ぶなんじゃない？」

　しれっと答える千ち佳かにイラッとする。

　なぜそこまで楽観的なのか。まだまだ問題を抱かかえているのに。

　やかましい口くち喧げん嘩かに発展したものの、それでも千ち佳かは纏まといのことを口にしなかった。

　しかし千ち佳かも、何も考えていないわけではない。

　纏まといのことは別として、ユニットのためにこんな提案を持ち出してきた。

　リーダーとしての提案だ。

「──〝アルフェッカ〟の、敵情視察に行きましょう」

　それが実行されたのは、千ち佳かがそう申し出た週の土曜日。

　そこは駅から少し歩いた先にある、イベント会場。

　街中にある大きな建物のひとつで、広いエントランスの前にスタッフが立っている。

　由ゆ美み子こ、千ち佳か、ミント、飾かざ莉りの四人は、会場のすぐそばに集合していた。

「ふーん……。結構、大きな会場でするんですね……。〝アルフェッカ〟の四人だけなのに。ズルい……。ズルい！　ズルですよ、ズル！」

「まー、あっちには桜さくら並なみ木きさんもいるんだし。このくらいのキャパは妥だ当とうじゃない～？」

　ミントと飾かざ莉りは、会場周りを興味深そうに眺ながめていた。

　お客さんやスタッフさんの流れにつられるように、視線があっちこっちにいっている。

　ふたりは、この会場に来るのは初めてだそうだ。

　声優イベントやアニメイベントでよく使われる会場なので、由ゆ美み子こと千ち佳かは何度か足を運んだことがある。

　ふたりが浮うき立たって周りを観察している中、千ち佳かはスマホでこのイベントの公式サイトを眺ながめていた。由ゆ美み子こも便乗し、肩かたをくっつけて画面に目を落とす。

〝アルフェッカ〟のキャライラストや声優が並び、イベントの詳しよう細さいが載のっていた。

　由ゆ美み子こたちが観みに来きたのは、『ティアラ☆スターズ』のイベント……、というより、〝アルフェッカ〟のイベントだ。

　イベント名も『ティアラ☆スターズ〝アルフェッカ〟ファンミーティング』。

　登とう壇だんするのも、〝アルフェッカ〟の四人だけだ。

　大規模のイベントではないものの、ユニットメンバー四人によるトークショーに加え、ミニライブまであるらしい。

〝オリオン〟にはそういったイベントの予定はないため、かなりの優ゆう遇ぐうである。

　とはいえ、これは彼女たちの集客力あってこそ。

　その差を埋うめるためにも、由ゆ美み子こたちは会場までやってきたのだ。

『〝アルフェッカ〟を直接現場で見られる、いい機会です』

　千ち佳かはそう言って、〝オリオン〟のメンバーに声を掛かけた。

　だから敵情視察、というわけだ。

〝アルフェッカ〟がどれほどのパフォーマンスをするのか、どれだけ盛り上げるのか。

　それを客席から見られる、絶好の機会だ。

　きっと〝オリオン〟の刺し激げきにもなる。

　もしかしたら、千ち佳かは纏まといのためにこの提案をしたのかもしれない。

　きっと、纏まといはまだ迷っている。

　その迷いに影えい響きようを与あたえられるかもしれない。

　だから、由ゆ美み子こもこの集まりには賛成だったのだが……。

「ねぇ、渡わた辺なべ。纏まといさん、今日来るんだよね」

「そう聞いているけれど」

　千ち佳かはスマホの画面に目を向けたまま、そっけなく答える。

　時刻はちょうど、待ち合わせ時間に差さし掛かかった頃ころ。

　開場時間を過ぎたため、スタッフさんが列を成なしたお客さんを捌さばき始めていた。

　しかし、纏まといは姿を見せない。

　ミントが不満げに辺りを見回した。

「羽は衣ごろもさん、まだ来てないんですか？　まったく、遅ち刻こくはカンシンしませんね！　遅ち刻こくするにしても、アレが足りないですよ！　えー、あの、あれ、チンゲンサイ……？」

「……ホウレンソウのこと～？　言葉も使い方も間ま違ちがわれるともうお手上げなんだけどぉ」

　報告、相談はともかく、連れん絡らくがないのは心配だ。

　もしかして、自分たちと顔を合わせることに抵てい抗こうがあるのだろうか。

　由ゆ美み子こが心配でそわそわしていると、千ち佳かが「ん」と声を上げた。

　纏まといからメッセージが来たらしい。

「羽は衣ごろもさんから。寝ね坊ぼうしたから遅おくれます、だって」

　千ち佳かがスマホ画面を見せてくる。

　そこには誤字脱だつ字じだらけで、遅ち刻こくする旨むねが書かれていた。

　それを見て、飾かざ莉りが意外そうな声を上げる。

「羽は衣ごろもさんって、寝ね坊ぼうとかするんだ～。隙すきがなさそうな人だなあ、と思ってたけど」

　気持ちはわかる。

　纏まといが寝ね坊ぼうし、慌あわてて布ふ団とんから飛び出す姿は、以前なら想像できなかった。

　今なら、理り央おに怒おこられながら布ふ団とんを剝はがされる様まで頭に浮うかぶ。

　とりあえず、纏まといがこっちに向かっていることにほっとした。

「御お花はなさんは、寝ね坊ぼう多そうですよね」

「ミントちゃん、それどういう意味～？」

　飾かざ莉りがミントの頰ほおを引っ張ろうとして、ミントが全力で抵てい抗こうしている。

　その姿を微ほほ笑えましく見ながら、纏まといが来るのを待った。

　それからしばらくして、ようやく纏まといがやってくる。

　彼女は走ってきたようで、ぜえぜえひいひい、と息を荒あらくしての登場だ。

「も……っ、申し訳……、あ、ありませ……っ、げほげほげほっ！」

「い、いや大だい丈じよう夫ぶです大だい丈じよう夫ぶです。開演まで余よ裕ゆうありますから」

　もとより責めるつもりはなかったが、膝ひざに手を突つき、湯気が出そうなほど汗あせだくの彼女をどうして責められようか。

　しかしその状態でも、纏まといは謝罪の言葉を繰くり返かえしている。

「ね、寝ね坊ぼう、しまして……、す、すみませ……っ」

「いえあの、連れん絡らくはもらっているので。大だい丈じよう夫ぶです」

　息も絶え絶えな纏まといに、千ち佳かも戸と惑まどいながら対応している。

「今日は、休み、だから、起こして、もらえなくて……っ、いえ、声は掛かけてもらったんですが、一回しか……っ」

　酸素が頭に回っていないのか、そんな迂う闊かつなことを言う。

　幸い、由ゆ美み子こと千ち佳かにしか聞こえなかったようだが。

　なんとなく予想していたが、普ふ段だんは理り央おに起こしてもらっているようだ。

　しかも、なんか寝ね起おき悪いっぽい。

『ねぇね！　もう朝だよ！　起きなくていいの!?』

　そんな理り央おの声が想像できる。スーパーでの彼女らを見るに、的外れでもなさそう。

　そういったトラブルはありつつも、なんとか全員集まることができた。

　既すでにふらふらの纏まといが落ち着くのを待ってから、会場に入っていく。お客さんがチケットを渡わたして進む中、千ち佳かはスタッフさんにそっと近付き、関係者であることを告げていた。

　興きよう味み津しん々しん、とばかりにミントと飾かざ莉りがその光景を眺ながめている。

　その間に、由ゆ美み子こは纏まといの隣となりにスッと滑すべり込こんだ。

　ずっと訊ききたかったことを訊きくためだ。

「纏まといさん。あれから、大だい丈じよう夫ぶでした？」

　先日の理り央おの件だ。

　纏まといも思い出したようで、静かに頭を下げた。

「すみません、歌うた種たねさん。いろいろとご迷めい惑わくを……」

「いや、ぜんぜん迷めい惑わくなんかじゃないし、楽しかったですけど。理り央おちゃんと喧けん嘩かしてたら、やだなって思って」

　理り央おとは連れん絡らく先さきをうっかり交こう換かんし忘れていたし、纏まといとも会えなかったので、いろいろ気を揉もんでいた。

　もし由ゆ美み子こたちのせいで、ふたりが気まずくなっていたらどうしよう、と。

　彼女たちの問題は、あの日何も解決していない。

　纏まといがどういう選せん択たくを取ったのか、それもわからない。

　だから由ゆ美み子こもそわそわしているのだが、纏まといは表情をふっとやわらかくした。

　穏おだやかに答える。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、歌うた種たねさん。心配なさらずとも」

　その表情は、今まで見てきた纏まといのどの顔とも違ちがっていた。

　もしかして、答えが出たのだろうか。問題はないんだろうか。

　詳くわしく話を聞いていいのか迷っていると、千ち佳かが受付を終わらせたようだ。

　手招きしている。

「やす。早く」

　慌あわてて、纏まといといっしょに受付を通った。

　千ち佳かはあらかじめ、プロデューサーの榊さかきに話を通していたようだ。

　おかげで問題なく、関係者として中に入れた。

「……すごいな」

　受付を振ふり返かえり、ぼそりと呟つぶやくのは飾かざ莉りだ。

　関係者として入場するのは、初めてなのかもしれない。

　チケットが必要な場所なのに、受付でいくつか文言を交かわせば入れてしまう。その特別な体験に、由ゆ美み子こも感動したのを覚えている。

　一方、ミントは露ろ骨こつに嬉うれしそうな顔をしていた。

「んふふふ。これはもう完全に大人ですね。大人な体験ですね。あぁ困りました、わたしはまだ小学生なのに！　こんな待たい遇ぐうを受けてしまって、参っちゃいますねえ」

　何が参るのかさっぱりわからないが、とにかく浮うかれていた。

　お客さんがたくさんいるのに、ふわふわされては困る。

　纏まといに話を聞きたかったが、ミントに迷子になられては敵かなわない。

　急いで、ミントの手をぎゅっと握にぎった。

「ちょっとミント先せん輩ぱい。あんまりはしゃがないでよ」

「む！　歌うた種たねさん、失礼ですね！　わたしのどこがはしゃいでるんですか！」

　むっとした顔で見上げてくるが、彼女は素す直なおに手を握にぎり返かえしてきた。

　ミントと仲良く手を繫つないで、千ち佳かの先導についていく。

　ホールの中は、既すでに席がだいぶ埋うまっていた。開演前の静かな活気に満たされている。

　その中に、ガバッと空席になっている一角が目に入った。

　関係者席だ。

　由ゆ美み子こたちはガッツリ出演者ではあるので、こそこそと席に向かう。

　千ち佳か、由ゆ美み子こ、ミント、飾かざ莉り、纏まといの順で席を埋うめていくが、千ち佳かの奥の席には先客がいた。

　その人を見て、由ゆ美み子こはつい声を上げてしまう。

「あれ？　秋あき空そらさん？」

「……え。あ、歌うた種たねさんに夕ゆう暮ぐれさん？」

　驚おどろいた表情でこちらを見たのは、秋あき空そら紅葉もみじだった。

　乙おと女めと同期で、同じトリニティ所属の声優。

　かつて乙おと女めとライバル関係にあったものの、体調のトラブルで声優業をほぼ引退し、今は会社員をしている女性だ。

　服装は薄うす手での白いテーラードジャケットに、同じく白のフレアスカート。黒のトップスが白を引ひき締しめている。品のいい黒くろ縁ぶち眼鏡と、流れるような黒くろ髪かみが目を惹ひいた。胸むな元もとに光るネックレスが、彼女の美び貌ぼうを引き立てている。

　彼女とは以前、いっしょに食事に行ったこともある。

「えー、秋あき空そらさんだ秋あき空そらさんだ。おはようございます！　わー、嬉うれしい」

「おはようございます。お久しぶりです」

「ふふ、おはようございます。歌うた種たねさんたちも来ていたんですね」

　由ゆ美み子こと千ち佳かが挨あい拶さつすると、秋あき空そらは口元に手を当てて笑った。

　初めて会ったときよりも、彼女はやわらかく笑うようになったと思う。

「あ。挨あい拶さつ……」

　ぱっと思い出して、ミントたちに目を向ける。彼女たちは「知り合いかな？」という表情をしていて、どうすればいいか窺うかがっていた。

　秋あき空そらは先せん輩ぱいだ。後こう輩はいたちは挨あい拶さつするべきだろう。

「歌うた種たねさん」

　名前を呼ばれて顔を向けると、秋あき空そらはゆっくり首を振ふった。

　いいんです、と微ほほ笑えむ。

　その表情に悲観的な色はなく、単に気を遣つかわせたくないようだった。

　彼女がそうしたいなら、そうしよう。

　纏まといたちに「知り合いがいたから喋しやべってるけど、気にしないで」と伝え、秋あき空そらに視線を戻もどす。

「乙おと女め姉さんに誘さそわれたんですか？」

　由ゆ美み子こが問いかけると、秋あき空そらは静かに頷うなずいた。

「はい。前にライブに誘さそわれて行ったんですが、そこから楽しくなってしまって。今日はこっそりお邪じや魔ましようとしたんだけど、チケットが取れなくて……、桜さくら並なみ木きさんの好意に甘えてしまいました。今回は、ほら。同期ばかりでしょう？　どうしても観みたくて」

「あぁ、なるほど。高たか橋はしさん以外は、全員同期ですものね」

　千ち佳かが頷うなずいたように、〝アルフェッカ〟は乙おと女め、めくる、花はな火びの三人が同期だ。

　そして、秋あき空そらもその三人とは同期である。

　花はな火びは昔、乙おと女めと秋あき空そらが先に売れて悔くやしかった、と口にするほど意識していたらしい。

　事務所は違ちがえど、同期はやはり気になるものなんだろう。

　秋あき空そらは笑えみを浮うかべながら、静かに続けた。

「次の、〝オリオン〟ＶＳ〝アルフェッカ〟も観みに行いきますよ」

「え、そうなんですか。へぇー……。これは気合入りますね」

　由ゆ美み子こはつい、嬉うれしくなってしまった。

　秋あき空そらは声優を続けることを諦あきらめ、今は普ふ通つうの会社員として働いている。

『合わせる顔がない』と言って、乙おと女めと決して会おうとしなかった時期もあった。

　そんな彼女が、「同期が出ているから」という理由で、会場にまで足を運んでいる。

　その姿に、心が温かくなっていた。

　けれど、微ほほ笑えんでいた秋あき空そらが表情を曇くもらせる。そっと声を潜ひそめた。

「だけどふたりとも、大変なことになりましたね。次は〝アルフェッカ〟と対決ライブでしょう？　あれとやるなんて、わたしだったら御ご免めんだな」

　冗じよう談だんまじりではあるものの、半分以上は本音だろう。

　思わず、苦笑いしてしまう。

「えぇ。わたしたちも御ご免めんなんですが」

　千ち佳かが肩かたを竦すくめると、秋あき空そらがくすくすと笑った。

　そして、顔を寄せてくる。

「でも、あなたたちはやるんでしょう？　わたしの同期たちと、歌うた種たねさんたち若い子の対決。どういう展開になるのか、楽しみにしてます」

　穏おだやかな口調で、そんなことを口にした。

　それが嬉うれしくて、由ゆ美み子こは笑え顔がおになる。

「秋あき空そらさん、またご飯行きましょうよ」

「えぇ。ぜひ」

　秋あき空そらとの会話に花を咲さかせているうちに、いつの間にか開演時間を迎むかえていた。

　アナウンスが流れ、ずっと掛かかっていたＢＧＭが切きり替かわる。

　乙おと女めたちが袖そでからステージに出てきて、一いつ斉せいに拍はく手しゆが巻き起こった。

　乙おと女めたちが手を振ふると、お客さんも手を振ふり返かえし、拍はく手しゆの音がさらに強くなる。

　今回のイベントはフリートーク、ライブの振ふり返かえり、告知、そしてミニライブの予定だ。

　四人は並んだ椅い子すに腰こし掛かけ、今はライブの振ふり返かえりをしていた。

「乙おと女め先せん輩ぱいのサプライズ出演は盛り上がってましたねー！　すごかったです！」と結ゆ衣い。

「や。あれ本当どうかと思うよ、乙おと女めちゃん。なんてことしてくれたの？」とめくる。

「そうだそうだー、ぜーんぶ持っていっちゃってさ。あたし、あれ根に持つからね。最後に総取りで搔かっ攫さらいやがって」と花はな火び。

「待って、それわたしのせいじゃないでしょ？　構成、構成の問題！」と乙おと女め。

　フリートークでも振ふり返かえりでも、めくると花はな火びは相変わらずの安定感だ。

　彼女たちが丁てい寧ねいに場を回し、客席からは常に笑いが起きていた。

　あのふたりがいれば、どんなイベントでも盛り上げてしまいそうだ。

　さすがだなあ、と思って見ているうちに、会場はどんどん温まっていく。

「さ、それではそろそろ。時間も迫せまってきたし、やっておきますか」

「そうさねえ。〝アルフェッカ〟の初お披ひ露ろ目めといかないとねえ」

　イベントが進んでいき、めくると花はな火びが思わせぶりなことを言うと、観客が色めき立つ。

　結ゆ衣いが椅い子すからぴょん、と勢いよく立ち上がり、元気よく声を上げた。

「さて！　次はお待ちかねのライブコーナーです！　が！　ライブには準備が要いるというもの！　高たか橋はしたちも、一いつ旦たん引っ込みますね～！」

　結ゆ衣いの言葉とともに三人も席を立ち、手を振ふりながら袖そでに捌はけていった。

　会場が暗転する。

　暗くら闇やみの中で、早くもサイリウムが光り始めていた。観客も既すでに立ち上がっている。

　会場を熱気が満たし始め、肌はだがざわざわしてきた。

「ここから、だな」

「そうね」

　小声で、千ち佳かと言葉を交かわす。

　由ゆ美み子こたちの一番の目的は、〝アルフェッカ〟のライブを観みることだ。

　桜さくら並なみ木き乙おと女め率いる〝アルフェッカ〟が具体的に、どれほど観客を沸わかせるのか。

　彼女たちに本気で勝つというのなら、最低でも今日以上の盛り上がりを〝オリオン〟は見せなければならない。

　緊きん張ちようする。じっとりと手に汗あせをかく。

　落ち着かない気持ちで、ただステージに目を向けていた。

　スタッフさんたちが、ステージの上をごそごそと動いていたが──。

　──音楽が流れ始める。

　それで、一気に会場内の熱が上がった。

　今までじっくりと温めた空気に、満を持して火を付けたかのよう。

　四つのスポットライトが突とつ如じよ輝かがやき、四人の姿を暗くら闇やみから浮うき彫ぼりにした。

『────────────ッ！』

　その瞬しゆん間かんビリビリと空気が震ふるえ、熱と歓かん声せいが会場内を一いつ瞬しゆんで駆かけ抜ぬける。

　めくるたちが歌い始めると、その熱は天てん井じよう知しらずで高まり始めた。

　これを観みに来きたんだ！　と言わんばかりの興奮が渦うず巻まき、歓かん喜きに震ふるえる様子が観客の背中からでも伝わる。

　ただ、ステージ上のパフォーマンスが完かん璧ぺきかと言えば、そんなことはなかった。

　同じくレッスン中の身からすれば、振ふり付つけの完成度がどこまでかは大体わかる。

　結ゆ衣いは完かん璧ぺきと言っても過言ではないが、彼女に比べると三人はまだ粗あらいように感じた。

　しかし、それでも。

　否いや応おうなくボルテージが上がる。興奮がのたうち回る。

　未完成のパフォーマンスでも、会場は大きく震ふるえていた。

「…………っ」

　客席にいるせいで、お客さんの昂たかぶりを全身に感じる。熱が肌はだを焦こがしていく。

　……まだ完かん璧ぺきじゃないのに、ここまで盛り上げるのか。

　これからもっとすごくなる相手に、自分たちは挑いどむのか。

「……くそ」

　嫌いやな想像をしてしまった。

　もし、自分たちがこれ以上ないほど練習して。

　完かん璧ぺきなパフォーマンスができたとしても──、これほどまでに盛り上げられるだろうか。

　正直なことを言えば、それさえも自信はなかった。

　現状の乙おと女めたちにも勝てるビジョンが見えないのに、どうやって完成した彼女たちを超こえろと言うのだろう。

　つい、ミントたち三人の様子を窺うかがってしまう。

　ミントは歯を食いしばって悔くやしそうにして、飾かざ莉りは「うげー」といった表情を浮うかべ、纏まといは眩まぶしそうに見つめていた。

「こんなのにどうやって勝てって言うの？」

　飾かざ莉りの表情が、そう物語っている。

　焦あせる。

　焦あせる、焦あせる。

　由ゆ美み子こたちだってレッスンを頑がん張ばっている。努力している。手なんて抜ぬいていない。

　だというのに、ここまでの差に絶望的な気持ちになった。

　目を逸そらして、項うな垂だれたくなる。

　勝ちたい。どうしても、勝ちたいのに。

　千ち佳かに最高の景色を見せたいのに。

　彼女の心に届いてほしいのに。

　もし完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶされたら、彼女の心はもっと遠くにいってしまうのではないか。

　チリチリとした焦しよう燥そう感かんが全身を蝕むしばんでいく。

　由ゆ美み子こは、千ち佳かにそっと視線を向けた。

　千ち佳かは、ただまっすぐにステージを見つめている。

　その奥にいる秋あき空そらが、不安そうな目でこちらを一いち瞥べつするのが見えた。







　イベントが終しゆう了りようした。

　最後まで大いに盛り上がり、たくさんの拍はく手しゆに包まれて四人はステージ袖そでに捌はけていった。

　お客さんも大満足の表情で、会場の外へ流れていく。

　そして今、由ゆ美み子こたちは控ひかえ室しつに向かっていた。

　乙おと女めたちに挨あい拶さつをするためだ。

〝アルフェッカ〟の四人と会えるのは楽しみだったのに、普ふ段だんなら弾はずむ足取りで挨あい拶さつに行くのに、今はどうしても気が重かった。

「顔、強こわ張ばってるわよ」

　いつの間にか千ち佳かが隣となりにいて、そう指し摘てきしてくる。

　そりゃ顔も強こわ張ばる。

　乙おと女めたちが強敵なのはわかっていたが、改めて現実を思い知らされた。

　凄すさまじい差を感じた。

　だというのに、〝アルフェッカ〟に勝つ具体的な方法は何も見つかっていない。

「………………」

　けれど、今考えるべきではないかもしれない。

　今から乙おと女めたちと会うのに、気落ちした顔を見せてどうするのか。

　軽く頰ほおを叩たたいて、とにかく頭を切きり替かえた。

「お疲つかれ様さまでーす！」

　控ひかえ室しつの扉とびらを開いて、元気よく声を掛かける。後ろにいたミントたちも挨あい拶さつを重ねた。

「あ、みんな来てくれたんだ！　ありがとー！」

　真っ先に声を上げたのは、乙おと女めだ。

「姉さん、お疲つかれー」

「やー、やすみちゃん！　お疲つかれお疲つかれーい！」

　乙おと女めがこちらに駆かけ寄よってきて、嬉うれしそうに手を差し出してくるので、由ゆ美み子こも手のひらを向けた。パタパタと叩たたき合う。イベント終わりだからか、乙おと女めもテンションが高い。

「お疲つかれ様さまでーす！　夕ゆう陽ひ先せん輩ぱい、来てくださってありがとうございますー！」

「ぐえっ」

　さらにテンションが高かったのは、結ゆ衣いだ。

　勢いよく走ってきたかと思うと、千ち佳かの腹に抱だき着ついている。その衝しよう撃げきで千ち佳かが呻うめき声ごえを上げるのも、見慣れた光景だ。

　その後ろで、飾かざ莉りが控ひかえ室しつ内をきょろきょろと見回していた。

「あれ～？　柚ゆ日び咲さきさんたち、いない？　もう帰ったの～？」

「あ、おふたりは用事があったみたいで。ササーって帰っちゃいましたよ」

　飾かざ莉りの疑問に、抱だき着ついたままの結ゆ衣いが答える。

　それは残念だ。会いたかったのもそうだが、同期同士の会話も聞いてみたかった。

　何せ。

「あ！　紅葉もみじちゃん～！　来てくれてありがとう！　ね、今日のわたし、どうだった？」

「えぇ、よかったわ。さすがね、桜さくら並なみ木きさん」

　秋あき空そらもいっしょに挨あい拶さつに来たからだ。

　乙おと女めと楽しそうにキャッキャしている。彼女たちはこれからご飯に行くそうだ。

　ここに、花はな火びとめくるがいたらどんな感じになるんだろう。

　そんな光景を想像していると、纏まといがするりと乙おと女めに近付いた。

「桜さくら並なみ木きさん。先日はありがとうございました」

「え？　あぁ、いえいえ。わたしは何もしてないですよ～」

　纏まといが頭を下げて、乙おと女めは朗ほがらかに笑っている。

　なんだか意外な組み合わせだ。

　話にまぜてもらおうと思ったが、先に乙おと女めが「あっ」と声を上げた。

　乙おと女めは秋あき空そらの手をにぎにぎと握にぎって彼女を困らせていたが、身体からだごとこちらに向き直る。

　さらにおほん、と咳せき払ばらいをひとつ。

「せっかく〝オリオン〟のみんなが来てくれたんだから、言っておかないとね」

「？　どうしたの、姉さん」

　彼女には珍めずらしく、何やら思わせぶりだ。

　乙おと女めは笑えみをたたえながら、ゆっくりと由ゆ美み子こたちを見回す。

　腰こしに手を当てて、深く頷うなずいた。

「今日、みんなは〝アルフェッカ〟のライブを観みてくれたけど。次のライブは、こんなものじゃないから。わたしたちは、もっともーっと上う手まくなるし、盛り上げてみせる。〝オリオン〟の子たちには、絶対負けないからね」

「……！」

　それは、桜さくら並なみ木き乙おと女めからの宣戦布告だった。

　こんなふうにまっすぐ、乙おと女めから「負けないよ」と宣言されるのは初めてのことだ。

　それが想像以上の重圧を生む。

　こちらが一方的に張り合っているわけじゃなく、彼女たちも勝利を意識している。

　負けるものか、と感じている。

　油断も慢まん心しんもなく、自分たちと同じようにしっかりと努力をしたうえで、同じ土俵に立つと宣言している。

　あの、桜さくら並なみ木き乙おと女めが。

　千ち佳かの「敵情視察」という言葉に納なつ得とくし、いい案だ、と感じてみんなで観みに来きたけれど。

　もしかしたら、本当に。

　自分たちは、この場に来るべきじゃなかったのかもしれない。







　ただ、一点だけ。

　いいこともあった。

　イベントから数日後。

　レッスンルームに自主練に来て、その光景に驚おどろいた。

　そこに、必死に身体からだを動かす纏まといの姿があったからだ。

　目の奥に炎ほのおを宿らせながら、がむしゃらにレッスンに励はげんでいる。

　流れ落ちる汗あせの量で、彼女がどれだけ一心不乱に練習しているかが伝わった。

　纏まといは由ゆ美み子こに気付くと、肩かたを上下させながら足を止める。

「おはようございます、歌うた種たねさん」

「お、おはようございます……」

　纏まといはタオルで汗あせを拭ふき取とりながら、息を整えている。

　今までも手を抜ぬいていたわけではないだろうが、ここまでの必死さはなかった。

　強い熱が感じられる。

　その豹ひよう変へんぶりに面めん喰くらい、思わずその場に立たち尽つくしてしまった。

　纏まといはすぐに練習に戻もどり、潑はつ溂らつとした表情でステップを刻んでいる。

　まるで憑つき物ものが落ちたようだ。

「ちょっと、佐さ藤とう。邪じや魔まなのだけれど。うどの大木を体現してるの？　変なところで役やく者しや魂だましいを見せないでほしいわ」

　あとから入ってきた千ち佳かが、怪け訝げんそうな顔で由ゆ美み子この身体からだをグイグイと押す。

　そんな減らず口に付き合う余よ裕ゆうはなく、すぐさま千ち佳かに耳打ちした。

「わ、渡わた辺なべ。纏まといさんがすごく頑がん張ばってる。ど、どれが効いたんだろ……」

　アイドル声優の仕事も、無理をすることも否定していた纏まといが、まるで別人のようだ。

　きっと、今までの何かが彼女を変えたのだ。

　それは理り央おの言葉なのか、先日のライブか、それとも乙おと女めの宣戦布告か。

　由ゆ美み子こにはわからない。

　千ち佳かは纏まといに目を向ける。

　そこには全力で身体からだを動かす纏まといの姿。

　さぞかし驚おどろくだろうと思っていたが、千ち佳かは「あぁ」と呟つぶやく程度の反応だった。

「何が効いたかはわからないけれど。羽は衣ごろもさんが本気になってくれたなら、よかったんじゃないの？　これでようやく、一丸となれるじゃない」

「いや、それはそうだけどさ……」

　そのこと自体は嬉うれしいが、疑問は残る。

　かといって、「どれが効いて本気になったんですか？」なんて訊きけるはずもない。

　しかし千ち佳かは気にした様子もなく、纏まといと挨あい拶さつを交かわしていた。

　なんだか、ぽかんとしてしまう。

　それとも気にしているのは、自分だけなのだろうか。

　ただ、千ち佳かの言うとおり、ようやく全員の気持ちが揃そろったのかもしれない。

　けれど。

　ひとつの悩なやみが消えてくれても。

　大きな大きな問題が。

　由ゆ美み子この足に指を掛かけていた。
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　纏まといは、必死に練習を頑がん張ばるようになった。

　それがユニット全体の熱になり、今まで以上にみんながレッスンに力を入れていた。

　本気で〝アルフェッカ〟に勝つため、ひたむきに努力している。

　そこから数週間が経たち、夏休みが終わってからも、その熱は維い持じされたままだった。

　いい空気の中で、練習を続けられたと思う。

　だから。

　だからこそ。

　いよいよライブ本番が近付いてきたせいで、重い重い現実が見えてくる。

　由ゆ美み子こたちは懸けん命めいにレッスンに励はげんだのだ。

　それだけに──、〝アルフェッカ〟との絶望的な差をはっきりと感じてしまう。

　このままでは、勝てない。

　確実に、勝てない。

　なのにどうすればいいのか、答えは全く見えなかった。

　焦あせりばかりが募つのっていく。

　自分たちが全力で、完かん璧ぺきな状じよう況きようで進んでいけば、少しは光明が見えると思っていたのに。

　巨きよ大だいな光がそれを潰つぶしてしまった。

『勝ち負けなんて、些さ細さいなこと。お客さんもそこまで気にしない。〝ミラク〟ＶＳ〝アルタイル〟のときだってそうだった。お互たがい、最高のパフォーマンスをすれば、それでいいんだ』

　あるいはそんなふうに、思えてもよかったかもしれない。

　だけど、由ゆ美み子こは勝ちを欲ほつしてしまった。

　渇かつ望ぼうしていた。

　もしかしたら、〝ミラク〟ＶＳ〝アルタイル〟のときよりも。

　だって。

　千ち佳かに見てほしいからだ。

　いっしょに最高の景色を見て、努力が報むくわれるのをこの身で感じて。

　少しでもいいから、「悪くないわね」なんて思ってくれることを──。







「佐さ藤とう。起きなさい」

　ぽこん、と頭にやわらかいものが当てられて、慌あわてて顔を上げた。

　丸めた教科書を持った呆あきれ顔がおの教師と、口元を緩ゆるめて注目するクラスメイトたち。

　身体からだのだるさとまとわりつく眠ねむ気けで、どうやら居い眠ねむりしていたことに気付く。

　今は、授業中だ。

　慌あわてて、謝る。

「す、すみません……」

「ん。仕事と学業、両立は大変だと思うけど、あなたは受験生だってことを忘れないように」

　先生に注意され、もう一度謝罪の言葉を口にする。

　授業が終わると、真っ先に若わか菜なが声を掛かけてきた。

「由ゆ美み子こ、どしたん？　あんなガッツリ居い眠ねむりって、珍めずらしいね。仕事、忙いそがしいの？」

「んー……、まぁ。仕事ってより、自主練なんだけど。最近、根こん詰つめてるかも……」

　歯切れ悪く答える。

　今できることと言えば、自主練くらいのものだ。

　不安に追われるままに、そこから逃のがれるように、練習に精を出している。

　そのせいで、無理をしているかもしれない。

　このままじゃいけない、という不安は、身体からだを動かしているだけでは消えてくれなかった。

「……あ。渡わた辺なべ。ちょっといい？」

　トイレにでも行こうとしていたのか、千ち佳かがそばを通りかかる。

　彼女はふい、と視線をこちらに向けた。

「なに」

「あのさ……。今日の放課後、教室に残ってくんない？　ユニットのことで話がしたくて」

　そう伝えると、千ち佳かは怪け訝げんそうな表情になる。

「教室に？　今日はレッスンがあるのだから、行く途と中ちゆうか、あっちで話せばいいじゃない」

「いや……。ほかの人に聞かれたくない話だからさ。リーダーとふたりで話がしたくて」

　弱々しく訴うつたえると、千ち佳かは目を細めた。

　しばらくこちらを見つめてから、静かに返事をする。

「……ふうん。まぁ、いいけれど」

　千ち佳かは短く頷うなずくと、その場を離はなれていった。

　焦しよう燥そう感かんを抑おさえながら、その背中を見送る。

「なに、由ゆ美み子こ。渡わた辺なべちゃんと何かあったの？」

「そういうわけじゃないけど……」

　若わか菜なは空気の違ちがいに気付いたらしい。

　千ち佳かはいつもどおりの、愛あい想そなくそっけない態度だった。いつもと変わらない。

　違ちがうとしたら、きっと由ゆ美み子このほうだ。

　そして、放課後。

　千ち佳かは着席したまま、ぼうっと窓の外を見ていた。動く様子はない。

　由ゆ美み子こも自分の席で、教室からだれもいなくなるのを見計らっていた。

　話を聞いていた若わか菜なはさっさと教室をあとにし、由ゆ美み子こも帰り始める子たちと挨あい拶さつを交かわしながら、その時間をただ待っていた。

　しばらくして、ようやく教室に静せい寂じやくが満ちる。

　日が暮れ始め、夕ゆう暮ぐれの色が教室いっぱいを塗ぬり潰つぶしていった。

「佐さ藤とう」

　声を掛かけられて、顔を上げる。

　夕焼けを背にして、千ち佳かがすぐそばに立っていた。

　教室にはもう、自分たちしかいない。

　彼女はこちらを見下ろしながら、するりと口を開いた。

「それで？　わざわざ呼び出して、どんな話がしたいっていうの」

　普ふ段だんなら憎にくまれ口ぐちを叩たたいたり、茶化すようなことを言ってもおかしくない。

　そうしなかったのは、リーダーという文言が効いたのか、由ゆ美み子この表情が暗いからか。

　由ゆ美み子こは己おのれの指を見つめながら、小さく言葉を並べた。

「あのさ……、ライブ、もうすぐじゃん。あたしたち、かなりレッスンを頑がん張ばってきたと思うんだよ。自主練もいっぱいやってさ」

「そうね。最初はどうなることかと思ったけれど、今はユニットもまとまっているし、熱量も高い。いい空気になってると思うけど」

「うん……。でも、このままじゃまずいと思うんだ」

　ちらり、と千ち佳かの様子を窺うかがう。

　彼女の眉まゆがぴくりと上がる。すっと目を細めて、こちらを見下ろしていた。

　由ゆ美み子こは再び、視線を落とす。

　は、と息を吐はいてから、話を進めた。

「確かにユニット内の空気はいいし、レッスンも上う手まくいってる。でも、それだけじゃ乙おと女め姉さんたちに勝てないと思う……。だって前のライブ、すごい盛り上がりだった。あれ以上を目指すんなら……、今のままじゃ、ダメだと思うんだ」

「……そうかもしれない。でも、あなたはどうしろって言うの？　練習以外で、何をしろって言うの」

　千ち佳かの追つい及きゆうに、由ゆ美み子こは言葉に詰つまる。

「それは……、何も思いついてないから、相談したい、んだけど」

　何も策がないのに、ただ「まずいんじゃないか」と言いにきただけ。

　それが後ろめたくて、由ゆ美み子こは顔を上げられなかった。

　でもこれ以上、胸にある焦あせりが膨ふくらむのは避さけたい。

　それに、千ち佳かといっしょなら何かいいアイディアが浮うかぶかも、と思ったのだ。

　今までみたいに。

　千ち佳かといっしょなら。

　しかし、千ち佳かはきっぱりと言った。

「わたしは、このままでいいと思う。勝てない、と感じるのなら、歌や振ふり付つけの質を上げる方向で考えるべき。それは絶対に無む駄だにならないから」

　迷いなく、千ち佳かは言葉を繫つないでいく。

「慌あわてて突とつ飛ぴなことを考えるよりも、質を上げる努力をしたほうが建設的だわ」

「それは、そう、だと思うけど……」

　千ち佳かの正論に口ごもる。

　彼女が正しい。勝ちにこだわりすぎるあまり、基本を疎おろそかにすれば本ほん末まつ転てん倒とうだ。

　このまま頑がん張ばり続けていれば、もし負けたとしても、質のいいライブをお客さんに見せることができる。それが一番必要なことだ。その結果の先に、勝利を求めるべきだ。

　理り屈くつではわかる。

　頭ではわかっている。

　それでも、由ゆ美み子こは勝ちにこだわってしまう。

　千ち佳かに、見てほしい景色があるから。連れて行きたい場所があるから。

　けれどそれは、驚おどろくほど身勝手な由ゆ美み子この願いでしかない。

　それを彼女に伝えるわけにはいかなかった。

　由ゆ美み子こが押し黙っていると、千ち佳かは大きなため息を吐つく。

「焦あせるのもわかるけれど。焦あせってどうにかなる問題じゃないでしょうに。必勝法なんてないのだから、地道に努力すべきだわ。そうして最高のパフォーマンスで、〝アルフェッカ〟に勝つ。それを目指すべきでしょう？」

　違ちがう。

　そうじゃないんだ、渡わた辺なべ。

　そんなことはわかっているし、そうするべきだって、とっくにわかっているんだ。

　けれど。

　それでもし、負けてしまったら。

　負けたら結局、あんたはもう──。

「……先に行ってるから。頭を冷やしてから、来たら」

　千ち佳かは由ゆ美み子この頭にぽん、と手を置いたあと、教室を出て行ってしまう。

　追いかける気にはなれなかった。

　千ち佳かが正しい。彼女の考えが正しい。

　自分が間ま違ちがっているのは、百も承知だ。

　自分勝手に「勝てる方法をほかに探そう」と主張して、諭さとされただけ。

　彼女は立派にリーダーをやっている。

　でも、欲しいのはそんな言葉じゃなかった。

　子供みたいに、バカみたいに、普ふ段だんの千ち佳かみたいに。

　ただまっすぐに、「絶対に勝つ」と言ってほしかった。

　その眩まぶしい姿を見て、由ゆ美み子こは目を細めて笑っていたかった。

　しょうがないなあ、なんて言いながら。

　今みたいに、物わかりのいい千ち佳かは正しいのかもしれないけど。

　そうじゃ、ないんだ。

「あぁ────」

　そこで、最悪な考えが浮うかんでしまった。

　千ち佳かが自分ほど勝ちにこだわらないのは──、アイドル声優の仕事だから、ではないか。

　進んでやりたい仕事じゃないから、勝つことに執しゆう着ちやくしなくなったのではないか。

　なんて、あり得ない妄もう想そうをした。

　千ち佳かが仕事に手を抜ぬくような人じゃないのは、嫌いやというほど知っているのに。

　彼女はまっすぐな思いを抱いだきながら、「〝アルフェッカ〟に勝ちたい」と言っていたのに。

　なのに、少し思いどおりにならなかっただけで、こんなことを考えてしまうなんて。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひを侮ぶ辱じよくしてしまうなんて。

　心のどこかに穴が開き、そこから何かがとぽとぽとこぼれていく。様々な何かが自分の中から流れていって、いろんな力がゆっくりと消えていくのを感じた。

　情けなかった。

　恥はずかしかった。

「渡わた辺なべ……」

　彼女の名前を呼ぶ。

　結局自分は、寂さびしい、と泣なき喚わめく子供でしかない。

　千ち佳かがアイドル声優を「やりたくはない」と思っていること。

　いっしょにアイドル声優をやるのが楽しい、と感じていたのは由ゆ美み子こだけだったこと。

　それが寂さびしくて、悲しくて、やりきれなくて。

　彼女の変化から目を逸そらして、こんな八つ当たりみたいなことをしている。

　自分勝手なエゴを振ふり回まわして、押しつけがましい願望を抱いだいて。

　本当に、なんて勝手なんだろう。

　勝手に期待して、勝手に想像して、勝手に失望して。

　一方的な千ち佳かの幻げん想そうに、夢を見ていたなんて。

　堪こらえきれずに由ゆ美み子こは一粒つぶの涙なみだを流し、小さく肩かたを震ふるわせた。







　何かが、大きく変わったわけではない。

　ただ、少しだけズレてしまった。

　あの日を境に、由ゆ美み子こと千ち佳かの関係が。

　由ゆ美み子こは、以前と変わらない接し方をしている……、つもりだ。

　きっとそれは、千ち佳かも同じ。

　前と何ら変わりはないはずだった。

　仕事でも、学校でも、レッスンルームでも。

　普ふ通つうに話していたし、あの日のことを蒸むし返かえすこともなかった。

　だというのに、一部の人間は気付いてしまう。

「ねぇ、由ゆ美み子こ。どしたん？　渡わた辺なべちゃんと何かあった？」と心配そうにする若わか菜な。

「やすみちゃん、どうかしたの。問題ありそうだったら話聞くよ？」と耳打ちしてくる朝あさ加か。

「よくわかんないけど、このタイミングで揉もめるとかやめてよ～」と嫌いやそうにする飾かざ莉り。

　そのたびに、何でもないよ、と空っぽの笑え顔がおを見せてきた。

　ただ、落ち込んだだけだ。

　言葉では言い表せないほどに。

　そもそも、自分勝手な願いだと自覚しているのだから、さっさと捨ててしまうべきだ。

　千ち佳かとの関係がズレてしまっているのに、それでも執しゆう着ちやくしてどうする。

　大体、何の保証もない。

〝アルフェッカ〟に勝ったところで、千ち佳かに何も変化はないかもしれないのに。

　──でも。

　そんな状じよう況きようになっても。

『最高の景色を見れば、何かが変わってくれるんじゃないか』と未いまだに期待してしまうのだから、自分は言い訳できないほどの大バカ者だ。

「……なぁ。由ゆ美み子こ。そろそろ、上がったらどうだ」

　レッスンルームで自主練をしていると、壁かべにもたれかかった加か賀が崎さきにそう声を掛かけられた。

　部屋には由ゆ美み子こと加か賀が崎さきしかおらず、みんなは先に帰ったようだ。

　今が何時なのかもわからない。

　ただ夢中で身体からだを動かしていたら、いつの間にか加か賀が崎さきが様子を見に来ていた。

「うん……、でも、もうちょっと」

　荒あらい息で返答すると、加か賀が崎さきは怪け訝げんな表情を浮うかべる。

　ため息を吐つきながら、険のある声を出した。

「あたし、何度も言ったよな。無理はするな、って。あたしが、お前の練習量を把は握あくしていないと思っているのか。明らかに許容量を超こえてるんだが」

　怒いかりの声に心配の色を隠かくして、加か賀が崎さきはそう言う。

　由ゆ美み子こは一度、身体からだの動きを止めた。熱い息が口から漏もれていく。

　汗あせが後から後から溢あふれてきて、トレーニングウェアをぐっしょりと濡ぬらした。

　汗あせを拭ぬぐいながら、由ゆ美み子こは加か賀が崎さきに目を向ける。

「わかってる。わかってるけど、加か賀が崎さきさん。今回ばかりは、無理させてほしいんだ」

「………………」

　よくない傾けい向こうだとわかっている。視野が狭せまくなっていると自分でも感じる。

　それでも、無理をするのなら、今だと思えた。

　今しかないと思った。

　今を重ねていっても、乙おと女めたち〝アルフェッカ〟に勝てるのかどうか、それはわからない。

　けれど、もしかしたら。

　限界の限界を超こえていけば、届くこともあるかもしれない。

　ブレーキを壊こわして、突つき進すすんでいけば。

　最高の景色を浴びるために、少しでも可能性があるのならそれに賭かけたかった。

「はぁ……、もう。こうなると頑がん固こだよなぁ、由ゆ美み子こは……」

　加か賀が崎さきは頭を抱かかえて、心底呆あきれた声を出した。

　大きな大きなため息を吐ついたあと、その場にどかっと座り込む。

　バッグを引き寄せて、そこからノートパソコンを取り出した。

「…………？」

「あたしは仕事やってるから。終わったら声掛かけて。送ってく。あ、ちょっとでも様子がおかしいと思ったら、すぐに止めるからな」

　見張っててやる、ということらしい。

　理り央おが纏まといにそうすると言ったように。

　その心こころ遣づかいが嬉うれしいのと、多た忙ぼうな加か賀が崎さきを縛しばる罪悪感が、同時に心を満たしていく。

「ありがとう、加か賀が崎さきさん」

「ほんとだよ。りんごちゃんがメンタル崩くずしたら、由ゆ美み子このせいだからな」

　ノートパソコンの画面に目を向けたまま、口を曲げる加か賀が崎さき。

　由ゆ美み子こは笑え顔がおを見せたあと、再び集中した。

　保護者が見張ってくれているのは、すごく頼たのもしい。

　さぁもうひと踏ふん張ばり、と身体からだを動かし始めた。

「え？　あぁ……、わかりました。了りよう解かいです。そうですね、歌うた種たねは……」

　音楽に身を委ねながらも、加か賀が崎さきが電話に出ているのは気が付いていた。

　気にせずに練習していたが、どうやらその電話が自分に関係あることだとわかる。

　しかも、何やら深刻そうで、加か賀が崎さきが何度も「あぁ大だい丈じよう夫ぶです、いえ、はい、大だい丈じよう夫ぶです」と繰くり返かえしている。

　さすがに気になり、由ゆ美み子こも足を止めた。

　通話を終えた加か賀が崎さきが、渋しぶい顔をしている。

「どうしたの、加か賀が崎さきさん」

「うーん。由ゆ美み子こ。悪いんだが……」

　彼女はしかめっ面つらのまま、電話の内容を伝えてきた。







「ほんっとすみません……、こんな急に。しかも、このためだけに来てもらうなんて……」

　あの電話から数日後、何度目かわからない謝罪を受けた。

　由ゆ美み子こと加か賀が崎さきがやってきたのは、ゲーム版〝ティアラ〟のボイス収録をしたスタジオだ。

　これから再び、〝ティアラ〟の収録をする。

　しかしそれは、一度収録を終えたはずのシーンだった。

　ゲームアプリ版のイベント、『歌声は届く、たとえ海を越こえてでも』のセリフだ。

　このイベントのボイスはだいぶ前に録とり終えている。三部に分けて配信予定のところ、そのうちの二部は既すでに実装されたくらいだ。

　三部も実装間近……、というところで、加か賀が崎さきの元に電話が掛かかってきた。

『以前、収録したレオンのセリフに、設定の矛む盾じゆんが生じていた』とのこと。

　矛む盾じゆんが発生したセリフはほんの一言二言だが、削けずることもできず、やむなく録とり直しが決定したそうだ。

　というわけで急きゆう遽きよ、そのセリフだけ収録するためにやってきた。

　一言二言、録とり直し部分を演じれば、この日の仕事は終わり。

　だが、由ゆ美み子こは思うところがあった。

「──あの。ここ、ラストシーンをすべて録とり直してもらうことってできますか」

　由ゆ美み子この質問に、音おん響きよう監かん督とくは不可解そうな顔をした。

　その必要は全くないからだ。

　前回録とった部分は、きちんとＯＫが出ている。

　けれど、再び台本に目を通して、由ゆ美み子こは強く感じたのだ。

　由ゆ美み子こは手に持った台本を見つめたあと、ゆっくりと口にする。

「──今なら。もっと、レオンに近付けそうなんです。ダメでしょうか」

　その言葉に、音おん響きよう監かん督とくはスタッフに目を向けた。

　彼は時計と手元の資料を見比べながら、たどたどしく答える。

「お時間は十分確保しているので……。収録自体は可能ですが……」

「それなら──、やらせてもらえませんか」

「いいんじゃないですか。せっかく来てもらったんですし。それに、少しでもいい演技になるというのなら、それをユーザーに見てもらったほうが絶対にいい」

　音おん響きよう監かん督とくの後あと押おしもあって、ラストシーンごと録とり直すことが決まった。

　感謝の言葉を告げて、由ゆ美み子こはブースの中に入っていく。

　ヘッドフォンを付け、マイクの位置を調整し、指示に従いながら台本を開く。

　該がい当とうのシーンを目で追った。

　レオンと小こ鞠まりの新ユニット〝リブラ〟のお披ひ露ろ目めライブは、レオンのソロライブへと変へん更こうされた。

　レオンが社長に頼たのみ込こみ、小こ鞠まりがドラマのオーディションに向かえるようにしたからだ。

　そのライブ直前、ステージ裏で飾かざ莉り演じる大おお河内こうち亜あ衣いとレオンが言葉を交かわす。

　録とり直すのは、このシーンから。

（レオン、これでよかったの？　小こ鞠まりったら、本当にドラマのオーディションを受けに行ったみたいよ）

　亜あ衣いのセリフに目を落としながら、由ゆ美み子こは頭の中にレオンの姿を思おもい浮うかべる。

　彼女のことを考え、想おもいを想像し、それを声にして吹ふき込こむ。

　今までも、レオンに共感を覚えることは多かった。それで演技も上う手まくいっていた。

　けれど今回は、それ以上に──。

　このシナリオで、出来事で。

　レオンが感じたもの、目にしたもの、芽生えたものは、まるで、まるで──。

「────────────」

　レオンが抱いだく感情と、自分の気持ちが混ざり合う。

　頭の中にいたレオンの姿がおぼろげになり、少しずつ霧む散さんしていく。

　それが、自分の中にそっと溶とけていくのがわかった。

　深く、深く、息を吸って、吐はく。

　そうしてから、ゆっくりと口を開いた。

「そうらしいな」

（らしいな……、って。それでいいの、レオンは）

「どうだろうな。そりゃ、わたしはあいつにアイドルをやってほしいと思ってるよ。あいつの才能は本物だからな。それに、あいつと活動をするのは悪くなかった。今思えば、な」

　笑いを嚙かみ殺ころし、感情を抑おさえた演技でセリフを口にする。

　ここでレオンは天てん井じようを仰あおいだ。

　台本には書かれていないが、きっとそうしたはずだ。

　由ゆ美み子こは両目を瞑つぶって、口を開く。

「でも、あいつが本気で女優の道を選ぶのなら、わたしは祝福するさ」

　ここは、さらりと。強い感情はいらない。

　感情を込こめるのは、この次だ。

（……本気で、そう思ってる？）

「え？」

（あなた今、見たことのない顔をしているわ）

　そう指し摘てきされ、レオンは己おのれの頰ほおに手を当てた。

　無表情でぺたぺたと触ふれたあと、空くう虚きよな、本当に空くう虚きよな声を絞しぼり出だす。

「そうかな」

（そうよ）

「そうかな……」

　か細い、声。

　クールで、格好良くて、常に冷静なレオンが見せる、寂さびしそうな声。

　普ふ段だんと違ちがう演技に、ＮＧが頭をよぎったが、どこか確信めいた思いがあった。

　この演技でいいはず。

　収録は、そのまま進んでいく。

（あなたは本当に、小こ鞠まりに女優をやってほしかったの？　送り出して、よかったの？）

「……………………」

　セリフのない、息を吞のむ演技。

　自分の気持ちに気付き始めたレオンの感情を、ここから少しずつ声に混ぜていく。

　じわり、じわりと。

　知らなかった自分の気持ちが、徐じよ々じよに声こわ色いろに滲にじみ始めていった。

（あぁ、レオン。もう時間みたい。じゃあ、ライブ頑がん張ばってね）

　亜あ衣いが去ってから、レオンの独白が始まる。

　照らされたステージを進み、観客を前にして、レオンはそこで初めて実感するのだ。

　隣となりに、小こ鞠まりがいないことに。

「〝あぁ──、そうか。わかった。ようやく、わかったよ。こうなるまで気付かないなんて、大バカ者だな、わたしは〟」

「〝独りぼっちのステージは、とても寂さびしい。あいつがいつも騒さわがしいから、そんなこと気付きもしなかった〟」

「〝そして心の底では、わたしはこう考えていたんだ〟」

「〝『やっぱりわたしは、アイドルをやりたい』。小こ鞠まりに、そう言ってほしかった〟」

「〝女優じゃなく、アイドルを。わたしが夢見た世界に、戻もどってきてほしかった〟」

「〝でも、あぁ、くそ。この歌は、もう届かない。小こ鞠まりはここにいない。この歌は、小こ鞠まりに聴きいてほしかったのに──〟」

　しかし、歌う直前。

　舞ぶ台たい袖そでから、小こ鞠まりの声が聴きこえた。

　結局小こ鞠まりは、オーディションを受けずに、ここまで走って──。







　収録が終わった。

　音おん響きよう監かん督とくたちに、「わがまま言ってすみません」と頭を下げる。

　スタッフさんたちは「元々こちらの不ふ手て際ぎわだったので」と快く受け入れてくれた。

　そして、「いい演技でした」とも。

　由ゆ美み子こも、いい演技ができたと思う。

　今だからこそ、今の自分だからこそ、できた演技。

　それを今度は、ステージの上で見せるだけだ。







　そしていよいよ、ライブ本番当日を迎むかえる。

　やるべきことは、やった。

　あとはそれを、ステージの上で出し切るだけ。

　広い会場には、まだお客さんは入っていない。

　けれど、スタッフさんが忙いそがしそうに動き回り、由ゆ美み子こたちも準備に追われていた。

　既すでに会場内は熱気に包まれている。

　スタッフもキャストもそれに当てられて、開場前なのに昂こう揚ようしていた。

　由ゆ美み子こは既すでに衣い装しように着き替がえ、メイクもしてもらった状態で、ステージの裏を歩いていく。

　楽屋は、〝オリオン〟と〝アルフェッカ〟で分かれているので、彼女の動向はわからない。

　でも、なんとなく会える気がして、由ゆ美み子こはステージに出た。

　空っぽの客席に目を向ける。

　やたらと広く見える客席は静かで、空くう虚きよで、見ていると胸がきゅうっとした。

「やすみちゃん」

　静せい寂じやくを保つステージの上で、声を掛かけられる。

　乙おと女めだ。

　煌きらびやかな衣い装しように身を包み、プロのメイクでさらに綺き麗れいになった、桜さくら並なみ木き乙おと女めだった。

　以前のライブで見たときと変わらず、キラキラした輝かがやきを放っている。

　その表情は、自信と興奮に染められていた。

「──姉さん」

「ついに来たね」

「うん」

　短く言葉を交かわす。

　乙おと女めは視線をふっと逸そらして、客席を見た。

　これから作られる、ライブやお客さんの歓かん声せいに思いを馳はせている。

　彼女の横顔に、由ゆ美み子こは語りかけた。

「あたし──、姉さんに負けたくない」

「うん。わたしもだよ、やすみちゃん。全力でやろうね」

　由ゆ美み子こも、がらんどうの客席に顔を向けた。

　今から、自分たちはここでライブをする。

　乙おと女めたちとの勝負があるというのに、目の前にいるのは乙おと女めだというのに。

　由ゆ美み子この頭には、別の少女の顔が浮うかんでいた。

　千ち佳かとはあのとき以来、関係がズレたままだ。ちゃんとした会話をしていない。

　もちろん、収録でもレッスンでも話してはいるものの、いつだって上うわ滑すべりしていた。

　普ふ段だんみたいな本気の会話は、いつからしていないだろう。

　今でも自分は、夕ゆう暮ぐれに染まった教室に心が囚とらわれたままだ。

　でも、そんなことは今日で終わり。

「……やすみちゃん？」

「──なに？」

「ううん、なんでも……」

　乙おと女めは不思議そうにこちらを覗のぞき込こんでいたが、それ以上は何も言わなかった。

　再び、客席に目を向ける。

　──待ってて、渡わた辺なべ。

　あたしが、特別な景色を見せるから。




　　　　　　　　　　　　♦




　渡わた辺なべ千ち佳かは、ステージの袖そでからライブを見つめていた。

　観客席にはいっぱいのお客さんがひしめき合い、たくさんのサイリウムが揺ゆれている。

　色とりどり、数多あまたのサイリウムが歌に合わせて揺ゆれる光景は、ため息が出るほど綺き麗れいだ。

　先ほどまで千ち佳かも、サイリウムの光に包まれ、あの場で歌っていた。

　オープニングは全員で歌唱し、そのあとはひとりひとりの挨あい拶さつ。

　そこから、セットリストに合わせて進行していく……、というオーソドックスな流れだ。

　千ち佳かは今、待機時間。

　ステージ袖そでから、ライブを眺ながめていた。

　今は乙おと女めと花はな火びと結ゆ衣いが、三人で歌っている。

　光ひかり輝かがやくステージの上で、乙おと女めはさらに強い光を纏まとい、キラキラした歌声を客席に届けていた。乙おと女めの一挙手一投足を、観客の目が追っている。

　千ち佳かはモニターに目を移し、客席を見てみた。

　お客さんの目には熱い光が宿り、だれもが心から楽しそうだった。

　満面の笑えみで熱いコールをし、サイリウムを力強く振ふっている。

　その視線の多くは、乙おと女めに向かっていた。

　結ゆ衣いや花はな火びのパフォーマンスも見事だが、どうしても乙おと女めに引き寄せられている。

　それも仕方がないと思う。

　乙おと女め目当ての人も多いだろうし、ステージ上で舞まう彼女の姿は圧あつ倒とう的てきだったから。

「………………っ」

　彼女たちの歌が終わった瞬しゆん間かん、歓かん声せいと拍はく手しゆが響ひびき渡わたる。

　その圧、空気の震ふるえに怯ひるんでしまった。なんて強い『音』だろう。

　客席から発せられる声や音に熱が乗り、ステージに激しくぶつけられている。

　やはり乙おと女めは、すごい声優だ。

　とんでもない相手に「勝ちたい！」と言ったことを実感する。

　まともに考えたら、絶対に勝てる相手ではないのに。

　乙おと女めがあのとき宣言したとおり、彼女たちは振ふり付つけを完かん璧ぺきに仕上げ、さらに磨きをかけてステージ上に立っていた。

「ねぇ、夕ゆう暮ぐれ……」

　歌い終えた乙おと女めたちはＭＣパートに入り、三人で和なごやかに話をしている。

　それを眺ながめていると、いつの間にかめくるがそばに立っていた。

　彼女は不安そうな顔で、ステージ裏の奥をちらちらと見ている。

「歌うた種たね、なんだか妙みようじゃない？」

「妙みよう？」

　つられて目を向けると、由ゆ美み子こがいた。

　彼女は千ち佳かと同じ衣い装しように身を包んでいる。先ほど、いっしょに歌ったばかりだ。

　由ゆ美み子こは、用意された椅い子すに腰こし掛かけていた。

　前かがみで肘ひじを足に置き、両手を合わせて口元に寄せている。

　研とぎ澄すまされた、真しん剣けんな表情を浮うかべていた。

　集中している。

　自分の出番が来る前に、ナーバスになる出演者は多い。

　そういうキャストはスタッフも気を遣つかい、そっとしていてくれる。

　由ゆ美み子こも、まさにそのひとり、という感じだ。

　その光景自体は、特におかしなものではない。

「集中しているだけだと思いますが」

「そうなんだろうけど。普ふ段だんの歌うた種たねって、あんなんじゃないでしょ。もっとこう、無む駄だに明るいというか、やけに楽しそうというか」

　めくるの言いたいことはわかる。

　佐さ藤とう由ゆ美み子こは、ライブ中でも変わらず佐さ藤とう由ゆ美み子こだ。

　常にだれかと話していて、普ふ段だんよりテンションが高く、心から楽しそうにしている。

　そのままステージに行って、うわぁーっと盛り上げるのが彼女だ。

　あんなふうに、静かに集中している姿は見たことがない。

「それに、あれじゃまるで……」

　めくるが何かを言いい掛かけて、やめる。

　その言葉の先が予想できたので、千ち佳かはそっと口にした。

「レオンみたい、ですよね」

　めくるは無言で、小さく息を吞のんだ。

　あれは、レオンがライブ前に集中するときのポーズだ。

　レオンのように格好いい女性じゃないと締しまらないと思うが、由ゆ美み子こもなかなか堂に入っている。

　しかし、普ふ段だんの彼女らしくないと言えば、間ま違ちがいなくそうだ。

「……夕ゆう暮ぐれ。あんた、なんか知ってるの？」

　めくるが怪け訝げんそうにこちらを見てくる。

　しらばっくれようとも考えたが、このときは千ち佳かなりにテンションが上がっていた。

　ライブの熱気に当てられていた。

　千ち佳かは一度目を瞑つぶったあと、ゆっくりと口を開く。

「柚ゆ日び咲さきさん。わたしの話を聞いてくれますか」

　質問を無視したせいで、めくるの目はより訝いぶかしんだものになる。

　それでも、彼女が聞く姿勢を作ったのがわかったので、千ち佳かは言葉を続けた。

「わたしたちは今回のライブで〝アルフェッカ〟に──、桜さくら並なみ木きさんに本気で勝つつもりで、今までレッスンをしてきました」

「あんたたちなら、そうでしょうね」

　めくるは鼻を鳴らす。

　人によっては不快感を示してもおかしくない、大それた発言だと思う。それを、すんなり受け入れるあたり、めくるも随ずい分ぶんと千ち佳かたちをわかっている。

　だからこそ、千ち佳かも話せるのだが。

「でも、桜さくら並なみ木きさんはやっぱりすごい人です。前のライブや、〝アルフェッカ〟のイベントで桜さくら並なみ木きさんの人気と熱量を、改めて感じました。とんでもない声優だと思います」

　あれと張り合うことを想像したら、戦意なんて削そがれるのではないか。

　千ち佳かでさえそう感じるほどに、乙おと女めは圧あつ倒とう的てきだった。

　けれど。

「あんたが、それで怯ひるむとは思えないけどね」

　めくるが皮肉げに笑ってみせる。

「わたしだって、怯ひるむくらいはしますよ」

「でも、〝勝てない〟とは思わなかったでしょ？」

「はい。〝勝てない〟とは思いませんでしたし、〝勝ちたい〟という気持ちが消えることもありませんでした」

　それは、まぎれもない本音だ。

　勝ちたい、負けたくない。その想おもいは、決して消えはしなかった。

　むしろ、燃え上がったかもしれない。

　でも、それだけじゃなかった。

「桜さくら並なみ木きさんとの間に、大きな壁かべを感じたのは確かです。あの人は本当にすごい。──だから、このままではまずい、と思ったんです」

　めくるは片かた眉まゆを上げた。

「それで？」と続きを促うながしてくる。

「わたしは、どうしても負けたくなかった。負けたら、絶対悔くやしい。死ぬほど悔くやしい。もちろん、負けるつもりはないです。必死で、全力で、全ぜん身しん全ぜん霊れいでぶつかることに変わりはありません。でももし、負けるとしたら……、せめて、一いつ矢し報むくいたかった」

　めくるの表情が、再び訝いぶかしむものに変わる。

「一いつ矢し報むくいるって……。負けたとしても、そこに何か用意していたってこと？」

　その疑問に、千ち佳かは思わずため息を吐ついてしまう。

　改めて問われると、ずしん、と心が重くなった。

　なぜ自分が、という思いに駆かられる。

　それを振ふり払はらうように、頭を振ふって答えた。

「普ふ段だんなら絶対考えません。こんな方法を取るのは業ごう腹はらでした。絶対にやりたくなかった。本当に嫌いやだった。……でも、わたしはリーダーだから。こっぱずかしい言葉を並べて、わたしをリーダーに選んだ女がいたから。それを切り札に、用意していたんです」

　千ち佳かは目を瞑つぶって、思いを馳はせる。

　ひとりなら、こんなこと思いつきもしなかった。

　何も考えず、ただ全力でぶつかることに集中したはずだ。

　負けたときのことなんて、考えたくもない。

　けれどこのときばかりは、それに備えて千ち佳かはカードを切った。

　今までのことが、すうっと頭を駆かけ抜ぬけていく。










　時間は少し遡さかのぼる。

　由ゆ美み子ことともに纏まといの家にお邪じや魔ましてから、数日後の話だ。

　その日、纏まといが自主練に来ることは知っていた。

　そして、由ゆ美み子こが来られないことも。

「おはようございます」

　更こう衣い室しつで着き替がえている纏まといを見つけ、声を掛かける。

　彼女はちょうどジャージに着き替がえ終わったところで、「あっ」と声を上げた。

　纏まといはそそくさとこちらに近付き、ぺこりと頭を下げる。

「夕ゆう暮ぐれさん……。先日は、失礼いたしました……」

「いえ。それは、いいんですが……」

　自分よりよっぽど背が高く、年上の女性から謝罪されるのは何だか気まずい。

　彼女も同じように気まずそうな顔をしていた。

　その理由は、考えないでもわかる。

「妹さんとの話、決着がついてないんですか」

「はい……」

　髪かみに触ふれながら、そっと目を逸そらす纏まとい。

　理り央おに言われたことを否定も肯こう定ていもできず、彼女は迷っている。

　どうするべきなのか、答えを出せていない。

　その一部始終を見ていた千ち佳かを前にすれば、決まりが悪くもなる。

　それは、なんとなく予想できていた。

「羽は衣ごろもさん。今日、自主練が終わったら、少し付き合ってもらっていいですか」

　そう告げると、彼女は意外そうに首を傾かしげた。

「え、あ、はい。大だい丈じよう夫ぶですが……」

「それでは、練習が終わったあとに」

　詳しよう細さいは話さず、千ち佳かも着き替がえ始める。

　しかし、話の内容が気になるのか、纏まといは何か言いたげにこちらを見つめていた。

　そんな顔をされても、今話せることはない。

　仕方がないので、適当に混ぜっ返す。

「あとで話しますので。先行っててください──、ねぇね」

　すると、纏まといはパァン！　と勢いよく両手を顔に押し付けた。

「勘かん弁べんしてください……」と耳まで赤くして、ようやく更こう衣い室しつから出て行ってくれる。

　ともに練習を始めたが、纏まといの動きは迷いを感じさせるものだった。

　今までどおりとも、吹ふっ切きれたとも言いい難がたい。

　そう簡単に、割り切れるものでもないのだろう。

　その日の練習は最後まで、纏まといはぎこちないままだった。

　練習を終えたあと、千ち佳かはレッスンルームから纏まといを連れ出す。

　連れてきたのはレッスンルームのすぐ近くにある、大きな広場だ。

　夜に差さし掛かかっているため、通行人はそれほど多くない。

　適当なところで足を止めて、千ち佳かはスマホを取り出した。メッセージを打つ。

　纏まといはきょろきょろと辺りを見回しながら、不安そうに尋たずねてきた。

「ええと、夕ゆう暮ぐれさん。なぜ、わたしはここに連れてこられたのでしょうか……」

「もう少し待ってください。羽は衣ごろもさんに、話を聞いてほしい人がいるので」

　そう答えると、ますますわからない、とばかりに纏まといは困こん惑わくの表情を浮うかべた。

　ほどなくして、目的の人物がやってくる。

　彼女は手をパタパタと振ふりながら、「あ、いた～」と陽気そうに声を上げた。

　それに纏まといは大きく目を見開く。

「え。え、えぇ……？　さ、桜さくら並なみ木きさん……？」

　姿を現したのは、桜さくら並なみ木き乙おと女めだ。

　纏まといは相当意外だったらしく、目を丸くしながら「お疲つかれ様さまです……？」「お疲つかれ様さまですー」と挨あい拶さつを交かわし合っている。

　乙おと女めは呼び出したにも関わらず、ニコニコと機き嫌げんがよさそうだった。

「桜さくら並なみ木きさん、すみません。レッスン終わりに」

　千ち佳かがそう言うと、乙おと女めはいたずらっぽい笑えみを浮うかべた。

　これ見よがしに唇くちびるを尖とがらせ、腰こしに手を当ててみせる。

「ほんとだよー。わたしたちは敵同士だっていうのに。しかもわたしは、〝オリオン〟のために呼ばれたんでしょ？」

「えぇ、まあ。やっぱり、ダメでしょうか」

「ううん。夕ゆう陽ひちゃんが頼たよってくれて嬉うれしい。それに、より強い相手のほうが燃えるよ」

　にこーっと笑いながら、乙おと女めは本当に嬉うれしそうにしていた。

　そう言ってくれたことに、内心でほっとする。

　ただ、纏まといだけがひとり困こん惑わくしていた。

「ええと、あの。それで、わたしはなんで連れてこられたんでしょうか……？」

「あ、それはわたしも聞いてないんです。夕ゆう陽ひちゃん、どういうことなの？」

　纏まといと乙おと女めの目がこちらに向けられる。

　確かに、纏まとい、乙おと女め、千ち佳かの組み合わせは何とも違い和わ感かんがあった。

　普ふ段だんなら絶対に集まらないだろう。

　けれどこれは、乙おと女めにしか頼たのめないことだ。

　そしてきっと──、今までの千ち佳かなら、こんなこと思いつきさえしなかった。

　千ち佳かはすっと息を吸い、乙おと女めに尋たずねる。

「桜さくら並なみ木きさんに、話を聞きたいんです。質問してもいいですか」

「？　いいよ」

「桜さくら並なみ木きさんは──、以前、倒たおれたときのことを、後こう悔かい、していますか」

「ゆ、夕ゆう暮ぐれさんっ！」

　纏まといが慌あわてて、千ち佳かの腕うでを摑つかむ。かなり、力強く。

　後こう輩はいではなく、年上の大人の顔をして言葉を並べた。

「何を仰おつしやってるんですか！　そんな失礼なことを、なぜ、今……」

「あ、大だい丈じよう夫ぶです大だい丈じよう夫ぶです。わたしはそのとき、夕ゆう陽ひちゃんに助けてもらいましたし。夕ゆう陽ひちゃんがまっすぐな子だってことも、わかってますから」

　乙おと女めが笑いながら言うと、纏まといは気まずそうにしながらも手を離はなした。

　千ち佳かだってわかっている。あのときの話をわざわざ掘ほり返かえすべきではない。

　しかし、乙おと女めの話を纏まといに聞いてほしかった。

　乙おと女めがどう考えているのか、千ち佳かは知らない。

　けれど彼女なら、こう答えるだろうな、という予想はあった。

　乙おと女めは頰ほおに指を当てて、えーと、と視線を彷徨さまよわせる。

「倒たおれちゃったことは、後こう悔かいしてるよ。すっごく。いろんな人に大だい迷めい惑わくを掛かけたし、自己管理ができないなんてプロ失格だから。だから今は、とっても気を付けてお仕事してるし、二度とないよう肝きもに銘めいじてる」

　纏まといが、ジトっとした目を向けてくる。

　ほら……、という声が聞こえてきそうだ。

　しかし、本当に聞きたいのはその部分ではない。

「では……、倒たおれるほど無理をしたことについては、後こう悔かいしていますか」

「…………？」

　纏まといが、怪け訝げんそうにしている。

　同じ質問だと思ったのだろう。

　けれど、これは全く違ちがう。似ているようで、まるきりの別物だ。

　乙おと女めは、一度口を開きかけ、静かに閉じた。

　考えをまとめるように、指が顎あごに触ふれる。

　しばらく考え込んだあと、ゆっくりと口を開いた。

「──それに関しては、後こう悔かいはないよ。むしろ、よかった、って思ってる。倒たおれちゃったのは本当に反省してるけど、努力した結果はちゃんと残ってるから。あのときのわたしが倒たおれるほど頑がん張ばったからこそ、今の自分があるって言えるもの」

　微ほほ笑えむ乙おと女めに、纏まといは息を吞のんだ。

　乙おと女めは視線を、ふいっと空に向ける。

　薄うすい夜の色をした空に、星が鈍にぶく輝かがやき始めていた。

「わたしには目標がある。なりたい自分がある。あのとき必死で走はしり抜ぬけたから、今、少しは近付けている気がするんだ。だから後こう悔かいなんてないし、褒ほめてあげたいくらいだよ。もちろん、まだまだ足りないけどね。でも本当に──、頑がん張ばって、よかった」

「────────」

　その言葉を聞いた纏まといが、どんな表情をしているか。

　隣となりにいる千ち佳かにはわからない。

　そのあと、乙おと女めはおかしそうに笑った。

「でもそんなの、夕ゆう陽ひちゃんも同じでしょ？　もし夕ゆう陽ひちゃんが倒たおれるほど頑がん張ばっちゃったとしても、頑がん張ばったことを後こう悔かいなんてしないと思うな」

「──えぇ。そうでしょうね」

　そのとおりだと思う。

　もし、千ち佳かが乙おと女めと同じ立場だったら、同じことを答えた。

　目標に向かって走り続ける人間は、みんな似たような思考ではないだろうか。

　そこに、目指すものがあるのなら。

　けれどこれは、褒ほめられた考え方ではない。そこは乙おと女めも注意した。

「あ、でも。もちろん、本当に倒たおれちゃうのはダメだからね？」

「はい。それはわかっています。そして……」

　千ち佳かは、深く頭を下げる。

「ありがとうございました、桜さくら並なみ木きさん。その話を聞きたかったんです」

「え、それだけ!?」

　乙おと女めはびっくりしながら頓とん狂きような声を上げ、まじまじと千ち佳かの顔を見た。

　それだけです、とオウム返しすると、乙おと女めは声を上げて笑う。

　しかし、笑えみを無理やり引っ込めると、腕うで組ぐみをしてこちらに顔を寄せてきた。

「これでもわたし、結構忙いそがしいんだけどな～？　先せん輩ぱいなのにな～？　それを、こんなふうに顎あごで使っちゃう？」

「それはすみません」

「あはは、冗じよう談だん冗じよう談だん。かわいい後こう輩はいのためだもん。何のために呼ばれたかはわからないけど、ま、それはいっか」

　そう笑いつつも、乙おと女めは勘かん付づいていそうだった。

　乙おと女めは、「またやすみちゃんとご飯行こうね、夕ゆう陽ひちゃん。羽は衣ごろもさん！　次のライブ、楽しみにしてまーす！」と明るく言い残すと、駅に向かっていった。

　その背中を黙だまって見送っていると、纏まといがぽつりと呟つぶやく。

「……これを、わたしに伝えたかったんですか。そのために、桜さくら並なみ木きさんに、わざわざ」

「えぇ。説得力はあったでしょう」

　纏まといは黙だまり込こむ。

　そこから言葉を続ける様子はない。

　千ち佳かは彼女から視線を外し、独り言のように呟つぶやいた。

「目標やなりたい自分があるのなら、そこに向かって努力するのは当然です。桜さくら並なみ木きさんやわたしは、そのためには多少の無茶は仕方がないと思っています。そうでなければ、届かない。もちろん、身体からだを壊こわしては元も子もないですし、羽は衣ごろもさんが本当に『合理的な人間』を目指しているのなら、それでいいと思います。ただわたしは──、後こう悔かいだけはしたくないです」

「後こう悔かい……」

　千ち佳かの言葉に、纏まといがぴくりと反応する。

　無表情でこちらを見つめた。

　千ち佳かも同じように、見つめ返す。そのまま、確かめるように続けた。

「はい。わたしは後こう悔かいすることが、一番怖こわいです」

　今まで、何度も何度も間ま違ちがえてきた。

　間ま違ちがいだらけの道を歩んできた。

　反省することばかりで、周りに何度も迷めい惑わくを掛かけてしまったけれど。

　この道を歩んだことを、彼女の隣となりにいることを。

　悔くいることだけは、していない。

「……夕ゆう暮ぐれさんも、桜さくら並なみ木きさんと同じように。なりたい自分があるんですね」

　纏まといは淡たん々たんと、そう口にした。

　その質問に答えるのは、躊躇ためらう。あまり口外したくはない。

　しかし、ここでごまかすのもどうかと思い、正直に答えた。

「はい。わたしには、負けたくない相手がいます。その女は、ずっとわたしの背中を見ている。憧あこがれの目を向けてくる。その女に追おい抜ぬかれないように──、常に目標でいられるように。多少の無茶はしてみせますよ」

「………………」

　纏まといは再び、黙だまり込こむ。

　しばらく沈ちん黙もくを保ち、何度も口を開こうとして、やめる。

　けれど、意を決したように目をぎゅっと瞑つぶると、ゆっくりと言葉を紡つむいだ。

「──わたしにも、目標があります。わたしは、森もりさんみたいな声優になりたいです。だから、習なら志し野のプロに入ったんです」

「……森もりさんですか。それは、高い目標ですね」

「はい。だから、わたしも。その目標のために、頑がん張ばりたいと思います」

　纏まといは精いっぱいの勇気を出し切って、そう言っているように見えた。

　化け物と称しようされるほどの演技力を持ち、トップを走る超ちよう一流の声優。

　習なら志し野のプロダクション、森もり香か織おり。

　彼女を目指すというのなら、生半可な努力は許されない。

　つまり、そういうことだ。

　千ち佳かは何も言わず、空に目を向ける。

　夏の空には星が瞬またたいていた。

　その星のひとつを眺ながめたまま、千ち佳かは口を開く。

「わたしは元々、羽は衣ごろもさんと同じ考えを持っていました」

「同じ考え？」

「アイドル声優についてです。わたしも、昔は嫌いやで仕方なかった」

　纏まといははっとした顔で、こちらを見た。

　そうだったんですか？　と表情が物語っている。

　そこまで意外そうにされるのは心外だが。

　あまり大っぴらにしたい話ではないので、そっと答えた。

「わたしは、声の演技がしたくて声優になりました。なのになぜ、アイドルの真ま似ね事ごとなんてしなくちゃいけないんだ。そんな思いでいっぱいでした。早く、声の仕事に専念したい。アイドル声優なんてやめたい。そう思っていました。当時は、キャラも作ってましたし」

　纏まといの表情が何とも言えないものに変わった。

　裏営業疑ぎ惑わくのことや、千ち佳かがキャラを作っていたことは、纏まといもきっと知っている。

　彼女は軽く頭を振ふって、続きを促うながした。

「そんな夕ゆう暮ぐれさんが、なぜ？　今は違ちがいますよね」

「違ちがうように見えますか」

　千ち佳かの問いに、纏まといは言葉を詰つまらせた。

　すぐには答えない。

　今までのことを振ふり返かえるように考え込んだあと、改めて返答した。

「──はい。今の夕ゆう暮ぐれさんは、アイドル声優を楽しんでいるように見えます」

「……………………」

　そう見えているらしい。

　千ち佳かはくすりと笑ってしまう。

　アイドル声優を楽しんでいる、だなんて。

　昔の自分が聞いたら、怒いかり狂くるってしまいそうだ。

『渡わた辺なべがそういう仕事を苦手だってのはわかるけど、『あんなの』って言い方はダメ。今のあたしらがいるのは、そういう仕事をやってきたからだし、支えてくれる人たちができたからでしょ。否定すんのは、ない』

　そんなふうに、相方に怒おこられたこともある自分が。

　千ち佳かは目を瞑つぶって、思いを巡めぐらす。

　今までやってきた、アイドル声優らしい仕事が頭の中を駆かけ抜ぬけていった。

　ライブやイベント──、お客さんを前に歌ったり踊おどったり、笑ったり喋しやべったり。

　可か愛わいらしい衣い装しようとメイクで着き飾かざり、ステージの上に立つ。写真を撮とることだって多かった。

　以前の自分が大だい嫌きらいだった、声優とは思えない仕事。

　でも、いつからか──、隣となりには歌うた種たねやすみがいた。

　明るく笑い、楽しそうにはしゃぎ、心から嬉うれしそうにしている彼女が。

　いつもいっしょに、隣となりにいたのだ。

　こんな自分を、ちゃんと怒おこってくれるような相方が。

「──えぇ。楽しんでいると思います」

　口元に笑えみを残したまま、千ち佳かは答える。

　かつてのような思いはもうない。

　アイドル声優の仕事を嫌いやとは思わず、むしろ楽しんでいる。

　歌を歌うことも、踊おどることも、練習するのも、ステージの上に立つことも。

　その、どれもが。

　千ち佳かは、楽しかった。

「……なぜ、夕ゆう暮ぐれさんはそんなふうに思えたんですか？」

　纏まといは気まずそうな表情に戻もどり、躊躇ためらいがちに尋たずねてくる。

　千ち佳かは纏まといから視線を外し、前を向いたまま答えた。

「いつも楽しそうにしている女が、隣となりにいてくれたからです」

　千ち佳かの答えに、纏まといは小首を傾かしげる。ぴんときていないようだ。

　千ち佳かは星空を見上げてから、呟つぶやく。

「ライブでもイベントでも、心から楽しそうで。キラキラしてて。何だか魅み力りよく的てきに見えてきて、こっちまでつられてしまう。笑ってしまう。手を引いてくれる……。そんな女が、いつもわたしの隣となりにいたんです。わたしの中の何かを、彼女はゆっくりと溶とかしていった」

「……………………」

　そこで纏まといは、だれのことを指しているかわかったようだ。

　纏まといが名前を口にする前に、千ち佳かははっきりと彼女の名を呼んだ。

「佐さ藤とうには……、やすには、そんな不思議な魅み力りよくがあるんです」

　纏まといは黙だまって、こちらを見つめている。

　困ったように自分の髪かみを撫なでていた。

　しばらくしてから、祈いのるようにそっと口を開く。

「わたしも……、歌うた種たねさんのそばにいれば、そうなれるんでしょうか」

「それは知りませんが」

「えぇ……、そこは噓うそでも、なれる、と言ったほうが……」

　纏まといは苦笑いをする。

　けれど、纏まといがアイドル声優をよしとできるかは、はっきり言ってわからない。

　だから代わりに、千ち佳かなりに伝えられることを話した。

「羽は衣ごろもさん。わたしは、やすのおかげでアイドル声優が楽しいと思えた。嫌きらいだった仕事も、心から本気でやるようになりました。そんなわたしが、強く感じたことを伝えます」

　千ち佳かは己おのれの手を見つめる。

　見慣れた、自分の小さな手。

　しかしそこには、自分が築いてきた、たくさんのものが積み上がっている。

　それは、千ち佳かの誇ほこりだった。

「『演技をするうえで、どんな経験も邪じや魔まにはならない』。今までのことがあるから、今を作り上げたわたしがいるから、〝今のわたし〟にしかできない演技がある。隣となりにやすがいてくれたから、できた演技。彼女がアイドル声優をよしとしてくれたから、できた演技。それは、間ま違ちがいなくあるんです」

　千ち佳かは思う。

　このたった一年でも、自分は成長したと感じている。

　それは、由ゆ美み子ことともにいろんな経験を駆かけ抜ぬけたからだ。

　裏営業疑ぎ惑わくで助けに来てもらったことも、母親から声優をやめるよう言われたことも、ファントムの演技で彼女に圧あつ倒とうされたことも、恥はずかしい手紙を送られたことも、後こう輩はいの演技に負けそうになったことも、ライブで彼女と張り合うことになったことも、折れそうになった先せん輩ぱいの元に駆かけ付つけたことも。

　どれもが、いい思い出とは言いい難がたい。辛つらいことだっていっぱいあった。

　けれど、それらはすべて千ち佳かの礎いしずえになっている。

　小さく息を吸って、纏まといの目をまっすぐに見つめた。

　伝えたいことは、たったひとつ。

「演技に、遠まわり、なんてものはないと思いますよ」

　纏まといはその言葉に息を吞のんだ。

　千ち佳かは、「らしくないことをしている」と急激に自覚して、纏まといからそっと視線を外した。

　自分にできるのは、ここまで。

　伝えたいことは伝えた、できることはやった。

　ここから先は、纏まとい次し第だいだ。

　そして、この日から数日後。

　千ち佳かの話が響ひびいたかどうかは、次の自主練のときにわかった。

　纏まといが一心不乱に練習する姿を見て、由ゆ美み子こが「どれが効いたのかな」と目を丸くしていたのがおかしかった。

　似合わないことをした甲か斐いがあった。

　それらもすべて、〝アルフェッカ〟に勝つためだ。

　そのためなら、なんだってやってやる。

　──でももし、負けてしまったら。

　そう考えたら、どうにかなってしまいそう。

　だからせめて、そうなっても一いつ矢し報むくいるために、千ち佳かは動いた。

　その効果は、今の彼女が証明している。

　大体、なぜ由ゆ美み子こがここまで勝ちたい、と願っているのか、千ち佳かは薄うす々うす勘かん付づいている。

　……相変わらず。

　千ち佳かのことが好きすぎるのだ、彼女は。







「……で？　何をやったのよ、夕ゆう暮ぐれは」

　その声に、はっとする。

　めくるは、訝いぶかしげな顔でこちらを見ていた。

　話を、中ちゆう途と半はん端ぱなところで止めてしまったせいだ。

　振ふり返かえるだけ振ふり返かえって、肝かん心じんなところを話していない。

「いえ。やっぱり、なんでもないです」

「はあ？」

「そろそろスタンバイしなきゃいけないので」

　ステージに手を向けると、めくるは眉まゆ根ねを寄せた。

　自分から聞いてくれますか、と言っておいてこの仕打ちだ。そんな顔にもなる。

「あっそ」

　しかし彼女は文句も口にせず、そっけなく言い放つ。

　一いつ瞬しゆんだけ心配そうな顔をして、めくるは背を向けた。

　その小さな背中に、声を掛かける。

「柚ゆ日び咲さきさん」

「なに」

「柚ゆ日び咲さきさんは、大だい丈じよう夫ぶなんですか」

　彼女は彼女で、厄やつ介かいな問題を抱かかえていた。

　それを下ろすのに千ち佳かたちは一役買ったけれど、本当に役立てたのだろうか。

　めくるはちらりとこちらを窺うかがって、は、と鼻を鳴らした。

「心配されるようなことは何もない。全力で潰つぶしてやるから、遠えん慮りよなくかかってくれば」

「……………………」

「……あと、まぁ……、なんだ。あのときは、ありがと。助かった」

　ぼそぼそと呟つぶやき、めくるはそのまま立ち去ろうとした。

　千ち佳かは後ろからそっと近付く。以前と同じように、めくるの耳元で囁ささやいた。

「ペペロンチーノ」

「…………ッ!?」

　めくるの身体からだがビクンッ！　と大きく跳はねる。

　へなへなと崩くずれ落おちそうになったが、膝ひざに手を突ついてどうにか堪こらえていた。

　わなわなと震ふるえながらも、真っ赤な顔でこちらを睨にらみつけてくる。

　その視線を躱かわしながら、千ち佳かはさらりと答えた。

「大だい丈じよう夫ぶそうですね。以前の柚ゆ日び咲さきさんです」

「……っ！　あんたね……！　本当性た質ち悪いわ、このコンビは……ッ！」

　小声でこちらに物申したあと、ぷりぷり怒おこりながらこの場から離はなれていく。

　その背中を見つめながら、ふっと息を吐はく。

　あの話は、本当にめくるに聞いてもらおうと思っていた。

　ひとりで抱かかえているのも、いい加減しんどかったし。

　けれどやっぱり、胸に仕し舞まっておくべきだ、と思い直した。

　既すでに、曲が始まっているのも事実だ。

　この次に流れる曲が、千ち佳かと由ゆ美み子このデュオ。

　実装されたイベント『歌声は届く、たとえ海を越こえてでも』で登場した、小こ鞠まりとレオンの新ユニット〝リブラ〟の曲を披ひ露ろうする。

　曲名はイベントと同じく、『歌声は届く、たとえ海を越こえてでも』。

　三部構成だったイベントの最終章が、つい先日配信されたばかり。

　今、〝ティアラ〟で最も熱のある曲だ。

　ちらり、と由ゆ美み子こが座っていた椅い子すを見やる。

　集中していた彼女は、もうそこにいなかった。スタンバイに入ったのだろう。

『歌声は届く、たとえ海を越こえてでも』は、由ゆ美み子こと千ち佳かがそれぞれ上手と下手から入り、歌い始める。千ち佳かは下手、今ここにいる場所からだ。

　今流れている曲が終わって暗転が明けたら、千ち佳かたちはステージに出て行く。

　イントロを聴ききながら、中央に向かって歩く予定だ。

「──────あぁ」

　息が漏もれる。

　緊きん張ちようで指が痺しびれた。

　ステージ袖そでで心の準備に努めようとしても、自分がやろうとしていることに心臓が波打つ。

　だけど、彼女のあの姿を見るには、必要なことだ。

　そう覚かく悟ごを決めていると──、由ゆ美み子ことの会話が脳のう裏りに蘇よみがえった。

『渡わた辺なべも、前はアイドル声優やめたいって言ってたけどさ……。今は……、どうなの？』

　はっきりと思い出せる、そう言ったときの彼女の顔。

　心の底から不安そうに、おそるおそる、ビクビクしながら由ゆ美み子こは問いかけてきた。

　千ち佳かが、アイドル声優活動をどう思っているのか。

　それを、由ゆ美み子こが気にしていることには気付いていた。

　彼女は、「まだ嫌いやなのかな。楽しくないのかな」と不安に感じていたようで、尋たずねてきたときも子犬のような瞳ひとみをしていた。

　ずっとずっと、訊ききたかったんだと思う。

　ずっと心の中に引ひっ掛かかっていたものを、あのとき「えいや！」とついに尋たずねてきた。

　そのときの、由ゆ美み子この顔と言ったら。

　──バカなことを。

　なんて、バカなことを訊きくんだろう、と思った。

　こっちの世界に引っ張り込んでおいて、今いま更さらそれはないだろう。

　千ち佳かはもうとっくに、由ゆ美み子こといっしょに活動するのが楽しくなっていたのに。

　隣となりでいっしょに笑っていたのに。

　まだ、不安に感じていたなんて。

　だから、もし。〝アルフェッカ〟との対決ライブがなければ。

　こう、答えていた。

「昔は嫌いやだったけど、今は楽しいわ。やり甲が斐いも感じてる。レッスンばかりの日々だって、充じゆう実じつしてた。昔のわたしなら信じられないと思うけど、嫌いやだ、なんて気持ちはとっくにないのよ。今は楽しく、頑がん張ばれているわ」

　上手に向かって、話はなし掛かける。

　そこにいる彼女の姿は見えないけれど。

　だから、目の前にいたら言えないようなことでも、口にできた。

「そう思わせてくれたのは、あなたが隣となりにいてくれたからよ。やす、ありがとう」

　それが噓うそ偽いつわりのない、本当の気持ちだった。

　彼女に伝えたくて、でも伝えなかった、心からの想おもいだ。

　きっとそれを聞いたら、彼女はくしゃくしゃに笑って、「そっか」とでも言うのだろう。

　こちらの心まで温かくなるような、あの笑え顔がおで。

　けれど、それを千ち佳かは言わなかった。本心を隠かくした。

　由ゆ美み子こがショックを受けるとわかっていながら、あんなことを言った。

　なぜか。

「………………」

　今まさに、乙おと女めたちの歌が終わった。

　大だい歓かん声せいがワッとステージに降りかかり、その振しん動どうがここまで響ひびく。

　乙おと女めが嬉うれしそうに笑うと、さらに観客が沸わいた。

　今日一番の歓かん声せいだ。凄すさまじい盛り上がりを見せている。

「………………っ」

　悔くやしさに呻うめく。

　ここまで、ここまで遠いか。

　観客の熱を目まの当あたりにして、実際に自分たちもステージ上で歌って。

　その差を思い知る。

　今まで妥だ協きようなく頑がん張ばってきたつもりだったが、乙おと女めの凄すごさを肌はだで知った。

　もちろん諦あきらめるつもりは毛頭ないし、最後の一滴てきを絞しぼり切きるまで踏ふん張ばる。

　まだ勝負は終わっていない。

　闘とう志しの炎ほのおは消えていないが、それでも切り札は切るべきだ。

　狂くるおしいほどの嫉しつ妬とを抑おさえ込こみ、千ち佳かは前を見み据すえる。

「……人気や盛り上がりじゃ、桜さくら並なみ木きさんたちに勝てない。でも──、このライブなら。歌うた種たねやすみなら、どうかしら」

　そう呟つぶやいたタイミングで、乙おと女めたちがステージ裏に捌はけていった。上手側に消えていく。

　そこから暗転し、イントロが流れ始めた。

　何の曲か気付いた観客が、ざわつき、既すでに歓かん声せいを上げ始めている。

『歌声は届く、たとえ海を越こえてでも』だ。

　ゆっくりと歩み寄る夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひと歌うた種たねやすみを視し認にんすれば、その歓かん声せいはさらに波打つだろう。

　何度も繰くり返かえし、練習してきた。

　同じ歩ほ幅はばで由ゆ美み子こと合流し、同時に歌い始める。

　タイミングは完かん璧ぺきに把は握あくしているし、今いま更さら失敗するようなことはない。

　既すでに由ゆ美み子こは袖そでから出てきて、中央に向かって歩いてきていた。

　千ち佳かも同じように、歩み寄る──。

　ことは、なく。

　千ち佳かは。

　そこから、動かなかった。

「ゆ、夕ゆう暮ぐれさん……!?　ど、どうしたんですか……？　次、『海を越こえて』ですよ、夕ゆう暮ぐれさんの出番ですよ……!?」

　千ち佳かが動かないことに気付いた纏まといが、慌あわてて駆かけ寄よってくる。

　バタバタと無意味に手を動かしたあと、急いで千ち佳かの腕うでを摑つかんだ。

「は、早く出て行かないと……！　ほら歌うた種たねさん、もう袖そでから出ていますよ！　これ、デュオなんですから！」

　纏まといは目を白黒させている。

　彼女のこんな表情は、少し前までは考えられなかった。

　千ち佳かは纏まといの顔を見つめながら、なんてことはないように問いかける。

「羽は衣ごろもさん。さっき歌っているとき、とてもいい笑え顔がおをしてました。楽しそうに見えましたよ。吹ふっ切きることは、できましたか」

「え？　あ、は、はい……、おかげ様で、気持ちは随ずい分ぶん楽に──、じゃなくて！」

　穏おだやかな表情に戻もどったのは一いつ瞬しゆんで、纏まといは勢いよくステージ上を指差した。

「夕ゆう暮ぐれさん、早く出てください！　それとも、頭が真っ白になってしまいましたか……？」

　心配の色が滲にじんだ瞳ひとみを見て、ふと思う。

　纏まといは「先せん輩ぱいだから」とこちらを立てることが多いが、咄とつ嗟さのときは大人の顔を見せる。

　やはりそこは、お姉ちゃんだからだろうか。

　千ち佳かはこっそりそんなことを思いながら、ステージに目を向けた。

「実装されたイベントでは、小こ鞠まりはステージに立っていません。袖そでで、見ているだけだったでしょう。今のわたしみたいに」

　小こ鞠まりはドラマのオーディション会場に向かい、レオンはひとりでステージに立つ。

　けれど結局、小こ鞠まりはオーディションを途と中ちゆうで放ほう棄きし、ライブに駆かけ付つけたのだ。

　レオンが歌う直前、袖そでから声を掛かける姿が描えがかれた。

『この歌が届いてほしかった』と願ったレオンはその声を聴きき、願いが通じたことを知る。

　それは纏まといもわかっているだろうが、彼女はきゅっと眉まゆ根ねを寄せた。

　ぷるぷると頭を振ふってから、力強く訴うつたえる。

「ま、待ってください。それは、ゲームの話でしょう？　今はライブ中！　曲は歌うた種たねさんと夕ゆう暮ぐれさんのデュオです！　こんなことをしたら、一体どうなるか……！」

「大だい丈じよう夫ぶです。榊さかきさんにはあらかじめ相談して、ＯＫをもらっていますから」

　しれっと答える。

　すると、纏まといは毒気が抜ぬかれたように声の勢いが失われていった。

「あ、そ、そうだったんですか……。ということは、歌うた種たねさんも承知の上なんですね」

「いえ、やすは知りません」

「ちょっと!?」

　纏まといは素すっ頓とん狂きような声を出して、ステージとこちらに視線を行ったり来たりさせた。

　このことを知っているのはスタッフだけで、キャストは知らない。

　当然、由ゆ美み子こも。

　騒そう動どうに気付いたミントや飾かざ莉りが、驚おどろいた顔でこちらを見ていた。

「あ、あれ？　夕ゆう暮ぐれさん、なんでまだここにいるんですか？」「噓うそぉ？　もうイントロ始まってるけど～……？」と言い合いながら、目を真ん丸にしている。

　纏まといも同じような顔をしていたが、彼女ははっとして口を開いた。

「それなら、歌うた種たねさんは大混乱するじゃないですか！　いっしょに歌うはずの人が、そこにいないんですから！　こんな、こんな状じよう況きようでまともに歌えるはずが──」

「そう見えますか？」

「え……？」

「やすが、混乱しているように見えますか」

　纏まといは慌あわてて、ステージ上の由ゆ美み子こに目を向ける。

　彼女はステージの真ん中に立ち、マイクを握にぎっていた。

　立ち位置は変わっていないので、千ち佳かの空白の分だけ違い和わ感かんがある。

　しかし、動どう揺ようしている様子はなかった。

　由ゆ美み子こは天てん井じようを仰あおぎ、目を瞑つぶっている。

　イントロはまだ終わっていない。

　そして、その光景に観客が驚おどろいている。目を見張っているのがわかる。

　千ち佳かがいないからじゃない。妙みようなスペースがあるからじゃない。

　自分たちの目の前に。

　海うみ野のレオンが、いるからだ。

「レオン……？」

　纏まといが感情のない声で、そう呟つぶやいた。

　由ゆ美み子このその姿が、立たち振ふる舞まいが、ひとつひとつの動作が。

　千ち佳かたちに、レオンの姿を幻げん視しさせていた。

「今、あの子はレオンとしてそこに立っている。小こ鞠まりのために。──わたしの、ために」

　今回のイベント、『歌声は届く、たとえ海を越こえてでも』は小こ鞠まりとレオンの物語。

　レオンは、小こ鞠まりをオーディション会場に送り出すために、ひとりでステージに立った。

　そこで初めて、『小こ鞠まりといっしょにアイドルをやりたい』という自分の気持ちに気付いたレオンは、『小こ鞠まりに戻もどってきてほしい』という願いを込こめて歌い始める。

　それが、身勝手な願いだと自覚しながら。

　女優になりたい小こ鞠まりと、アイドルをいっしょにやりたいと願うレオン。

　これは、千ち佳かと由ゆ美み子この関係に似ている。
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　いや、似ていた。

　今の千ち佳かは、小こ鞠まりが『女優になりたい』と願うほど、演技だけの道に固こ執しつしていない。

　しかし、それではダメだ。

　小鞠がそうであるのなら、千佳もそうでなければならない。

　だから、寄せた。

　レオンが小こ鞠まりに抱いだいたような想おもいを、由ゆ美み子こにも感じてもらうために。

　なぜか。

「あの子が、役に没ぼつ入にゆうすればするほど、力を発揮するタイプの役者だからよ」

　そのために、千ち佳かはあんな小細工を弄ろうしたのだ。

　自分がわざわざ噓うそを吐ついてまで、由ゆ美み子この才能に賭かけたことも。

　それを切り札として用意したのも。

　どれもこれも耐たえ難がたい屈くつ辱じよくだったし、本当はやりたくなんてなかったけれど。

　同じように、彼女は想おもいを託たくしてくれたから。

　そして、目もく論ろ見みは当たった。

　ステージ上に立つ由ゆ美み子こは、海うみ野のレオンを宿している。

　海うみ野のレオンがそこにいる。

　その光景を眩まぶしく感じながら、千ち佳かは大きく息を吸った。

　そして、ありったけの、ありったけの想おもいを込こめて──。

　──叫さけんだ。

「レオ────ンッ！　わたしはッ！　ここに、いる──────ッ！」

　静かなイントロに紛まぎれ込こむ、千ち佳かの大だい絶ぜつ叫きよう。

　マイクを通していないとはいえ、きっと客席にも聞こえてしまっている。

　ステージ裏にいた人たちの視線がすべて、千ち佳かに突つき刺ささった。

　これには、事情を知るスタッフもぽかんとしている。

「え、え、どうしたの……？　今、どういう状じよう況きよう……？」

　そんなふうに、乙おと女めたちまでやってくる始末だ。

　千ち佳かの暴挙に目を見開いている纏まといに、肩かたを竦すくめてみせた。

「これは、許可を取っていないので怒おこられるかもしれません」




　　　　　　　　　　　　♥




「──────────」

　佐さ藤とう由ゆ美み子こは、ステージの上で天てん井じようを仰あおいでいた。

　胸の中が、空っぽになっている。

　これから歌うというのに、昂こう揚よう感かんはない。

　頭はぼんやりしていて、そんな場合ではないのにぼうっとしそうになった。

　普ふ段だんならライブなんて、嬉うれしくて、興奮して、これ以上ないほど楽しいはずなのに。

　大好きな時間のはずなのに。

　霧きりが掛かかったような視界に、そっと目を瞑つぶる。

　すると、どうしても──、あのことを思い出してしまう。

　小こ鞠まりの──、いや、千ち佳かの、言葉が、ずっと、頭の中に残っていた。

　アイドル声優を今でもやりたくないこと。

　目指しているのは、アイドル声優ではなく、女優──、演技に、集中すること。

　由ゆ美み子こは彼女といっしょに歌うのが楽しくて仕方なかったのに、彼女はそうではなかった。

　そうじゃなかったんだ。

　それが自分勝手な願望であったことも、自覚している。

　それでも、願ってしまった。

　けれど空くう虚きよな願いは彼女の言葉で燃もえ尽つき、胸にぽっかりと穴を開けている。

　あぁ──。

　きっと、言ってほしかったんだ。

　いつもの憎にくまれ口ぐちを叩たたきつつも、アイドル……、アイドル声優も楽しいよって。

　相手は強敵だけど、頑がん張ばろうって。

　でも由ゆ美み子こは、どうしても諦あきらめきれなかった。

　最高の景色を見れば、そこに辿たどり着つければ、何か変わるんじゃないか。

　心から笑いながら、これからをいっしょに歩んでいけるんじゃないか。

　そう願うからこそ、手を伸のばした。

　泣きそうになりながら、手を伸のばしたんだ。

　でも、もし。

　もし、辿たどり着つけなくても。

　せめて、この想おもいと歌が、彼女の胸に届けばいいな、と。

　そう思った。

　でも、この歌は、もう届かない。

　彼女はここにいない。

　この歌は、彼女に聴きいてほしかったのに──。

「レオ────ンッ！　わたしはッ！　ここに、いる──────ッ！」

　突とつ然ぜん、そんな声が響ひびき渡わたった。

　目を開けて袖そでを見ると、そこにいないはずの人物が立っている。

　彼女が叫さけんでいる。

　まっすぐに、こちらに向かって、想おもいを叫さけんでいた。

　あぁ。

　そうか。

　……そっか。

　由ゆ美み子こはそっと、立ち位置から二歩三歩と移動する。

　ステージの中央だ。

　そこでマイクを握にぎりしめる。

　だって、レオンはそうしていたから。

　やるべきことをすんなり受け入れた瞬しゆん間かん──、頭の──靄もやがさらに、濃こく────。

　完全に──完全に白く──染まって────────。

　マイクに、歌声を吹ふき込こんだ。




　　　　　　　　　　　　♦




　その姿を目まの当あたりにし、千ち佳かの身体からだに激しい電流が迸ほとばしった。

　ビリビリビリ────ッ！　と衝しよう撃げきが全身を駆かけ巡めぐり、ブワァッと鳥とり肌はだが立つ。

　腕うでを擦さすると、ザリッと音がした。変な笑い声が漏もれそうになる。

　指先が無意識にビリッと跳はねて、頭の奥が痺しびれ始めていた。

　彼女に、吸い込まれそうになる。

　それだけのものをぶつけられていた。

　今、ステージの上で歌う彼女の姿は、まぎれもなく海うみ野のレオンそのものだった。

「そうよ……、この数分のために、わたしは……」

　はっ、と息が漏もれた。

　腕うでを抱だき、この光景から決して目を逸そらさない。

　胸むねの奥がカァッと熱くなり、興奮が身体からだを満たしていた。

　そうだ。

　彼女の、この数分のために。

　千ち佳かは今まで、似合わないことを繰くり返かえしてきた。

〝ティアラ〟は、キャラを演じる声優がステージに立ち、ライブを行う。こういった作品はほかにも多いが、この手のライブでは度たび々たびこんな話が出る。

　ステージ上にいる声優からは、演じるキャラがどこに見えているか。

　タイプは大きく分かれて、ふたつ。

　演じるキャラがそばにいてくれるタイプ。

　そして、自分の中に降りてきて、憑ひよう依いするタイプだ。

　由ゆ美み子こは圧あつ倒とう的てきに後者。

　普ふ段だんの演技からして、そうだ。

　彼女は降ろすことができれば、憑ひよう依いすれば、絶大な演技力を発揮する。

　それは、キャラにシンクロすればシンクロするほど。

　彼女の集中力は天てん井じよう知しらずで研とぎ澄すまされていく。

　憑ひよう依いは、歌うた種たねやすみの十お八は番こだ。

　だから由ゆ美み子こがよりレオンに近付けるよう、千ち佳かは小こ鞠まりに寄せたのだ。

　すべては、このときのために。

〝アルフェッカ〟に──、勝つために。

「やすみちゃん……」

　いつの間にか乙おと女めが隣となりに立っていて、由ゆ美み子こを目で追っていた。

　その表情が、不安の色に塗ぬり潰つぶされている。

　乙おと女めもわかっているはずだ。

　人気では、パフォーマンスでは、乙おと女めたちに太た刀ち打うちできなくとも。

　こういったライブで重要なのは──。

　いかに観客に、キャラクターを魅みせるか、だ。

「──────────────────っ！」

　由ゆ美み子こが歌い終えた瞬しゆん間かん、大だい歓かん声せいが響ひびき渡わたった。

　その音の迫はく力りよくに、千ち佳かの身体からだがびくりと跳はねる。隣となりの乙おと女めも同様だ。

　まるで津つ波なみのように豪ごう快かいに膨ふくれ上あがり、客席の端はしからズズズ……、と運ばれてステージにぶつかり、大きく弾はじけた。

　ビリビリと空気を震ふるわせ、興奮が熱を運ぶ。

　そんなわけがないのに、突とつ風ぷうが吹ふいたような感覚を味わい、思わず目を瞑つぶった。

　今日一番の熱ねつ狂きようが、この広い会場を覆おおっている。

　だれもが胸むねの奥を熱くして、それを声や拍はく手しゆとして吐はき出ださずにはいられない。

　だからこその、この歓かん声せい。喝かつ采さい。興奮。

　耳が痛くなるほどの歓かん声せいと拍はく手しゆの中、由ゆ美み子こはこちらに目を向ける。

　千ち佳かと目が合って、満足そうに小さく微ほほ笑えんだ。

　その姿さえ、千ち佳かにはレオンとダブって見えた。

「……………………」

　乙おと女めが、手をぎゅうっと握にぎりしめるのがわかった。

　きっと、彼女も直感した。

　これ以上の盛り上がりは、ない。

　だって、千ち佳かの目にもはっきりと映っている。

　小こ鞠まりを想おもうレオンの姿が。

　レオンを完全に憑ひよう依いさせた、歌うた種たねやすみの姿が。

「──うちの相方は、こうなったら無敵なのよ」

　口の中だけで、そんな独り言を呟つぶやく。

　やってくれた、という誇ほこらしい気持ちで、由ゆ美み子こを見る。

　大だい歓かん声せいの中、ゆっくりと立ち去る背中に見み惚とれた。

　彼女がすべてを持っていってくれた。

　余よ韻いんは引かない。未いまだに、身体からだには痺しびれが残っている。胸むねの奥には熱が燻くすぶっているし、涙なみだが出そうになるほどの昂たかぶりは指先にじわじわ広がっていく。

　震ふるえた。

　けれど、それらは露つゆと消えていく。

　別の感情が、圧あつ倒とう的てきに押し寄せてきたからだ。

「……………………」

　よくやってくれた、と思う。

　だけど、えぇ、そうね。

　悔くやしかった。

　本当はこのあと、洗いざらい話すつもりだったのだ。

　噓うそを吐ついたことを伝え、誤解を解き、きちんと自分の気持ちを話す。

　そして、お礼を言うつもりだった。

　いつか、いつか伝えないといけないと思っていた、感謝の言葉を。

「あなたのおかげで、アイドル声優も楽しいと思えた。ありがとう」と。

「……………………」

　でも、その礼はしばらく言えそうにない。

　言わない。

　だって。

　ここまで──、ここまで完かん膚ぷなきまでにやり遂とげるとは、思わなかったから。

　圧あつ倒とう的てきな結果を叩たたき出だして、ここまで盛り上げてしまうなんて。

　あの桜さくら並なみ木き乙おと女めですら、呆ぼう然ぜんとさせるなんて。

　歌うた種たねやすみが、ここまで見せつけるなんて。

「……………………」

　あぁ。

　悔くやしい。

　悔くやしい悔くやしい悔くやしい──！

　ここまで、ここまでやるか！　あぁ最高だわ、そして最低だわ！

　昂こう揚よう感かんはとっくになくなり、悔くやしさだけで胸がいっぱいになる。

　よくやってくれた。

　よくもやってくれた。

　この結果をだれよりも望んでいたはずなのに、今はあまりにも純じゆん粋すいな嫉しつ妬とに焦こがれている。

　勝手だと糾きゆう弾だんされようとも、自分の心はどこまでも正直だ。

　このままでいてたまるものか、と拳こぶしをぎゅうっと握にぎりしめる。

　忘れてないでしょうね、歌うた種たねやすみ。

　あなたのライバルは、夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひだってことを。

　彼女がいなくなったステージを見つめ、千ち佳かは無意識に呟つぶやいた。

「──あぁ、もう。あなたのそういうところ──、本当に嫌きらい」




　　　　　　　　　　　　♥




『歌声は届く、たとえ海を越こえてでも』を歌い終え、由ゆ美み子こはマイクを下ろす。

　今まで浴びたことのないほどの大だい歓かん声せいを感じたが、心はそれほど動かなかった。

「────────」

　ただ、舞ぶ台たい袖そでを見て、先ほどの小こ鞠まりの叫さけびを思い出す。

　そこに立っている彼女を見て、由ゆ美み子こは少しだけ笑った。

　満たされた気持ちを胸に仕し舞まい、彼女に背を向ける。

　ゆっくりと、上手に捌はけていった。

　耳に痛いほどの拍はく手しゆを浴びながら。

「…………ん？」

　舞ぶ台たい袖そでに辿たどり着ついて、大きく息を吐はく。

　その瞬しゆん間かん、周りの景色がくっきりと見えた。

　無む我が夢む中ちゆうだったのか、先ほどまでまるで夢の中にいるような心持ちだった。

　ぼんやりとした意識と、はっきりとした意識が混在しているような。

　けれど今、ようやく地に足が付いた気がする。

　そこで気が付く。

　拍はく手しゆと歓かん声せいの残ざん響きようが、まだ耳の奥を揺ゆらしている。

　観客から集まる視線が、熱を帯びていたのも感じた。

　……さっきの歓かん声せいすごくない？　めっちゃ盛り上がってなかった？

　いや、それも気になるが、それ以上に。

「……ちょっと待って。え、なんで渡わた辺なべ来てなかったの？　あたし、ひとりで歌ったよね？」

　思わずそのまま歌ってしまったが、あれは千ち佳かとのデュオだったのに。

　ステージに千ち佳かは出てこなかった。あれだけ練習したのに。

　もしかして、何かあったんだろうか。

　慌あわてて千ち佳かの元に駆かけ出だそうとしたが、後ろからぎゅっと手を握にぎられる。

　振ふり返かえると、キラキラした目の結ゆ衣いが手を握にぎり、その後ろには花はな火びが立っていた。

「すっ……ごかったです、やすやす先せん輩ぱい！　レオンが見えました！　めちゃくちゃ格好良かったです！　高たか橋はし、感動しました！」

「いや、さすが。降りてたねえ……。こういうときの歌うた種たねちゃん、本当すごいわ」

　興奮気味に言われても、由ゆ美み子こは戸と惑まどってしまう。

　とにかく夢中で、必死に歌っただけだ。

　狙ねらってやったわけじゃないし、自分の力で成なし遂とげたとも思えない。

　だってまるで、だれかに手を引かれているようだったから。

　光が見えて、それにふらふらついていっただけ。

　しかし花はな火びは、こんなことまで耳打ちしてきた。

「めくるといっしょに観みてたんだけどさ、途と中ちゆうで限界きたみたい。慌あわててトイレ行ってた。今いま頃ごろ、ぐじゅぐじゅ泣いてるんじゃないかなぁ。あとで声掛かけてあげてね」

　そこまで。

　そこまでの感動を、自分が与あたえたのだろうか。

　それはめくるだからでは？　とは言えない。

　だって彼女は、一番ファンに近いのだから。

　彼女がそう感じたということは、つまり。

「………………」

　とくんとくん、と胸が高鳴る。

　徐じよ々じよに実感が湧わいてきた。

　凄すさまじい歓かん声せいと熱とサイリウムの光が溶とけ合あって、降り注ぐ光景を思い出す。

　その瞬しゆん間かん、足がぶるぶると震ふるえかけたが、花はな火びに背中をぽんと叩たたかれた。

「すごかったけど、まだライブはあるからね。もう終しゆう盤ばん戦せんだから、踏ふん張ばっていこう！」

　明るく言われ、あぁそうか、と思い出す。

　すべて出し切ったように身体からだ中じゆうが重いが、ライブはまだ続いている。

　よし、と気合を入れ直して、次の曲に備えた。

　──そして。

　すべてのセットリストをこなし、ライブは無事に終しゆう了りようした。

　最後の曲を全員で歌ったあと、拍はく手しゆに見送られながらステージ裏に捌はけていく。

　拍はく手しゆはいつまでも鳴なり止やまなかったが、『本日の公演は終しゆう了りようしました……、気を付けてお帰り下さい……』というアナウンスが流れ、拍はく手しゆの数が減っていく。

　それでも、熱は残ったままだ。

　客席の熱が移ったように、出演者全員が興奮したまま、ステージ裏から控ひかえ室しつの廊ろう下かに抜ぬけていく。

　スタッフさんたちの「お疲つかれ様さまです」という労いたわりの声と拍はく手しゆを聞きながら、由ゆ美み子こはある横顔に目を奪うばわれていた。

「お疲つかれ様さまでした……！」

　目を細くして笑う、纏まといの横顔だ。

　頰ほおに流れる汗あせも気にせずに、力の抜ぬけた笑えみを浮うかべている。

　途と中ちゆうまでは彼女を気にする余よ裕ゆうもなかったが、あの曲以降は纏まといを意識することができた。

　由ゆ美み子この目からは、纏まといはステージ上でも楽しそうに歌っていたように見える。

　吹ふっ切きることが、できたのだろうか。

　自分のことでいっぱいいっぱいだったが、彼女にも話を聞きたい。

　だけど、それはもうちょっと、あと。

　とくんとくん。

　自身の心臓の音が、やけに強く感じられる。

　なんだかぼんやりして、ふわふわしていた。

　まだ、あのときの歓かん声せいが耳に残っている気がする。

「ぐううううう、悔くやしいです！」

　控ひかえ室しつに戻もどると、ミントが開口一番そう言った。

　本気で悔くやしそうに、両りよう拳こぶしを握にぎりしめている。

　小さい身体からだを力いっぱいに使って、悔くやしさを表現していた。

「や～、やっぱりすごかったね、〝アルフェッカ〟。あたしたちも頑がん張ばったけどね～」

「えぇ。頑がん張ばりましたし、やり切りました。それでも勝てなかったのは、残念ですが……、〝アルフェッカ〟はさすがでしたね」

　飾かざ莉りと纏まといがそう言葉を繫つなげていく。

　ふたりとも、すべてを出し切った爽さわやかさ、それでも残った悔くやしさを表情に出している。

　そう。

　結局、〝オリオン〟は〝アルフェッカ〟には勝てなかった。

　どちらが盛り上がったかと言われれば、だれだって〝アルフェッカ〟を挙げる。

　もちろん、〝オリオン〟も肉にく薄はくするくらい盛り上げていたし、惨ざん敗ぱいという結果では決してない。十分に健けん闘とうしたし、ライブに貢こう献けんした。それは間ま違ちがいない。

　それでも、負けは負けだ。

〝オリオン〟は勝てなかった。

　しかし、飾かざ莉りが由ゆ美み子こに気付くと、皮肉げな笑え顔がおで肩かたを竦すくめた。

「ま、やすみちゃんは一いつ矢し報むくいてたけど～。ひとりで、随ずい分ぶんと盛り上げてたし～」

　憎にくまれ口ぐちのような口調ながらも、飾かざ莉りはあのことに触ふれている。

　由ゆ美み子こが何も言えないでいると、がちゃりと扉とびらが開いた。

　そこに立っていたのは、乙おと女めと千ち佳かだ。

〝オリオン〟と〝アルフェッカ〟、それぞれのリーダーたち。

　しかし、なぜかふたりともおかしな表情をしていた。

　乙おと女めはむうっと怒おこったような顔。そこに迫はく力りよくはない。ただ普ふ通つうにかわいい。

　一方、千ち佳かは不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせず、憎にく々にくしげな表情で舌打ちをしていた。目つきの迫はく力りよくもすごい。こっちは可か愛わいくない。

　先に口を開いたのは、乙おと女めだ。

「やすみちゃんは、ズルい」

　むーっとした顔のまま、乙おと女めが不思議なことを言う。

「ズルいって……。姉さん、なにが？」

「やっぱり、やすみちゃんは油断ならない子だってこと。あの一曲で、完全にやすみちゃんが主役になった。このライブで一番盛り上げていたのは、あのときのやすみちゃんだった」

　乙おと女めは不ふ機き嫌げんそうな顔のまま、淡たん々たんと言う。

　けれど、我が慢まんならない、とばかりに拳こぶしを握にぎった。

「もう！　悔くやしい！」

　そこに世辞の類はなく、心から悔くやしそうにしていた。

　それに続くように、飾かざ莉りたちも言葉を並べていく。

「ま、実際すごかったしね～。やすみちゃんが完全に持っていったよ。ひどい先せん輩ぱいだな～」

「えぇ。あのときの歌うた種たねさん、すごかったですよ」

「ま！　ちょっとは認めてあげてもいいです。よくやりましたね、歌うた種たねさん！　先せん輩ぱいとして、わたしも鼻が……、ええと、大きい……？　んん……、えっへん！　って感じです！」

「………………」

　乙おと女めは本気で悔くやしがり、皮肉屋の飾かざ莉りですら素す直なおに賞賛している。

　彼女たちにそこまで言わせたのだから、きっと本当にすごかったんだろう。

　胸のひとつでも張りたいところだが、実感が湧わかない。

　それでも胸はぽわぽわと温かくなっていたが、険のある声がそれを吹ふき飛とばしてしまう。

「悔くやしいのは、わたしのほうですよ」

　千ち佳かだ。

　物もの凄すごく機き嫌げんが悪そうに、由ゆ美み子こを睨にらみつけてくる。

　相変わらず、目つきが悪い。

　こちらを射殺さんばかりに睨にらんでくるが、その表情が少しだけ和やわらいだ。

　大きなため息を吐ついたからだ。

　落ち着いた表情になって、改めて、由ゆ美み子こと乙おと女めを交こう互ごに見る。

　そうしてから、確かめるように口を開いた。

「今回は完敗です。ですが、いつか必ず。必ず、超こえてみせます。桜さくら並なみ木き乙おと女めも、そして歌うた種たねやすみも。覚かく悟ごしておいてください」

　彼女の瞳ひとみには、強きよう烈れつな光が宿っていた。

　悔くやしいのは本音だろうが、様々な思いを凝ぎよう縮しゆくしてその光は作られている。

　今にも破は裂れつしそうな、強すぎる光がギラギラと。

　いつか超こえてみせる、と語っていた。

　千ち佳かの宣戦布告に、乙おと女めはただ黙だまって頷うなずく。

　何も言わず、ゆっくりと。

　でもその表情は、少しだけ嬉うれしそうに見えた。

　由ゆ美み子こは返事に迷う。

　思うところがあったからだ。

　こうなってようやく、千ち佳かの思おも惑わくに気付きつつあった。

　由ゆ美み子こはフォローに回るという話だったのに、結局千ち佳かがその役目を担になったのではないか。

　この手を握にぎって、引っ張り上げたのは千ち佳かだったんじゃないか。

　彼女は立派にリーダーとして、みんなの前を駆かけ抜ぬけていった。

　由ゆ美み子こが願ったとおりに。

　夕ゆう暮ぐれ夕ゆう陽ひがリーダーになれば、前に立って背中を見せてくれれば、絶対に上う手まくいく。

　由ゆ美み子こは確かにそう言ったが、まさかそこに由ゆ美み子こ自身も含ふくまれていたなんて。

　そして千ち佳かは、それらを自分でやっておいて、今こんな表情をしているのだから。

　本当に、負まけず嫌ぎらいな奴やつ。

　でも──、よかった。

　心からほっとした。

　彼女に何かを伝えようとして──、結局、由ゆ美み子こは何も言わなかった。

　けれど。

　黙だまって、千ち佳かに向けて拳こぶしを突つき出だす。

　千ち佳かはそれを見て、目を丸くした。

　面おも白しろくなさそうに再び睨にらみつけてくる。

　しばらくそうしていたが、最後には力を抜ぬくように息を吐はいて。

　彼女の拳こぶしが、こつん、とぶつかってきた。
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あとがき






　抽ちゆう選せんの結果、チケットをご用意することができませんでした。

　わたしたちのような人種が一番ダメージを受けるフレーズを書きました。

　お久しぶりです、二に月がつ公こうです。

　数ヶ月前、わたしがめちゃくちゃ好きな作品のライブがありまして。

　めちゃくちゃ好きな作品、とぼかしておいて何ですが、アイマスです。

　四年半ぶりの単独ライブ、しかもキャストが全員揃そろうのは、なんと約十年ぶりというクライマックスっぷり。

　最高すぎます。盛り上がりすぎます。現地で観みたすぎます。

　こんなの絶対行きたい！　行く！　絶対に！　絶対に……っ、行く……ッ！

　と決意に打うち震ふるえていましたが、チケット争そう奪だつ戦せんに負けました……。哀あわれすぎません？

　今はライブビューイングも配信もあるからまだいいのですが、それでも現地に行きたかったです……。こんな夢のようなライブ……。

　チケットが当たるかどうかは運次し第だいなので、当然と言えば当然なのですが、思い入れも想おもいの強さも確率の前ではまるで無力！　なんとも無情です。

　これからもその確率に挑いどみ続けますが、もうご用意されない文言は見たくないです……。

　せっかくの、全員集合ライブ～……、あぁ……。

　また全員揃そろってくれないかなあ、と願うばかりです。

　今度はぜっっっったい行きたい！




　この作品を書いていると、本当にたくさんの方々に支えて頂いている、と実感します。

　いつも素す敵てきなイラストを描えがいてくださる、さばみぞれさん。いつもありがとうございます！

　今回のカバー、嬉うれしそうに抱だき着つく結ゆ衣いと、困り顔の千ち佳かがとっっってもキュートです！

　こちらほかにもラフ案を送ってくださったのですが、それもめちゃくちゃ良くてすんごい迷いました……。ふたりの表情がすごく良いいんですよ～～～～～～～～。

　そして、この作品に力を貸してくださっている、たくさんの関係者の方々。

　ここまで読んでくださり、応おう援えんしてくださっている皆みな様さま方がた。

　いつも本当にありがとうございます。

　現時点で書いていいことはほとんどないのですが、十二月にはとっても素す敵てきな配信番組と重大発表があったと思います。

　次回のあとがきでは、それについて書きたいですね！

　次の巻も、どうぞよろしくお願いします！
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